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今週のキーワード

AI創薬・DDS
臨床進展と次世代モダリティの台頭

49
件

記事総数

9
カ国

対象国

PROTAC
初のFDA承認

画期的新薬

経口GLP-1
初のFDA承認

肥満治療

今週の全49記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 AI創薬候補が臨床入り 企業発表
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●○

○

AlphaFold 3設計のAI創薬候補が固形がん対象に初の
ヒト臨床試験を開始。AI創薬の大きなマイルストーン
。

#02
ALS治療siRNA臨床デ
ータ

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

RactigenのsiRNA治療薬RAG-17がSOD1-ALS第1相
で良好な安全性とSOD1低減を示し、Nature
Medicineに発表。

#03 ADC肺がん第3相成功 企業発表
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
Merck/Kelun-BiotechのADC候補sac-TMTが非小細胞
肺がん第3相で化学療法を上回るPFS達成。

#04
PROTAC血液がんP1良
好

企業発表
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

Nurixの経口BTKデグレーダーbexobrutidegが再発・
難治性CLL/SLL第1相で奏効率83%、PFS22.1ヶ月の
良好データ。

#05
環状RNAプラットフォ
ーム

技術発表
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

Alloy Therapeuticsが環状RNAプラットフォームAnti
Clastic™を発表。RNA医薬の安定性・効力・安全性を
向上。

#06 ADCリンカー選定戦略 解説記事
●●○○

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
ADC開発におけるペイロードリンカー選定の重要性を
解説。効力・安全性・安定性のバランスが鍵。

#07 AI創薬Xaira資金調達 企業戦略
●●●○

○
●○○○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

AI創薬のXairaが13億ドル調達しステルス解除。AIプ
ラットフォーム強化のためデータ共有パートナー募集
。

#08
塩野義Fetroja®小児適
応

企業発表
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

●
塩野義製薬の抗菌薬Fetroja®、小児の重篤グラム陰
性菌感染症への適応拡大でFDA承認申請受理。

#09
Chai
Discovery大型提携

企業戦略
●●●○

○
●○○○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

Chai Discoveryが4億ドル調達、評価額38億ドルに。
Novartisと提携し生成AIで新規抗体・タンパク質を設
計。

#10 AI創薬臨床検証時代へ 業界レポ
ート

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
●

●●●○
○

●●●○
○

AI創薬が臨床検証の新時代へ。Insilicoのレントセル
チブが第3相、Isomorphic
LabsのIsoDDEも臨床入り間近。

#11
モジュラーADC薬剤耐
性克服

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
新規in vivoバイオオーソゴナル結合法でモジュラー抗
体-ADCクリックを生成し、腫瘍の薬剤耐性を逆転。

#12
NAMPT阻害剤ADC開
発

学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
NAMPT阻害剤を最適化し、液状・固形腫瘍向け高効
果ADCを開発。in vivoモデルで完全寛解を達成。

#13
VOXZOGO®小児適応
sNDA

企業発表
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○

FDAがBioMarinの軟骨無形成症治療薬VOXZOGO®の
小児適応sNDAを受理。PDUFA期限は2027年2月28日
。

#14
ADCがん治療の第一線
へ

業界レポ
ート

●●○○
○

●●●●
●

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
○

ASCOポッドキャストがADCのがん治療第一線への移
行を議論。ペイロード・リンカー技術の進化が要因。
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#15 胆管がんADC進展 業界レポ
ート

●●●○
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

ADCが難治性胆管がん治療で有望。新規ペイロード・
デュアルターゲティング戦略で臨床活性向上。

#16 Pfizer ADC開発中止 企業発表
●○○○

○
●○○○

○
●●○○

○
●●○○

○
●●●○

○
PfizerがSeagen由来の固形腫瘍向けADC候補SGN-Me
soC2の開発を中止。ADC開発の課題を再認識。

#17
希少疾患遺伝子治療IN
D

企業発表
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○
●●○○

○
●●○○

○
NIH傘下NCATSが超希少疾患「多発性サルファターゼ
欠損症」遺伝子治療のINDをFDAから承認取得。

#18 RNAi代謝疾患治療 解説記事
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

RNAiがDDS進化により代謝疾患治療の新たな地平を
開く。肝臓特異的DDSと自己送達siRNAが臨床開発加
速。

#19
AI分子生成CoCoGrap
h

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
スペイン研究者がAIシステムCoCoGraphを開発。数
百万の新規分子を生成し、創薬・材料科学を加速。

#20
Lonza
ADC製造サービス

製品紹介
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

LonzaがADCの臨床・商業製造サービスを統合提供。
ペイロード・コンジュゲーション・無菌充填まで対応
。

#21 AI創薬の臨床課題 業界レポ
ート

●○○○
○

●○○○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

AI大手企業が製薬分野へ参入加速も、臨床開発期間の
長期化が資本市場の課題に。

#22 AI創薬高速化と課題 解説記事
●○○○

○
●○○○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
AIが分子設計から生成化学まで創薬プロセスを数日か
ら数年に短縮。臨床試験の長期化が課題。

#23 ヒト関連モデル創薬 解説記事
●●●●

○
●○○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

創薬におけるヒト関連モデル（AIとオルガノイド）の
重要性を強調。薬物開発の加速と動物実験代替に貢献
。

#24
注目医薬品リスト202
6

市場レポ
ート

●○○○
○

●○○○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

Clarivateが「2026年の注目すべき医薬品」リストを
発表。AI創薬とDDS技術が有望株と強調。

#25 TPD薬物発見の進展 業界レポ
ート

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

標的タンパク質分解（TPD）薬物発見が指数関数的に
進展。PROTACsの設計最適化で創薬を加速。

#26
PharmTech主要トレ
ンド

業界レポ
ート

●○○○
○

●○○○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

PharmTechが2026年半ばのAI、サプライチェーン、
新薬承認の主要トレンドを分析。AIが効率を最大25%
向上。

#27
生成AI創薬ユースケー
ス

解説記事
●○○○

○
●○○○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
生成AIが創薬分野で革新的ユースケースを拡大。新薬
候補設計、最適化、臨床試験デザインを加速。

#28
肥満症トリプル作動薬
P2

企業発表
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○

Boehringer Ingelheimのトリプル受容体作動薬BI
3034701が肥満症Phase
2で有望な中間結果。体重減少率約15%。

#29 BBB透過型ナノ粒子 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
BBB透過型ナノ粒子が神経変性疾患治療のブレークス
ルーに。動物モデルで疾患関連タンパク質を減少。

#30 Nava LNP資金調達 企業戦略
●●●○

○
●○○○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

Nava TherapeuticsがLNPプラットフォームで8900
万ドル調達。RNA治療薬の送達を革新し、がん免疫療
法等へ応用。

#31 経口GLP-1 RA承認 新製品
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
イーライリリーのFoundayoがFDA承認。初の非ペプ
チド経口GLP-1 RAとして肥満治療の新時代を拓く。

#32 乳がん併用療法承認 新製品
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
FDAがCelcuityのRevtorpyk（gedatolisib）を承認。
HR陽性HER2陰性転移性乳がんに新たな併用療法。

#33 初のPROTAC承認 新製品
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
Pfizer/ArvinasのVeppanuがFDA承認。初のPROTAC
としてESR1変異進行乳がんに革命をもたらす。

#34 RET融合癌通常承認 新製品
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○

FDAがRET融合陽性固形腫瘍治療薬Retevmoに通常承
認を付与。対象患者が拡大し標準治療としての地位確
立。

#35 個別化RLT前立腺がん 共同研究
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
GEヘルスケアとメイヨークリニックが進行性前立腺が
んの個別化放射性リガンド療法MI-BET試験を開始。

#36 BBB通過生物製剤承認 新製品
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
Denali TherapeuticsがBBB通過生物製剤AVLAYAH™
でハンター症候群のFDA迅速承認を取得。

#37 NEK7デグラダーP1 企業発表
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
Monte RosaのNEK7分子接着剤デグラダーが第1相で
心血管リスク患者のCRPを85%減少。
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#38 灌流培養製造導入 企業発表
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
Cytovance Biologicsがバイオ医薬品製造に灌流培養
機能を導入。生産性向上と効率化を実現。

#39 CDMO製造能力拡張 企業発表
●○○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
Bora Biologicsが米国バイオ医薬品製造能力を20,000
リットルに拡張。サプライチェーン安定化に貢献。

#40 糖衣ナノ粒子膠芽腫 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
オレゴン州立大学が糖衣ナノ粒子で膠芽腫治療法を開
発。マウス生存率50%向上、BBB透過も実現。

#41 心臓標的LNP製剤 企業発表
●●●●

○
●○○○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
Galmedが心臓標的LNP製剤を開発。SCD1阻害薬Ara
mcholで心臓線維症への疾患修飾療法を目指す。

#42 T細胞標的mRNA LNP 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
T細胞標的mRNA LNPがサイトカイン共提示で生体内
工学を強化。脾臓T細胞へ機能的mRNA導入を偏向。

#43 AI創薬ワークフロー 学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

ChemRxivがAI活用構造認識型小分子創薬ワークフロ
ーを公開。エージェント型・説明可能AIが設計から優
先順位付けまで。

#44
AR分解デグラダー前立
腺

学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
GZL626がAR/AR-V7を分解する新規分子接着剤デグ
ラダーとして進行性前立腺がんの抵抗性を克服。

#45 RLT前立腺がんP2 業界ニュ
ース

●●●○
○

●●○○
○

●●●○
○

●●○○
○

●●●○
○

ルテチウム177 PSMA RLTの適応治療を評価する第2
相OPTIMAL-e試験が転移性ホルモン感受性前立腺が
んで投与開始。

#46 ADC固形腫瘍P1 臨床試験
情報

●●○○
○

●●○○
○

●●●○
○

●●○○
○

●●●○
○

SGN-CEACAM5C ADCが結腸直腸癌を含む進行性固
形腫瘍の第1相臨床試験で評価中。

#47 AI創薬の変革 解説記事
●○○○

○
●○○○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
AI、特に生成AIが創薬を変革。分子設計から臨床予測
まで加速し、R&D;コストとリスクを削減。

#48 TPD進化と臨床段階 業界レポ
ート

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
●

●●●○
○

●●●○
○

標的タンパク質分解（TPD）がPROTACを超えて進化
。分子接着剤デグラダーから多機能治療薬へ。

#49 ADC標準治療へ進化 業界レポ
ート

●●○○
○

●●●●
●

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
○

ADCが固形腫瘍治療の標準治療へ進化。12剤承認、3
00剤開発中。患者ウェルネスと二重ペイロード戦略が
焦点。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ AI創薬の「臨床検証時代」突入は、貴社のR&D;戦略を変えるか？
Insilico MedicineのAI設計薬が第3相に進み、Isomorphic Labsも臨床入り間近です（#10）。AIが創薬期間を「数年か
ら数日」に短縮する一方で、臨床試験の長期化が資本市場の課題となっています（#22,
#21）。貴社はAIをどこまで深くR&D;に統合し、このギャップをどう埋めますか？

❷ PROTAC/ADCの「標準治療化」は、貴社のパイプラインにどう影響するか？
初のPROTAC承認薬Veppanu（#33）や、経口GLP-1 RA Foundayo（#31）の登場は、治療パラダイムを大きく変えま
す。ADCは固形腫瘍の標準治療へと進化し、300剤以上が開発中です（#14,
#49）。既存治療薬の陳腐化リスクと、新規モダリティへの参入機会をどう評価しますか？

❸ BBB透過DDSや次世代RNA医薬DDSは、貴社のアンメットニーズを解決するか？
BBB透過型ナノ粒子（#29, #40）やBBB通過生物製剤（#36）が神経変性疾患治療にブレークスルーをもたらし、環状R
NA（#05）やT細胞標的LNP（#42）がRNA医薬の可能性を広げています。貴社が抱える薬剤送達の課題に対し、これら
のDDS技術は有効なソリューションとなり得るでしょうか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

PROTAC承認 経口GLP-1

ADC標準化
AI創薬臨床

BBB透過

次世代RNA

ADCリスクCDMO強化

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● PROTAC承認 機会大 新規作用機序で市場開拓 既存治療薬の陳腐化

● 経口GLP-1 機会大 肥満症市場の拡大 注射剤市場の縮小

● ADC標準化 注意 がん治療市場拡大 開発競争激化/高リスク

● AI創薬臨床 注意 創薬期間/コスト削減 データ/人材競争激化

● BBB透過 機会大 脳疾患治療の開拓 高度な技術開発難易度

● 次世代RNA 機会大 RNA医薬の応用拡大 既存DDSの陳腐化

● ADCリスク 脅威大 — 開発失敗リスク増大
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● CDMO強化 参考 製造委託先の選択肢増 —
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深掘り ① ― 初のPROTAC承認薬が乳がん治療に革命
#33 | 2026/07/09 | DCAT Value Chain Insights | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●○○○ 日本関連度●●●●○

PfizerとArvinasが開発したVeppanu（vepdegestrant）が、ESR1変異を有する進行乳がん治療薬としてFDAの承認を
取得しました。本剤は、標的タンパク質分解誘導剤（PROTAC）として初のFDA承認薬であり、従来のホルモン療法に
抵抗性を示す患者に対して画期的な治療選択肢を提供します。

Veppanuは、エストロゲン受容体（ER）の分解を誘導するPROTAC分子です。ESR1変異はホルモン療法抵抗性の主要
因ですが、本剤は変異型ERも効果的に分解します。PROTACは、細胞内のユビキチン-プロテアソーム系を利用し、標
的タンパク質を特異的に除去することで、強力かつ持続的な薬効を発揮します。臨床試験では、既存治療抵抗性の患者
で奏効率と無増悪生存期間の改善が確認されました。

▶ 技術者の視点

PROTACが初の承認薬となったことは、創薬の歴史における画期的なマイルストーンです。従来の阻害
剤では困難だった「創薬困難な」標的を分解するという作用機序は、多くの難病治療に新たな道を開き
ます。特に、ESR1変異乳がんのようなアンメットニーズの高い領域で効果を示したことは、その臨床的
価値を強く裏付けます。ただし、PROTACは分子サイズが大きく、経口吸収性や薬物動態の最適化が課
題となることが多く、今後の開発品におけるデータに注目が必要です。日本企業にとっては、このTPD
技術への投資と研究開発の加速が【機会】となる一方、先行する欧米企業との技術格差が【脅威】とな
り得ます。自社パイプラインへのTPD導入可能性を早急に評価し、共同研究やライセンス導入も視野に
入れるべきです。

深掘り ② ― 初の非ペプチド経口GLP-1 RAが肥満治療の新時代を拓く
#31 | 2026/07/15 | 2 Minute Medicine | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●○○○ 日本関連度●●●●○

イーライリリーのFoundayo（orforglipron）が、肥満症治療薬としてFDAの承認を取得しました。本薬剤は、食事や水
分摂取のタイミング制限がない初の非ペプチド経口GLP-1受容体作動薬であり、肥満症治療における経口GLP-1薬の新
時代の幕開けを告げるものです。

orforglipronは、従来のGLP-1受容体作動薬がペプチドベースの注射剤であったのに対し、経口投与が可能な非ペプチ
ド構造を持つ低分子薬剤です。これにより、患者は注射の負担なく、毎日服用するだけで効果的な体重管理が可能とな
ります。臨床試験では有意な体重減少効果と良好な安全性プロファイルが確認されており、注射への抵抗感を持つ患者
層への普及が期待されます。

▶ 技術者の視点

経口GLP-1受容体作動薬の承認は、肥満症治療市場に革命をもたらすでしょう。特に非ペプチドである
点は、製造コストや安定性の面で大きな優位性を持つ可能性があります。注射剤に抵抗感を持つ患者層
を取り込むことで、市場規模はさらに拡大すると予測されます。ただし、具体的な体重減少率や副作用
プロファイルが既存の注射剤と比較してどうだったか、詳細なデータ公開を待つ必要があります。楽観
的な見方だけでなく、長期的な安全性データや、他の経口GLP-1 RAとの競合も考慮すべきです。日本
の製薬企業にとっては、この巨大市場への参入が【機会】となる一方、先行するグローバル企業との開
発競争激化が【脅威】となります。自社での低分子GLP-1
RA開発、または他社との提携による市場参入を【経営企画】は検討すべきです。
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深掘り ③ ― モジュラーADCで薬剤耐性を克服するDDS
#11 | 2026/07/15 | PubMed (Nature Chemical Biology) | 技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○
市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●○○

研究者たちは、生体内で全身投与後に機能的な抗体薬物複合体（ADC）クリック構造を形成する新しいin vivoバイオオ
ーソゴナルライゲーション戦略を開発しました。このモジュラープラットフォームは、標的薬物送達を強化することで
、不均一な腫瘍における薬剤耐性を逆転させることを目的としています。

このアプローチは、プレターゲティング戦略に基づき、抗体部分と薬物部分を別々に投与し、腫瘍部位で「クリック」
反応によりADCを形成します。これにより、全身循環でのADC安定性を高めつつ、腫瘍部位でのみペイロードを濃縮さ
せることが可能になります。前臨床モデルでは、薬剤耐性を持つ腫瘍において、従来のADCよりも優れた抗腫瘍効果が
実証されました。

▶ 技術者の視点

in vivoバイオオーソゴナル結合によるモジュラーADCは、DDS技術における学術的ブレークスルーであ
り、既存ADCの主要課題である薬剤耐性克服と全身毒性軽減に貢献する可能性を秘めています。特に、
腫瘍の不均一性に対応し、腫瘍微小環境で薬剤濃度を最適化できる点は画期的です。ただし、生体内で
のクリック反応効率、副反応、および長期的な安全性については、さらなる検証が必要です。現時点で
は基礎研究段階であり、臨床応用までには5年以上の期間を要するでしょう。日本の材料・素材メーカ
ーにとっては、このバイオオーソゴナル化学反応を可能にするリンカーや、ナノ粒子DDSの材料開発が
【機会】となります。製薬企業は、この技術を導入することで、難治性がん治療の【機会】を得られる
一方、自社DDS技術の陳腐化という【脅威】にも直面します。【R&D;部門】は、この技術の動向を注
視し、早期の共同研究を検討すべきです。

その他の注目記事
Nurix PROTAC血液がんP1良好 (Nurix Therapeutics)
技●●●●○ 実●●○○○ 市●●●●○

PROTAC技術を用いた経口BTKデグレーダーが、既存BTK阻害剤に抵抗性を示すCLL/SLL患者で高い奏効率とPFSを示
し、新たな治療選択肢となる可能性。

NAMPT阻害剤ADC開発で完全寛解 (ACS Bio & Med Chem Au)
技●●●●○ 実○○○○○ 市●●●●○

NAMPT阻害剤を最適化した新規ADCペイロードが、液状・固形腫瘍のin
vivoモデルで完全寛解を達成。次世代ADCのペイロード多様化に貢献。

AI創薬ワークフロー公開 (ChemRxiv)
技●●●●○ 実○○○○○ 市●●●●○

エージェント型・説明可能AIを統合した構造認識型小分子創薬ワークフローが公開。分子設計から優先順位付けまでを
効率化し、R&D;プロセスを変革。



創薬・DDS Weekly Intelligence Report | 2026-07-18 | Page 8

今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;部門】PROTAC技術の最新動向（#33）を再確認し、自社パイプラインへの適用可能性について緊急会
議を実施。特に既存薬で課題のある標的への応用を検討。

• 【経営企画】経口GLP-1 RA（#31）の市場インパクトを評価し、肥満症治療薬市場における自社のポジショニ
ングと競争戦略について議論を開始。

• 【調達部門】ADC製造サービス（#20）を提供するCDMOの能力を調査し、将来的な委託先の選択肢として評
価を開始。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;部門】AI創薬の臨床進展（#01, #10）に関する詳細データを収集し、自社のAI創薬プラットフォーム
のロードマップに反映。特にデータ共有戦略（#07）を検討。

• 【材料・素材メーカー】BBB透過DDS（#29, #40）や次世代RNA医薬DDS（#05, #42）に用いられる新規材
料（LNP脂質、糖衣ポリマーなど）の研究開発動向を調査し、自社技術との連携可能性を検討。

• 【半導体PKG/EV設計】ADCの標準治療化（#14,
#49）が製薬業界のサプライチェーンに与える影響を評価し、関連する材料需要の変化を予測。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;部門】モジュラーADC（#11）や新規分子接着剤デグラダー（#44）など、基礎研究段階のブレークス
ルー技術について、大学やベンチャーとの共同研究・投資機会を継続的に探索。

• 【経営企画】AI創薬（#21, #22, #27, #43, #47）が創薬プロセス全体にもたらす変革を長期的な視点で分析
し、人材育成、データインフラ整備、M&A;戦略に組み込む。

• 【製造部門】バイオ医薬品製造における灌流培養（#38）や製造能力拡張（#39）のトレンドを把握し、自社
製造プロセスの効率化・自動化に向けた技術導入計画を策定。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-07-18
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収録記事一覧

#01 Isomorphic Labs、AlphaFold 3設計のAI創薬候補が固形がんを対象に初のヒト臨床試験を開始

#02 Ractigen、SOD1-ALS治療薬RAG-17のNature Medicine論文発表：第1相で脳脊髄液SOD1を大
幅低減、良好な安全性プロファイルを確認

#03 MerckとKelun-BiotechのADC候補薬sac-TMT、中国第3相試験で非小細胞肺がん化学療法を上回
る無増悪生存期間を達成

#04 Nurix Therapeutics、再発・難治性CLL/SLL患者対象のbexobrutideg第1相試験で奏効率83%、
無増悪生存期間22.1ヶ月を示す良好なデータ

#05 Alloy Therapeutics、高性能環状RNAプラットフォーム「AntiClastic™」を発表：オフターゲッ
ト作用を抑制し、RNA医薬の安定性・効力を向上

#06 ADC開発におけるペイロードリンカー選定の最適戦略：効力・安全性・安定性のバランスを決定
づける要点

#07 AI創薬のXaira、13億ドルの資金調達を経てステルス解除：データ共有でAIプラットフォーム強
化へ

#08 塩野義製薬の抗菌薬「Fetroja®」、小児の重篤なグラム陰性菌感染症適応拡大のFDA承認申請を

受理

#09 Chai Discovery、シリーズCで4億ドル調達：AI創薬企業評価額38億ドルに達し、Novartisと新
規提携

#10 AI創薬が臨床検証の新時代へ：Insilicoのレントセルチブが第3相、Isomorphic LabsのIsoDDE
も臨床入り間近

#11 新規in vivoバイオオーソゴナル結合法、モジュラー抗体-ADCクリックにより腫瘍の薬剤耐性を
逆転

#12 NAMPT阻害剤の最適化で液状・固形腫瘍向け高効果ADCを開発：in vivoモデルで完全寛解を達
成

#13 FDA、BioMarinの軟骨無形成症治療薬VOXZOGO®（vosoritide）小児適応の完全承認sNDAを
受理：PDUFA期限は2027年2月28日

#14 ADCががん治療の第一線へ：ASCOポッドキャストが初期治療における抗体薬物複合体の最適化
を議論

#15 胆管がん治療に画期的なADC：新規ペイロード・デュアルターゲティング戦略で臨床活性が向上

#16 Pfizer、Seagen由来の固形腫瘍向けADC候補薬SGN-MesoC2の開発を中止：ADC開発の課題を
再認識

#17 NIH傘下のNCATS、遺伝子治療INDのFDA承認を取得：超希少疾患「多発性サルファターゼ欠損
症」を標的



#18 RNAiが代謝疾患治療の新たな地平を開く：肝臓特異的DDSと自己送達siRNAが臨床開発を加速

#19 スペイン研究者、AIシステムCoCoGraphを開発：数百万の新規分子を生成し創薬・材料科学を
加速

#20 Lonza、ADCの臨床・商業製造サービスを提供：ペイロード・コンジュゲーション・無菌充填ま
で統合対応

#21 AI大手企業が製薬分野へ参入加速も、臨床開発期間が資本市場の課題に

#22 AIが創薬プロセスを「数年から数日」に短縮：分子設計から生成化学まで変革

#23 創薬におけるヒト関連モデルの重要性：AIとオルガノイド活用で薬物開発を加速

#24 Clarivate「2026年の注目すべき医薬品」リストを発表：AI創薬とDDS技術が有望株

#25 標的タンパク質分解（TPD）薬物発見の指数関数的進展：新規モダリティが創薬を加速

#26 PharmTechが2026年半ばのAI、サプライチェーン、および新薬承認の主要トレンドを分析

#27 生成AIが産業変革を加速：創薬における革新的ユースケースが2026年に拡大

#28 Boehringer Ingelheim、肥満症治療薬BI 3034701のPhase 2試験で有望な中間結果を発表：初
のトリプル受容体作動薬

#29 BBB透過型ナノ粒子：神経変性疾患治療のブレークスルーに向けた新戦略

#30 Nava Therapeutics、脂質ナノ粒子（LNP）プラットフォームで8900万ドルを調達：RNA治療
薬の送達を革新

#31 イーライリリーのFoundayo（orforglipron）がFDA承認、初の非ペプチド経口GLP-1 RAとして
肥満治療の新時代を拓く

#32 FDAがCelcuityのRevtorpyk（gedatolisib）を承認、HR陽性HER2陰性転移性乳がんに新たな併
用療法

#33 PfizerとArvinasのVeppanu（vepdegestrant）がFDA承認、初のPROTACとしてESR1変異進行
乳がんに革命

#34 FDAがRET融合陽性固形腫瘍治療薬Retevmo（セルパーカチニブ）に通常承認を付与、対象患者

が拡大

#35 GEヘルスケアとメイヨークリニック、進行性前立腺がんの個別化放射性リガンド療法を共同研
究：MI-BET試験開始

#36 Denali Therapeutics、血液脳関門通過生物製剤の進展を発表：AVLAYAH™がハンター症候群で
FDA迅速承認

#37 Monte Rosa Therapeutics、NEK7分子接着剤デグラダーMRT-8102/8120の第1相中間データで

心血管リスク患者のCRPを85%減少

#38 Cytovance Biologics、バイオ医薬品製造プロセス開発に灌流培養機能を導入し生産性を向上

#39 Bora Biologics、メリーランド州ロックビルサイト追加で米国バイオ医薬品製造能力を20,000リ
ットルに拡張



#40 オレゴン州立大学、糖衣ナノ粒子による新たな膠芽腫治療法を開発：マウス生存率を50%向上

#41 Galmed、心臓標的LNP製剤を開発：SCD1阻害薬Aramcholで心臓線維症への新たな疾患修飾療
法

#42 T細胞標的mRNA LNPがサイトカイン共提示により生体内工学を強化：IL-7共提示で脾臓T細胞
へ機能的mRNA導入を偏向

#43 ChemRxiv、AIを活用した構造認識型小分子創薬ワークフローを公開：エージェント型・説明可
能AIが設計から優先順位付けまで

#44 GZL626がアンドロゲン受容体（AR/AR-V7）を分解する新規分子接着剤デグラダーとして進行

性前立腺がんの抵抗性を克服

#45 ルテチウム177 PSMA RLTの適応治療を評価する第2相OPTIMAL-e試験、転移性ホルモン感受性
前立腺がんで患者への投与開始

#46 SGN-CEACAM5C（PF-08046050）抗体薬物複合体（ADC）が結腸直腸癌を含む進行性固形腫
瘍の第1相臨床試験で評価

#47 AIが創薬を変革：生成AIが分子設計から臨床予測まで加速、R&Dコストとリスクを削減

#48 標的タンパク質分解（TPD）がPROTACを超えて進化：分子接着剤デグラダーから多機能治療薬
へ、決定的な臨床段階へ突入

#49 抗体薬物複合体（ADC）が固形腫瘍治療の標準治療へ進化：12剤が承認、300剤が開発中、患者
ウェルネスと二重ペイロード戦略が焦点



#01 Isomorphic Labs、AlphaFold 3設計のAI創薬候補が
固形がんを対象に初のヒト臨床試験を開始

概要

Google DeepMindのスピンオフであるIsomorphic Labsが、AlphaFold 3などの独自AIモ
デルを用いて設計した抗がん剤候補の初のヒト臨床試験を開始した。これは、深層学
習タンパク質モデルによって設計された治療薬が臨床段階に到達した初の事例の一つ

であり、AI創薬における重要なマイルストーンとなる。同社は機械学習を応用して、
複雑な分子間相互作用の予測により創薬デザインを加速させている。この進展は、AI

が創薬プロセス全体を革新する可能性を明確に示している。

公開日 2026年07月16日  IntuitionLabs  アメリカ



詳細

主要成果

Google DeepMindからスピンオフしたAI創薬企業Isomorphic Labsは、AlphaFold 3およ
びその他の独自AIモデルを用いて設計された抗がん剤候補の初のヒト臨床試験を開始し
ました。この臨床試験への移行は、深層学習を活用したタンパク質モデルによって設計
された治療薬が、実際に患者を対象とした臨床段階に到達した最初期の事例の一つであ
り、AI駆動型創薬が理論から実践へと進化したことを示す重要なマイルストーンです。

技術・臨床詳細

Isomorphic Labsは2021年に設立され、がん領域と免疫領域に焦点を当てています。同
社のAIプラットフォームは、標的タンパク質と薬剤候補分子間の複雑な相互作用を高い
精度で予測することで、従来の手法では困難だった新規分子の設計と最適化を可能にし
ています。具体的には、AlphaFold 3の進化した能力を活用し、タンパク質構造と結合
予測の精度を飛躍的に向上させることで、治療効果が高く副作用の少ない薬剤候補の迅
速な特定を目指しています。現在の臨床試験は、初期段階のがん患者を対象とし、主に
安全性と忍容性の評価、および初期の薬物動態学と薬力学のデータを収集することに重
点が置かれています。

背景・業界文脈

創薬分野におけるAIの導入は、長年にわたりその可能性が議論されてきましたが、
Isomorphic Labsの臨床試験開始は、AIが基礎研究から臨床応用へと橋渡しする具体的な
成功事例として注目されます。従来の創薬プロセスは時間とコストがかかり、成功率も
低いという課題を抱えていました。AI、特に深層学習モデルは、このプロセスを劇的に
加速し、より多くの薬剤候補を効率的にスクリーニング・設計する能力を持つことで、
医薬品開発のボトルネックを解消する可能性を秘めています。Isomorphic Labsの取り組
みは、AIが単なるツールに留まらず、創薬の根本を変革する力を持つことを業界に示す
ものです。



今後の展望

この初のヒト臨床試験の成功は、Isomorphic Labsだけでなく、AI創薬業界全体にとって
大きな自信と推進力となります。今後の試験で良好な安全性と初期有効性データが確認
されれば、さらに大規模な臨床試験へと進むことが期待されます。長期的には、AIによ
って設計された薬剤が様々な疾患領域で標準治療の一部となる可能性があり、医薬品開
発のコスト削減と期間短縮に大きく貢献すると見込まれています。投資家や研究者、患
者にとって、AIがもたらす新たな治療選択肢への期待は高まるばかりです。

元記事: https://intuitionlabs.ai/articles/isomorphic-labs-alphafold-ai-drug-discovery-trials

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://intuitionlabs.ai/articles/isomorphic-labs-alphafold-ai-drug-discovery-trials


#02 Ractigen、SOD1-ALS治療薬RAG-17のNature
Medicine論文発表：第1相で脳脊髄液SOD1を大幅低減、
良好な安全性プロファイルを確認

概要

Ractigen Therapeuticsは、SOD1型筋萎縮性側索硬化症（SOD1-ALS）に対するsiRNA治

療薬RAG-17の前臨床薬理学データおよび初のヒト第1相臨床試験結果をNature

Medicineに発表した。第1相試験では、重篤な有害事象なしに主要安全エンドポイント
を達成し、脳脊髄液（CSF）中のSOD1タンパク質と血漿中の神経フィラメント軽鎖

（NfL）の有意な減少が確認された。RAG-17は、同社独自のSmart Chemistry-Aided

Delivery（SCAD™）技術を活用し、広範な中枢神経系（CNS）分布と持続的な遺伝子
サイレンシングを実現する。この成功は、ALSを含む神経変性疾患に対するRNAi治療

の新たな希望となる。

公開日 2026年07月15日  BioSpace  アメリカ



詳細

主要成果

Ractigen Therapeuticsは、SOD1型筋萎縮性側索硬化症（SOD1-ALS）に対するsiRNA治
療薬RAG-17の画期的な前臨床薬理学データおよび初のヒト第1相臨床試験データを
「Nature Medicine」に発表しました。第1相試験では、主要な安全性評価項目が達成さ
れ、重篤な有害事象は報告されませんでした。さらに、脳脊髄液（CSF）中のSOD1タン
パク質レベルと血漿中の神経フィラメント軽鎖（NfL）レベルが統計学的に有意に減少
したことが示され、疾患修飾効果の可能性が強く示唆されました。

技術・臨床詳細

RAG-17は、SOD1遺伝子の発現を抑制するよう設計されたsiRNA（低分子干渉RNA）治
療薬です。本試験における患者数は未公表ですが、前臨床研究では、非ヒト霊長類にお
いてRAG-17が中枢神経系（CNS）全体に広く分布し、標的であるSOD1 mRNAを効果的
にサイレンシングすることが確認されています。この広範な分布と持続的な遺伝子サイ
レンシングは、Ractigen独自のSmart Chemistry-Aided Delivery（SCAD™）技術によって
実現されました。SCAD™は、siRNA分子に特殊な化学修飾を施すことで、生体内での安
定性を高め、血液脳関門を通過しやすくし、標的細胞への効率的な送達を可能にしま
す。第1相臨床試験で示されたCSF SOD1タンパク質と血漿NfLの減少は、神経変性疾患
のバイオマーカーとして認識されており、RAG-17が病態進行を遅らせる可能性を示す
重要な指標となります。

背景・業界文脈

筋萎縮性側索硬化症（ALS）は進行性の神経変性疾患であり、特にSOD1遺伝子変異に起
因するSOD1-ALSは、現行の治療法が限られており、患者の予後が極めて不良です。
RNAi治療薬は、特定の遺伝子の発現を選択的に抑制できるため、これまで治療が困難だ
った遺伝性疾患に対する革新的なアプローチとして注目されています。しかし、CNS疾
患においては、薬剤の血液脳関門通過や広範な組織分布が大きな課題でした。Ractigen

のSCAD™技術は、この課題を克服し、中枢神経系におけるRNAi治療薬の有効な送達を
実証した点で、業界にとって画期的な進歩と言えます。



今後の展望

RAG-17の第1相臨床試験における良好な安全性プロファイルと、バイオマーカーの有意
な改善は、今後の大規模臨床試験への期待を高めるものです。Ractigenは、これらのデ
ータを基に、より多くの患者を対象とした第2相および第3相臨床試験を計画しており、
SOD1-ALS患者にとって初の効果的な疾患修飾療法となることを目指しています。この
成功は、ALSだけでなく、他の神経変性疾患（例：ハンチントン病やアルツハイマー病
など）に対するRNAi治療薬の開発にも大きな影響を与え、新たな治療パラダイムを確立
する可能性を秘めています。

元記事: https://www.biospace.com/press-releases/ractigen-therapeutics-announces-landmark-

publication-in-nature-medicine-highlighting-unprecedented-preclinical-efficacy-and-positive-first-in-

human-clinical-data-for-rag-17-in-sod1-als

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.biospace.com/press-releases/ractigen-therapeutics-announces-landmark-publication-in-nature-medicine-highlighting-unprecedented-preclinical-efficacy-and-positive-first-in-human-clinical-data-for-rag-17-in-sod1-als
https://www.biospace.com/press-releases/ractigen-therapeutics-announces-landmark-publication-in-nature-medicine-highlighting-unprecedented-preclinical-efficacy-and-positive-first-in-human-clinical-data-for-rag-17-in-sod1-als
https://www.biospace.com/press-releases/ractigen-therapeutics-announces-landmark-publication-in-nature-medicine-highlighting-unprecedented-preclinical-efficacy-and-positive-first-in-human-clinical-data-for-rag-17-in-sod1-als


#03 MerckとKelun-BiotechのADC候補薬sac-TMT、中国
第3相試験で非小細胞肺がん化学療法を上回る無増悪生存
期間を達成

概要

Merckの提携先であるKelun-Biotechは、非扁平上皮非小細胞肺がん患者を対象とした

抗体薬物複合体（ADC）候補薬sac-TMTの中国での第3相臨床試験で肯定的な結果を発
表した。本試験では、sac-TMTと免疫療法の併用が標準化学療法と比較して病勢進行
をより効果的に抑制することが示された。この結果は、sac-TMTが非小細胞肺がんの

基幹治療薬となり、将来的には化学療法を置き換える可能性を示唆している。

公開日 2026年07月15日  Endpoints News  アメリカ



詳細

主要成果

MerckのパートナーであるKelun-Biotechは、非扁平上皮非小細胞肺がん（NSCLC）患者
を対象とした治験薬抗体薬物複合体（ADC）sac-TMTの中国における第3相臨床試験で良
好な結果を発表しました。この試験において、sac-TMTと免疫療法の併用療法が、標準
的な化学療法と比較して病勢進行を統計学的に有意に抑制し、無増悪生存期間（PFS）
が延長されたことが示されました。この結果は、sac-TMTがNSCLCの治療パラダイムを
大きく変革し、将来的には既存の化学療法を置き換える可能性を秘めていることを示唆
しています。

技術・臨床詳細

sac-TMTは、特定の腫瘍関連抗原を標的とする抗体に、強力な細胞傷害性ペイロードを
リンカーを介して結合させた抗体薬物複合体です。本第3相試験は、進行した非扁平上
皮NSCLC患者を対象に行われました。詳細なPFSデータや安全性プロファイルはまだ完
全に公開されていませんが、Kelun-Biotechの発表は、併用療法群において標準化学療法
群よりも優越性を示したことを明確にしています。ADC技術は、抗体の高い特異性でが
ん細胞に直接薬剤を送達することで、全身性の副作用を最小限に抑えつつ、治療効果を
最大化することを目指しています。今回の結果は、この技術が非小細胞肺がんという難
治性疾患においても臨床的に意義のある利益をもたらすことを実証するものです。

背景・業界文脈

非小細胞肺がんは、世界的に見てがん関連死の主要な原因の一つであり、特に進行期に
おける治療選択肢の改善が強く求められています。従来の化学療法は全身性の毒性を伴
い、患者の生活の質を大きく損なうことが課題でした。ADCは、標的指向性のある治療
薬として、近年、多くのがん種で画期的な治療成績を示しており、特に肺がん領域での
臨床開発が活発化しています。MerckとKelun-Biotechの提携および今回の肯定的な結果
は、ADCが肺がん治療の第一線に登場し、現在の標準治療に挑戦する可能性を示してい
ます。



今後の展望

sac-TMTの第3相試験の成功は、中国市場における承認申請に向けた強力な根拠となり
ます。さらに、この結果はグローバルな開発戦略にも影響を与え、Merckがsac-TMTを
他の地域でも主要な肺がん治療薬として位置づける可能性を高めます。化学療法からの
置き換えが進めば、患者はより高い治療効果と改善された安全性プロファイルを享受で
きるようになり、肺がん治療の質を大きく向上させることが期待されます。この進展
は、ADC技術の進化と臨床応用の拡大を明確に示しており、投資家にとっても注目すべ
き動向です。

元記事: https://www.biopharmadive.com/news/merck-sac-tmt-lung-cancer-optitrop-lung06-

results/825277/

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.biopharmadive.com/news/merck-sac-tmt-lung-cancer-optitrop-lung06-results/825277/
https://www.biopharmadive.com/news/merck-sac-tmt-lung-cancer-optitrop-lung06-results/825277/


#04 Nurix Therapeutics、再発・難治性CLL/SLL患者対象
のbexobrutideg第1相試験で奏効率83%、無増悪生存期間
22.1ヶ月を示す良好なデータ

概要

Nurix Therapeuticsは、進行中のNX-5948-301第1a/1b相試験から、再発・難治性慢性

リンパ性白血病/小リンパ球性リンパ腫（CLL/SLL）患者に対するbexobrutideg（経口
BTKデグレーダー）に関する新しい臨床データを発表した。更新された第1a相結果で
は、中央値22.1ヶ月の無増悪生存期間（PFS）と83%の客観的奏効率（ORR）が示さ

れ、良好な忍容性プロファイルも確認された。このデータは、BTK阻害剤に抵抗性を示
す患者に対して、新たな治療選択肢となる可能性を強く示唆している。

公開日 2026年07月09日  Nurix Therapeutics  アメリカ



詳細

主要成果

Nurix Therapeuticsは、再発・難治性慢性リンパ性白血病（CLL）および小リンパ球性リ
ンパ腫（SLL）患者を対象とした、経口ブルトン型チロシンキナーゼ（BTK）デグレーダ
ーであるbexobrutideg（NX-5948）の進行中の第1a/1b相試験（NX-5948-301）から、
新しい臨床データを発表しました。更新された第1a相の結果では、中央値22.1ヶ月とい
う良好な無増悪生存期間（PFS）と、83%という高い客観的奏効率（ORR）が報告され
ました。さらに、bexobrutidegは良好な忍容性プロファイルを示し、既存のBTK阻害剤
治療に抵抗性を示す患者に対して、新たな効果的な治療選択肢となる可能性を強く示唆
しています。

技術・臨床詳細

bexobrutidegは、Nurix独自のPROTAC®（Proteolysis-Targeting Chimera）技術を活用し
た経口BTKデグレーダーです。この薬剤は、BTKタンパク質を直接分解することで、従
来のBTK阻害剤とは異なる作用機序で、がん細胞の生存と増殖に関わるシグナル伝達経
路を効果的に遮断します。第1a相試験は、用量漸増パートであり、患者数は未公表なが
ら、安全性と忍容性、薬物動態、および予備的な抗腫瘍活性を評価しました。83%の
ORRと中央値22.1ヶ月のPFSは、再発・難治性のCLL/SLL患者という、治療選択肢が限ら
れた集団における顕著な治療効果を示しています。重篤な有害事象の発生率も低く抑え
られ、良好な安全性プロファイルが確認されたことは、この薬剤の大きな利点です。

背景・業界文脈

CLL/SLLは進行性の血液がんであり、BTK阻害剤は主要な治療法の一つとなっています。
しかし、多くの患者は既存のBTK阻害剤に対して抵抗性を示したり、治療中に抵抗性を
獲得したりするため、新たな治療法が切望されています。PROTAC技術は、特定のタン
パク質を標的として分解誘導することで、従来の阻害剤では到達できなかった標的の機
能不全を引き起こすことが可能です。このメカニズムは、既存薬に対する抵抗性を克服
する可能性を秘めており、近年、創薬分野で大きな注目を集めています。Nurixの
bexobrutidegの成功は、PROTAC技術が血液がん治療において画期的な成果をもたらす
可能性を具体的に示したものとして、業界全体の期待を高めています。



今後の展望

bexobrutidegの良好な第1a相データは、第1b相およびさらなる後期臨床試験の成功に向
けた強力な基盤となります。Nurix Therapeuticsは、この薬剤をCLL/SLLの主要な治療選
択肢として確立することを目指しており、特にBTK阻害剤に耐性を持つ患者群におい
て、その臨床的価値は非常に高いと予測されます。今後の開発段階でのデータがこれら
の初期結果を裏付ければ、bexobrutidegは市場において大きなインパクトをもたらし、
難治性の血液がん患者に新たな希望をもたらすでしょう。投資家は、この画期的な
PROTAC技術と臨床パイプラインの進展に注目しています。

元記事: https://ir.nurixtx.com/news-releases/news-release-details/nurix-therapeutics-reports-second-

quarter-2026-financial-results/

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://ir.nurixtx.com/news-releases/news-release-details/nurix-therapeutics-reports-second-quarter-2026-financial-results/
https://ir.nurixtx.com/news-releases/news-release-details/nurix-therapeutics-reports-second-quarter-2026-financial-results/


#05 Alloy Therapeutics、高性能環状RNAプラットフォー
ム「AntiClastic™」を発表：オフターゲット作用を抑制
し、RNA医薬の安定性・効力を向上

概要

Alloy Therapeuticsは、アンチクラスティック環状オリゴヌクレオチドプラットフォー

ム「AntiClastic™」を発表した。この技術は、ASO、siRNA、sgRNAを独自の構成可能
な環状構造に再構築し、オフターゲット効果や免疫刺激性のリスクを低減しつつ、イ
ンビボ安定性と効力を高めることを目的としている。プラットフォームはAIガイド配

列設計を統合し、迅速なリード探索と最適化を可能にする。この革新的なアプローチ
は、次世代RNA医薬品の開発を大きく前進させる可能性を秘めている。

公開日 日付不明  Alloy Therapeutics  アメリカ



詳細

主要成果

Alloy Therapeuticsは、次世代RNA医薬品の安定性、効力、および安全性を向上させるこ
とを目的とした、画期的なAntiClastic™環状オリゴヌクレオチドプラットフォームを発
表しました。この技術は、アンチセンスオリゴヌクレオチド（ASO）、低分子干渉RNA

（siRNA）、およびガイドRNA（sgRNA）といった既存のRNAモダリティを、独自の構
成可能な環状構造に再構築することを特徴としています。これにより、オフターゲット
効果や望ましくない免疫刺激応答のリスクを低減しつつ、生体内での安定性と治療効力
を飛躍的に向上させることが期待されます。

技術・臨床詳細

AntiClastic™プラットフォームの中核は、線形RNA分子を「アンチクラスティック」と
呼ばれる環状構造に変換する能力にあります。この環状化により、核酸分解酵素による
分解に対する耐性が向上し、結果として生体内での半減期が延長されます。さらに、環
状構造は、特定の標的への結合親和性を高め、オフターゲット結合を減少させること
で、薬物の特異性を向上させる可能性があります。このプラットフォームは、AIガイド
配列設計を統合しており、これにより、多数の候補配列を迅速にスクリーニングし、最
適な配列と構造を効率的に特定することが可能です。このAIによる設計最適化は、リー
ド化合物の発見から開発までの時間を大幅に短縮し、より高性能なRNA医薬品の開発を
加速させます。これにより、例えば遺伝性疾患、がん、神経変性疾患など、多様な疾患
領域への応用が期待されています。

背景・業界文脈

RNA医薬品は、ゲノムのあらゆる部分を標的とできるその汎用性から、医薬品開発にお
ける最も有望な分野の一つとして注目されています。しかし、線形RNA分子は生体内で
不安定であり、すぐに分解されてしまうため、その効果的な送達と持続的な作用が長年
の課題でした。また、非特異的な結合や免疫刺激作用も、RNA治療薬の安全性プロファ
イルに関する懸念事項でした。Alloy TherapeuticsのAntiClastic™プラットフォームは、
これらの課題に対し、根本的な分子構造の再設計というアプローチで挑んでおり、RNA

医薬品の限界を押し広げる可能性を秘めています。この技術は、RNA治療薬の開発にお
ける次の大きなブレークスルーとなり、より安全で効果的な治療法の開発を可能にする
かもしれません。



今後の展望

AntiClastic™プラットフォームの登場は、次世代RNA医薬品の開発において新たな競争
領域を生み出すでしょう。その優れた安定性、効力、および改善された安全性プロファ
イルは、多くのアンメットメディカルニーズを満たす可能性を秘めています。Alloy

Therapeuticsは、このプラットフォームを活用して、自社パイプラインの推進だけでな
く、他社とのパートナーシップを通じて幅広い疾患領域での応用を目指すと考えられま
す。この革新的な技術が、どのように新しいRNA治療薬の設計と開発を加速し、最終的
に患者の治療に貢献していくか、業界全体が注目しています。投資家は、このプラット
フォームが既存のRNA医薬品市場をどのように変革していくかを評価するでしょう。

元記事: https://alloytx.com/anticlastic-cyclic-rna-platform/

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://alloytx.com/anticlastic-cyclic-rna-platform/


#06 ADC開発におけるペイロードリンカー選定の最適戦
略：効力・安全性・安定性のバランスを決定づける要点

概要

本ガイドは、抗体薬物複合体（ADC）プログラムの成功において、適切なペイロード
リンカーの選択が極めて重要であることを強調している。リンカー設計が、ADCの効
力、安全性、安定性、製造可能性のバランスを決定づける主要因となる。記事では、

主要なリンカー技術とペイロード適合性の考慮事項を概説し、最適なリンカー選択は
標的生物学とペイロード化学に依存すると指摘している。これは、次世代ADCの設計
において、より精密なアプローチが求められていることを示唆する。

公開日 2026年07月09日  Chemexpress  中国



詳細

主要成果

Chemexpressが発表したガイドは、抗体薬物複合体（ADC）開発において、ペイロード
と抗体を繋ぐ「リンカー」の選択がその成功を左右する最も重要な要素の一つであるこ
とを強調しています。リンカーの設計が、ADCの治療における効力、患者の安全性、薬
剤の生体内での安定性、および工業的な製造可能性という、四つの主要な特性のバラン
スを決定づける鍵となると解説しています。

技術・臨床詳細

ADCは、特定の腫瘍細胞に特異的に結合する抗体と、強力な細胞傷害性ペイロード（薬
物）を、化学リンカーを介して結合させた薬剤です。このリンカーは単なる結合部位で
はなく、ADCの薬物動態学、薬力学、および毒性プロファイルに深く影響を及ぼしま
す。ガイドでは、主に二つのタイプのリンカー技術を詳細に解説しています。一つは切
断可能（cleavable）リンカーで、がん細胞内の特定の酵素やpH条件に応答してペイロ
ードを放出する設計です。もう一つは非切断可能（non-cleavable）リンカーで、ADC全
体が細胞内で分解されることでペイロードが放出されます。最適なリンカーの選択は、
標的となる抗原の発現パターン、ペイロードの作用機序、および対象疾患の生物学的特
性に大きく依存します。例えば、標的細胞内での迅速なペイロード放出が必要な場合は
切断可能リンカーが有利であり、一方で全身循環での安定性が最優先される場合は非切
断可能リンカーが選ばれることがあります。また、ペイロードの疎水性、薬物-抗体比
（DAR）、および製造における安定性も、リンカー選定の重要な考慮事項となります。

背景・業界文脈

ADCは、従来の化学療法と比較して高い特異性でがん細胞を攻撃できるため、「魔法の
弾丸」として長年研究されてきました。しかし、初期のADC開発では、リンカーの不安
定性によるペイロードの早期放出や、不十分な標的指向性による全身毒性が課題となっ
ていました。近年、リンカー化学とペイロード技術の進歩により、ADCは第2世代、第3

世代へと進化し、複数の薬剤が承認され、がん治療に大きな変革をもたらしています。
今回のガイドは、これらの進歩の背景にある科学的理解を深め、今後のADC開発におい
てリンカー設計がいかに重要であるかを再認識させるものです。



今後の展望

リンカー技術の最適化は、次世代ADCの開発における主要な研究領域であり続けるでし
ょう。より安定で、より制御されたペイロード放出能を持つリンカーの開発は、ADCの
治療ウィンドウを広げ、さらなる治療効果の向上と副作用の軽減に繋がります。
ChemexpressのようなCDMO（契約開発製造機関）が提供するこのような詳細なガイド
は、製薬企業が新規ADCプログラムを効率的に推進し、開発成功率を高める上で不可欠
な情報源となります。今後、個別化医療の進展に伴い、特定の患者集団や腫瘍タイプに
合わせたオーダーメイドのリンカー設計がさらに重要になると予想されます。これによ
り、ADCはより広範ながん種において標準治療としての地位を確立していくでしょう。

元記事: https://www.chemexpress.com/news-and-events/news/how-to-choose-the-optimal-payload-

linker-for-antibody%E2%80%93drug-conjugate-development

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.chemexpress.com/news-and-events/news/how-to-choose-the-optimal-payload-linker-for-antibody%E2%80%93drug-conjugate-development
https://www.chemexpress.com/news-and-events/news/how-to-choose-the-optimal-payload-linker-for-antibody%E2%80%93drug-conjugate-development


#07 AI創薬のXaira、13億ドルの資金調達を経てステルス
解除：データ共有でAIプラットフォーム強化へ

概要

ステルスモードから登場したAI創薬企業のXairaは、13億ドルの資金調達を完了し、そ
のAIプラットフォーム強化のために前臨床データを提供するパートナーを積極的に募
集している。同社はデータを次の競争優位性として重視しており、これはAIを活用し

た創薬分野におけるデータ共有の重要性を示している。記事はまた、Isomorphic Labs

が21億ドルを調達したことにも言及し、AI創薬への多額の投資が続いていることを示
唆している。

公開日 2026年07月11日  BioNucleus Briefing  アメリカ



詳細

主要成果

AI駆動型創薬企業であるXairaは、ステルスモードを解除し、13億ドルという巨額の資金
調達を完了したことを発表しました。同社は、その先進的なAIプラットフォームをさら
に強化するため、大規模な前臨床データセットを提供できるパートナーを積極的に求め
ています。この動きは、AI創薬におけるデータが単なる入力情報ではなく、次なる競争
優位性を生み出す戦略的な資産として位置づけられていることを明確に示しています。

技術・臨床詳細

XairaのAIプラットフォームは、膨大な生物学的データと化学的データを学習し、新しい
分子構造を設計したり、疾患標的と薬剤候補の相互作用を予測したりする能力に優れて
います。しかし、AIモデルの性能を最大化するためには、多様で質の高いデータが不可
欠です。Xairaは、自社のAIモデルをさらにトレーニングし、その予測能力と生成能力を
向上させるために、製薬企業や学術機関が保有する既存の前臨床データセット（例：化
合物ライブラリのスクリーニング結果、毒性データ、薬物動態データなど）の共有を呼
びかけています。このようなデータ共有は、AIモデルがより広範な化学空間を理解し、
より正確な予測を行う上で不可欠であり、AI創薬のブレークスルーを加速させる鍵とな
ります。

背景・業界文脈

近年、AIが創薬プロセスに与える影響は計り知れないものとなっています。Google
DeepMindのスピンオフであるIsomorphic Labsが21億ドルを調達したことにも見られる
ように、AI創薬分野への投資は爆発的に増加しています。しかし、AIモデルの能力は、
その学習に用いられるデータの量と質に大きく依存します。特に、前臨床段階の包括的
なデータは、AIが成功する可能性のある分子を早期に特定し、失敗する可能性のある分
子を排除するために極めて重要です。Xairaのパートナーシップ戦略は、個々の企業が持
つデータのサイロ化を乗り越え、業界全体で共有された知識基盤を構築しようとする試
みであり、これはAI創薬のさらなる発展のために不可欠なステップとなります。



今後の展望

Xairaの資金調達とデータ収集に向けた積極的な姿勢は、AI創薬が次の段階、すなわち
「データ駆動型AI創薬」へと移行していることを示しています。この戦略が成功すれ
ば、Xairaは競合他社に比べて圧倒的なデータ優位性を確立し、より早く、より効果的な
薬剤候補を特定できるようになるでしょう。これは、医薬品開発の期間短縮とコスト削
減に繋がり、新たな治療法の登場を加速させる可能性があります。投資家は、データア
クセスの競争がAI創薬企業の長期的な成功を左右する重要な要素であると認識してお
り、Xairaの今後のパートナーシップの進展に注目が集まるでしょう。この動向は、製薬
業界におけるデータエコシステムの重要性をさらに高めることになります。

元記事: https://www.bionucleusnetwork.com/p/secret-biotech-seeks-partners

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.bionucleusnetwork.com/p/secret-biotech-seeks-partners


#08 塩野義製薬の抗菌薬「Fetroja®」、小児の重篤なグ
ラム陰性菌感染症適応拡大のFDA承認申請を受理

概要

塩野義製薬は、同社の抗菌薬Fetroja®（セフィデロコル）について、感受性グラム陰
性菌による重篤感染症の小児患者への適応拡大を求める補完的新薬承認申請（sNDA）
が米国FDAに受理されたと発表した。この申請は、薬剤耐性病原体と闘う幼い患者に

とって重要な治療ギャップを埋めることを目指す。安全性、忍容性、および薬物動態
に関する広範な研究データが今回の申請を裏付けている。

公開日 2026年07月17日  Shionogi  日本



詳細

主要成果

塩野義製薬株式会社は、同社のシデロフォアセファロスポリン系抗菌薬「Fetroja®」
（一般名：セフィデロコル）について、感受性グラム陰性菌によって引き起こされる重
篤感染症の小児患者への適応拡大を求める補完的新薬承認申請（sNDA）が、米国食品
医薬品局（FDA）によって受理されたことを発表しました。このFDAによる受理は、薬
剤耐性菌に感染した幼い患者にとって、治療選択肢が限られている現状を改善する上で
極めて重要な一歩となります。

技術・臨床詳細

Fetroja®（セフィデロコル）は、細菌が鉄を取り込む際に利用する「シデロフォア」と
いう機構を利用して、細胞内に能動的に取り込まれるというユニークな作用機序を持つ
抗菌薬です。これにより、多剤耐性グラム陰性菌、特にカルバペネム耐性菌のような難
治性の病原体に対しても、高い抗菌活性を発揮します。今回のsNDAは、小児患者にお
けるFetroja®の安全性、忍容性、および薬物動態を評価するために実施された広範な臨
床試験データに基づいています。これらの研究では、年齢に応じた適切な用量設定と、
成人患者で確立されている有効性プロファイルが小児患者でも維持されることが示唆さ
れました。具体的な患者数は開示されていませんが、小児集団における限られた治療選
択肢を考慮すると、この承認申請は医療現場からの強い期待が寄せられています。

背景・業界文脈

グラム陰性菌による重篤感染症、特に多剤耐性菌によるものは、世界的に公衆衛生上の
大きな脅威となっています。成人に加えて、小児患者もこれらの難治性感染症のリスク
にさらされていますが、小児向けの安全かつ効果的な抗菌薬の開発は、倫理的・規制的
課題が多く、遅れがちでした。Fetroja®は既に成人向けに特定の重篤感染症で承認され
ており、そのユニークな作用機序により、既存薬が効かない場合に重要な治療選択肢と
して活用されています。今回の小児適応拡大は、この薬剤の臨床的価値をさらに高め、
特に脆弱な小児集団のアンメットメディカルニーズに応えるものです。



今後の展望

FDAによるsNDAの受理は、Fetroja®の小児適応承認に向けた重要な前進であり、今後、
FDAによる優先審査や迅速審査が行われる可能性があります。承認されれば、小児科医
は、多剤耐性グラム陰性菌による重篤感染症に苦しむ幼い患者に対して、より強力で信
頼性の高い治療選択肢を持つことになります。これは、小児感染症治療における薬剤耐
性問題への対応を強化する上で大きな意味を持ちます。塩野義製薬にとっては、
Fetroja®の市場拡大と、アンチバイオティクス分野における同社のリーダーシップをさ
らに確立する機会となります。この進展は、薬剤耐性対策というグローバルな課題への
貢献としても評価されるでしょう。

元記事: https://www.shionogi.com/global/en/news/2026/07/20260717.html

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.shionogi.com/global/en/news/2026/07/20260717.html


#09 Chai Discovery、シリーズCで4億ドル調達：AI創薬企
業評価額38億ドルに達し、Novartisと新規提携

概要

Chai DiscoveryはシリーズCラウンドで4億ドルを調達し、同社の評価額は38億ドルに
達した。このAI創薬企業は、生成AIを用いて新規抗体やタンパク質を設計しており、
Novartisとの新たな提携を発表した。既存のPfizerとのパートナーシップに加えて

Novartisとの提携が実現したことは、AIを活用した医薬品設計への投資が急速に拡大し
ていることを示す。

公開日 2026年07月16日  AIPressRoom  アメリカ



詳細

主要成果

AI創薬企業であるChai Discoveryは、シリーズCラウンドで4億ドルもの資金を調達し、
同社の評価額は38億ドルに達しました。この大型資金調達と並行して、同社は製薬大手
Novartisとの新たな提携を発表しました。これは、生成AIを活用した医薬品設計の分野
におけるChai Discoveryの技術力と市場価値が、業界内で高く評価されていることを明
確に示しています。

技術・臨床詳細

Chai Discoveryは、高度な生成AIモデルを活用して、これまでにない新規の抗体やタン
パク質を設計することに特化しています。同社のAIプラットフォームは、膨大な生物学
的・化学的データを学習し、特定の疾患標的に対して最適な結合特性と機能を持つ分子
構造を予測・生成する能力を持っています。これにより、従来のハイスループットスク
リーニングや手動設計に比べて、リード化合物の発見から最適化までのプロセスを劇的
に加速させることが可能です。Novartisとの今回の提携は、Chai DiscoveryのAIプラット
フォームを用いて、特定の疾患領域における革新的な抗体・タンパク質ベースの治療薬
を共同で開発することを目指しています。既にPfizerとの提携も進められており、複数
の大手製薬企業がChai Discoveryの技術に大きな期待を寄せていることがうかがえま
す。

背景・業界文脈

AI創薬分野は、近年、技術の進歩と投資の増加により、急速に成長しています。特に生
成AIは、既存のデータから学習し、新しいデータ（この場合は新規分子）を創造する能
力を持つため、創薬の初期段階における化学空間探索の効率を劇的に向上させる可能性
を秘めています。Novartisのような大手製薬企業が、高額な資金を投じてChai Discovery

のような新興AI企業と提携することは、製薬業界がAI技術を自社のパイプラインに積極
的に取り入れ、イノベーションを加速させようとしている強い意志の表れです。このよ
うな提携は、製薬大手のリソースとAI企業の技術力を組み合わせることで、開発リスク
を分散しつつ、より早く画期的な医薬品を市場に投入するための戦略的な動きと言えま
す。



今後の展望

Chai Discoveryの大型資金調達とNovartisとの提携は、AI駆動型医薬品設計の分野におけ
る同社のリーダーシップを確立するものです。今回の成功は、他のAI創薬企業への投資
をさらに刺激し、業界全体の競争とイノベーションを加速させるでしょう。Chai

Discoveryは、これらのパートナーシップを通じて、複数の疾患領域でパイプラインを拡
大し、最終的にはAIによって設計された薬剤を臨床試験、そして市場へと送り出すこと
を目指します。投資家にとって、この動向はAIが創薬の未来を形作る上で不可欠な要素
であることを再確認させるものであり、生成AIを活用した創薬プラットフォームが、今
後のバイオ医薬品市場において重要なプレイヤーとなる可能性を示唆しています。

元記事: https://aipressroom.com/chai-discovery-400m-ai-drug-discovery/

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://aipressroom.com/chai-discovery-400m-ai-drug-discovery/


#10 AI創薬が臨床検証の新時代へ：Insilicoのレントセル
チブが第3相、Isomorphic LabsのIsoDDEも臨床入り間近

概要

本記事は、2026年がAI創薬の「臨床検証の時代」に突入したことを強調している。
Insilico MedicineのAIによって発見・設計されたレントセルチブが7月に特発性肺線維
症（IPF）の第3相臨床試験を開始したことがその象徴だ。また、Isomorphic Labsも次

世代設計エンジンIsoDDEを発表し、年内の臨床入りを目指していると述べている。こ
れらの進展は、バイオ医薬品開発におけるAIの加速的な導入と、その臨床的有効性の
証明に向けた業界全体の動きを示している。

公開日 2026年07月10日  PharmaADC  不明



詳細

主要成果

2026年は、AI駆動型創薬が「臨床検証の時代」に突入したことを明確に示しています。
その象徴的な出来事として、Insilico MedicineのAIによって発見・設計された特発性肺
線維症（IPF）治療薬レントセルチブが、7月に第3相臨床試験を開始しました。さら
に、Google DeepMindのスピンオフ企業であるIsomorphic Labsも、次世代設計エンジ
ンIsoDDEを発表し、年内の臨床試験開始を目指していることが明らかになりました。こ
れらの動きは、AIが創薬の初期段階だけでなく、ヒトでの有効性と安全性という最も厳
しいハードルを越える能力を持つことを証明し始めています。

技術・臨床詳細

Insilico Medicineのレントセルチブは、AIによってターゲット同定から候補分子の設計
まで、創薬プロセスの全段階で関与した初の薬剤の一つです。この薬剤が第3相に進ん
だことは、AIプラットフォームが生成した分子が、従来の創薬手法に匹敵、あるいはそ
れを上回る臨床的成功を収める可能性を示しています。一方、 Isomorphic Labsの
IsoDDE（Isomorphic Design and Discovery Engine）は、AlphaFoldの成功に基づき、さ
らに進化したAIモデルを用いてタンパク質と小分子の複雑な相互作用を高精度で予測・
最適化する能力を持つとされています。このエンジンは、より迅速かつ効率的に、臨床
適用可能な薬剤候補を生成することを目指しており、年内の臨床入りは、AIモデルの進
化が創薬パイプラインをいかに加速させるかを示す重要な指標となります。

背景・業界文脈

長らくAI創薬の議論は、その理論的な可能性や前臨床段階での効率化に限定されていま
した。しかし、2026年に入り、AIが創出した薬剤が実際に後期臨床試験に進むことで、
その実用性が証明されつつあります。これは、製薬業界がAI技術を全面的に受け入れ、
その導入を加速させる大きな転換点です。AIの活用は、化合物の設計、合成、スクリー
ニング、最適化といったプロセスを大幅に効率化し、これまで平均10年以上かかってい
た創薬期間を短縮し、開発コストを削減する可能性を秘めています。また、AIは、人間
の研究者が見逃しがちな複雑なパターンや相互作用を特定することで、全く新しい作用
機序を持つ薬剤の発見にも貢献しています。



今後の展望

レントセルチブが第3相試験を成功させ、市場に投入されれば、AI創薬の商業的成功の
最初の大きな事例となるでしょう。これは、AI創薬企業への投資をさらに加速させ、パ
イプラインの拡大と多様化を促す強力なインセンティブとなります。Isomorphic Labsの
IsoDDEの臨床入りも、AIが創薬のあらゆる段階でより深く統合される未来を予感させま
す。これらの進展は、医薬品開発の全体的な効率を高め、より多くの疾患領域で革新的
な治療法を患者に届ける可能性を秘めています。AI創薬は、もはやSFではなく、医薬品
開発の現実を形作る主要な力となりつつあり、研究者、エンジニア、投資家は、この変
革の最前線に注目すべきです。

元記事: https://pharmaadc.com/ai-drug-discovery-2026-guide/

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pharmaadc.com/ai-drug-discovery-2026-guide/


#11 新規in vivoバイオオーソゴナル結合法、モジュラー抗
体-ADCクリックにより腫瘍の薬剤耐性を逆転

概要

研究者たちは、生体内での全身投与後に機能的な抗体-ADCクリック構造を生成するた
めのin vivoバイオオーソゴナルライゲーション戦略を発表した。このモジュラープラ
ットフォームは、標的薬物送達を強化することで、不均一な腫瘍における薬剤耐性を

逆転させることを目的としている。前臨床モデルでの抗腫瘍活性の改善により、その
有効性が実証された。この技術は、既存のADC治療で課題となっていた薬剤耐性克服
に新たな道を開く可能性を秘めている。

公開日 2026年07月15日  PubMed (Nature Chemical Biology)  アメリカ



詳細

主要成果

研究者たちは、生体内で全身投与後に機能的な抗体薬物複合体（ADC）クリック構造を
形成する新しいin vivoバイオオーソゴナルライゲーション戦略を開発しました。このモ
ジュラープラットフォームは、標的薬物送達を大幅に強化することで、多様な（不均一
な）腫瘍における薬剤耐性を逆転させることを目的としています。前臨床モデルにおけ
る抗腫瘍活性の顕著な改善を通じて、その有効性が実証されました。

技術・臨床詳細

この革新的なアプローチは、プレターゲティング戦略に基づいています。まず、抗体部
分（例：抗体フラグメントまたは標的化リガンド）をがん細胞表面の特定のマーカーに
結合させます。次に、別の薬物部分（ペイロードと反応性基を持つ）を全身投与しま
す。この2つの部分は、生体内で選択的かつ効率的に「クリック」反応（バイオオーソ
ゴナルライゲーション）を起こし、その場で機能的なADCを形成します。このシステム
により、ADCの全身循環における安定性を高めつつ、腫瘍部位でのみペイロードを濃縮
させることが可能になります。既存のADCの課題の一つは、腫瘍内での均一な薬剤分布
の難しさや、がん細胞が薬物排出ポンプや標的抗原の発現低下などにより薬剤耐性を獲
得することでした。このモジュラーin vivoクリック技術は、腫瘍微小環境における薬剤
濃度を最適化し、不均一な腫瘍細胞集団への送達効率を高めることで、これらの耐性メ
カニズムを克服する潜在的な手段を提供します。前臨床モデルでは、特定の薬剤耐性メ
カニズムを持つ腫瘍において、従来のADCよりも優れた抗腫瘍効果が観察され、これは
薬剤耐性克服の大きな可能性を示唆しています。

背景・業界文脈

抗体薬物複合体（ADC）は、標的指向性のあるがん治療薬として近年大きな成功を収め
ていますが、腫瘍の不均一性や薬剤耐性の出現は、その有効性を制限する主要な課題で
す。特に、腫瘍細胞がペイロードに耐性を持ったり、ADCが腫瘍全体に均一に到達しな
かったりする場合、治療効果は低下します。in vivoバイオオーソゴナル化学は、生きた
生物内で他の生体分子と干渉することなく、特定の化学反応を行うことができる技術で
あり、DDS（ドラッグデリバリーシステム）の分野で注目されています。今回の研究
は、このバイオオーソゴナル化学をADCに応用することで、これらの課題を克服し、よ
り精密で強力ながん治療を実現する新しいパラダイムを提示するものです。



今後の展望

このモジュラーin vivo抗体-ADCクリックプラットフォームは、がん治療における薬剤耐
性を克服するための有望な戦略を提供します。今後、この技術の臨床応用が成功すれ
ば、既存のADC治療で効果が見られなかった患者や、耐性を持つ腫瘍を持つ患者に対す
る新たな治療選択肢となる可能性があります。このアプローチは、腫瘍特異性を高め、
全身毒性を低減することで、治療の安全性と有効性を同時に向上させることを目指しま
す。また、様々な抗体とペイロードの組み合わせを迅速にテストできるモジュラー性
も、新薬開発の加速に貢献するでしょう。この革新的なDDS技術は、次世代のがん治療
薬開発の方向性を大きく変える可能性を秘めています。

元記事: https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/42457957/

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/42457957/


#12 NAMPT阻害剤の最適化で液状・固形腫瘍向け高効果
ADCを開発：in vivoモデルで完全寛解を達成

概要

本論文は、NAMPT阻害剤を物理化学的および代謝的に最適化し、次世代ADCペイロー
ドとして開発した詳細を報告している。最適化されたNAMPT阻害剤は、抗CD30、抗
HER2、または抗TROP2抗体と複合体化されることで、様々な腫瘍モデルにおいて持続

的な奏効と完全寛解を示した。この研究は、NAMPT阻害が次世代ADCにとって有望な
作用機序であることを支持している。

公開日 2026年07月13日  ACS Bio & Med Chem Au  アメリカ



詳細

主要成果

「ACS Bio & Med Chem Au」誌に発表された研究は、ニコチンアミドアデニンジヌクレ
オチドホスホリボシルトランスフェラーゼ（NAMPT）阻害剤を物理化学的および代謝
的に最適化することで、液状腫瘍および固形腫瘍の両方に対し、高い効果を持つ抗体薬
物複合体（ADC）ペイロードとして開発できることを示しました。最適化された
NAMPT阻害剤を抗CD30、抗HER2、または抗TROP2抗体と結合させたADCは、多様な前
臨床腫瘍モデルにおいて、持続的な奏効と顕著な完全寛解を達成しました。

技術・臨床詳細

NAMPTは、細胞内のNAD+生合成経路において律速酵素であり、多くのがん細胞で過剰
発現しています。がん細胞はNAMPT依存性が高いため、NAMPT阻害は強力な抗腫瘍効
果をもたらすことが知られています。しかし、全身性のNAMPT阻害は、正常組織、特
にNAD+に依存する組織に毒性をもたらす可能性があります。この研究では、NAMPT阻
害剤の物理化学的特性（例：溶解度、膜透過性）および代謝安定性を精緻に最適化し、
ADCペイロードとしての適合性を高めました。これにより、リンカー結合後のペイロー
ド放出時に活性を維持しつつ、全身毒性を最小限に抑える設計が実現されました。最適
化されたNAMPT阻害剤を搭載したADCは、in vitroでの強力な細胞傷害活性に加え、in

vivo腫瘍異種移植モデル（例：リンパ腫、乳がん、肺がんモデル）において、用量依存
的な腫瘍増殖抑制効果を示し、一部のモデルでは完全な腫瘍退縮（完全寛解）が観察さ
れました。この結果は、NAMPT阻害剤が、毒性と有効性のバランスを考慮したADCペ
イロードとして非常に有望であることを裏付けています。

背景・業界文脈

抗体薬物複合体（ADC）は、標的指向性のあるがん治療薬として近年注目を集めていま
すが、その成功は、選択するペイロードの効力、リンカーの安定性、および標的抗原の
適切な選択に大きく依存します。既存のADCペイロード（例：チューブリン阻害剤、
DNA損傷剤）は強力ですが、耐性メカニズムの出現や特定の腫瘍タイプにおける限界が
課題となっています。NAMPT阻害剤のような新しい作用機序を持つペイロードの開発
は、既存の治療法が奏効しない患者に対して、新たな治療選択肢を提供する可能性を秘
めています。この研究は、次世代ADC開発におけるペイロード多様化の重要性を示し、
アンメットメディカルニーズが高いがん種に対する治療法の進歩に貢献するものです。



今後の展望

NAMPT阻害剤ベースのADCは、その前臨床データが示す強力な抗腫瘍活性と完全寛解
の可能性から、今後の臨床開発において大きな期待が寄せられています。特に、既存の
ADC治療に抵抗性を示す腫瘍や、NAMPT高発現のがん種において、この新しいADCク
ラスが効果的な治療選択肢となるかもしれません。この研究成果は、ADCプラットフォ
ームの設計原理をさらに拡張し、新規ペイロードの発見と最適化を加速させるでしょ
う。今後、これらのADC候補薬が臨床試験に進み、ヒトでの安全性と有効性が確認され
れば、液状・固形腫瘍の治療パラダイムを大きく変革する可能性を秘めています。投資
家は、既存のADC技術を補完し、新たな市場を開拓するこのような革新的なアプローチ
に注目しています。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/abs/10.1021/acsbiomedchemau.6c00047

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/abs/10.1021/acsbiomedchemau.6c00047


#13 FDA、BioMarinの軟骨無形成症治療薬VOXZOGO®
（vosoritide）小児適応の完全承認sNDAを受理：PDUFA
期限は2027年2月28日

概要

米国FDAは、BioMarinが提出した軟骨無形成症小児患者向け治療薬VOXZOGO®

（vosoritide）の完全承認を求める補完的新薬承認申請（sNDA）を受理した。PDUFA

（処方薬ユーザーフィー法）に基づく目標作用日は2027年2月28日に設定されてい
る。このsNDAは、VOXZOGO®が成長と骨格測定値に有意な改善をもたらすことを示

す、広範な長期安全性および有効性データに裏付けられている。

公開日 2026年07月13日  BioMarin  アメリカ



詳細

主要成果

米国食品医薬品局（FDA）は、BioMarin Pharmaceutical Inc.が提出した、軟骨無形成症
の小児患者に対するVOXZOGO®（一般名：vosoritide）の完全承認を求める補完的新薬
承認申請（sNDA）を受理しました。PDUFA（処方薬ユーザーフィー法）に基づく目標
作用日は、2027年2月28日に設定されています。このsNDAの受理は、VOXZOGO®が小
児の成長と骨格測定値に臨床的に意義のある改善をもたらすことを示す、広範な長期安
全性および有効性データによって強力に裏付けられています。

技術・臨床詳細

VOXZOGO®（vosoritide）は、線維芽細胞増殖因子受容体3（FGFR3）の過剰な活性を
阻害するC型ナトリウム利尿ペプチド（CNP）アナログです。FGFR3の活性化は、軟骨
無形成症の主な原因であり、骨の成長を抑制します。VOXZOGO®は、FGFR3シグナル
伝達の下流経路を阻害することで、骨成長板における内軟骨性骨化を促進し、身長の増
加を促します。今回のsNDAは、VOXZOGO®の複数年にわたる臨床試験データに基づい
ており、これには長期安全性、忍容性、および成長速度の改善に関するデータが含まれ
ます。具体的には、治療を受けた小児患者において、年間成長速度（AHV）の継続的な
改善や、体幹と四肢の骨格プロファイルの改善が示されています。PDUFAの目標期日が
設定されたことで、FDAによる審査が本格的に進められ、軟骨無形成症の小児患者にと
って、この治療薬が広く利用可能となる道が開かれます。

背景・業界文脈

軟骨無形成症は、FGFR3遺伝子の常染色体優性突然変異によって引き起こされる最も一
般的な小人症の形態です。この疾患は骨の成長に影響を与え、短い四肢、特徴的な顔
貌、および様々な合併症を伴います。歴史的に、軟骨無形成症の治療法は対症療法に限
られており、身長を伸ばすための外科手術以外に、疾患の根本原因に対処する薬物療法
は存在しませんでした。VOXZOGO®は、このアンメットメディカルニーズを満たす画
期的な治療薬として、既に一部の地域で条件付き承認を得ていました。今回の完全承認
に向けたsNDAは、その臨床的価値と長期的な有効性・安全性がさらに強固なエビデン
スによって裏付けられたことを意味し、希少疾患治療薬開発における大きな進歩を示し
ています。



今後の展望

VOXZOGO®の完全承認は、軟骨無形成症の小児患者とその家族にとって大きな希望と
なります。完全承認により、この治療薬はより多くの国で利用可能となり、早期からの
治療介入が可能になることで、患者の長期的な成長と生活の質の向上に寄与することが
期待されます。BioMarinにとっては、希少疾患領域におけるリーダーシップをさらに強
化し、同社のパイプラインの重要な資産としてのVOXZOGO®の地位を確固たるものに
するでしょう。この進展は、他の希少疾患に対する革新的な治療法開発への投資を促
し、遺伝子治療や精密医療の分野全体の成長に貢献すると見込まれます。投資家は、
PDUFA期限に向けたFDAの最終決定と、それに続く市場展開に注目しています。

元記事: https://www.biomarin.com/news/press-releases/u-s-food-and-drug-administration-accepts-

biomarins-supplemental-new-drug-application-for-full-approval-of-voxzogo-vosoritide-for-children-

with-achondroplasia/

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.biomarin.com/news/press-releases/u-s-food-and-drug-administration-accepts-biomarins-supplemental-new-drug-application-for-full-approval-of-voxzogo-vosoritide-for-children-with-achondroplasia/
https://www.biomarin.com/news/press-releases/u-s-food-and-drug-administration-accepts-biomarins-supplemental-new-drug-application-for-full-approval-of-voxzogo-vosoritide-for-children-with-achondroplasia/
https://www.biomarin.com/news/press-releases/u-s-food-and-drug-administration-accepts-biomarins-supplemental-new-drug-application-for-full-approval-of-voxzogo-vosoritide-for-children-with-achondroplasia/


#14 ADCががん治療の第一線へ：ASCOポッドキャストが
初期治療における抗体薬物複合体の最適化を議論

概要

ASCO Publicationsのポッドキャストでは、抗体薬物複合体（ADC）が進行がんおよび
根治目的の周術期治療の第一線に急速に移行している現状が議論された。専門家ら
は、ADCがもはや最終手段としてではなく、様々な固形がんおよび血液がんのより早

い治療段階で積極的に使用されていることを強調している。これは、ADC技術の成熟
と臨床的有用性の拡大を明確に示唆する。

公開日 2026年07月13日  ASCO Publications  アメリカ



詳細

主要成果

ASCO Publicationsの最新ポッドキャストでは、抗体薬物複合体（ADC）が、これまで後
期治療や救済療法として使用されてきた位置づけから、進行がんおよび根治目的の周術
期治療における第一線へと急速に移行している現状が議論されました。専門家らは、
ADCが多様な固形がんおよび血液がんにおいて、治療アルゴリズムのより早い段階で積
極的に組み込まれるようになっていることを強調しています。

技術・臨床詳細

ポッドキャストでは、このADCの「フロントライン」へのシフトを可能にした要因とし
て、以下の点が挙げられました。まず、新規の強力な細胞傷害性ペイロードの導入と、
ペイロードの安定した抗体結合を可能にする改良されたリンカー技術の進化です。これ
により、ADCの治療指数（治療効果と副作用のバランス）が大幅に向上し、全身毒性を
抑えつつ腫瘍細胞への薬物送達効率が高まりました。次に、より特異性の高い標的抗原
の発見と、それに対応する抗体の開発が進んだことです。これにより、特定のがん細胞
にのみ作用し、正常細胞へのダメージを最小限に抑えることが可能になりました。ま
た、専門家らは、特定のADCにおける有望な奏効率（ORR）や無増悪生存期間（PFS）
延長のデータが、早期治療段階での有効性を強く支持していると指摘しました。しか
し、最適なシーケンシング（治療順序）、併用療法の設計、および薬剤耐性メカニズム
への対処といった課題も引き続き議論されています。

背景・業界文脈

数十年前は「魔法の弾丸」として構想されたADCですが、その臨床応用は初期の開発段
階で多くの困難に直面しました。しかし、過去10年間の技術革新、特にペイロードの毒
性、リンカーの安定性、抗体の特異性に関する最適化により、ADCはがん治療において
最も成功したモダリティの一つへと成長しました。複数のADCが様々な癌種で承認さ
れ、その治療効果は従来の化学療法や一部の分子標的薬を上回るものとなっています。
このポッドキャストは、そのような背景のもと、ADCがもはや「最終手段」ではなく、
疾患早期から積極的な治療介入に用いられるべき有力な治療薬としての地位を確立しつ
つあるという業界の認識の変化を反映しています。



今後の展望

ADCのフロントラインへの移行は、がん治療のパラダイムを大きく変革する可能性を秘
めています。今後、さらなる臨床試験を通じて、特定の癌種や患者集団におけるADCの
最適な使用戦略が確立されるでしょう。また、バイオマーカーによる患者選択の精密
化、デュアルペイロードADCや複数のADCを組み合わせた併用療法の開発、そして新た
な薬剤耐性メカニズムの克服に向けた研究が加速されると予想されます。この進展は、
がん患者にとってより効果的で、より忍容性の高い治療選択肢をもたらし、特に根治を
目指せる早期段階での治療成績を改善する上で重要な役割を果たすでしょう。投資家
は、この成長著しい市場において、臨床的有用性が確立されつつあるADC技術に引き続
き大きな関心を寄せると思われます。

元記事: https://ascopubs.org/do/optimizing-frontline-adcs-sequencing-targets-and-resistance

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://ascopubs.org/do/optimizing-frontline-adcs-sequencing-targets-and-resistance


#15 胆管がん治療に画期的なADC：新規ペイロード・デュ
アルターゲティング戦略で臨床活性が向上

概要

抗体薬物複合体（ADC）が、治療困難な胆管がん（BTC）において顕著な改善をもたら
す有望な治療薬クラスとして浮上している。新規の細胞毒性ペイロード、デュアルタ
ーゲティング戦略、効率的な送達システムを含むADC技術の進歩が、臨床的に有意な

活性を示すパイプライン薬剤の増加を促進している。これにより、BTC患者の治療選択
肢が大幅に拡大し、予後の改善が期待される。

公開日 2026年07月10日  CCA News Online  アメリカ



詳細

主要成果

抗体薬物複合体（ADC）が、治療が極めて困難な胆管がん（BTC）において、その治療
成績を向上させる有望な治療薬クラスとして急速に注目を集めています。ADC技術の継
続的な進歩、特に新規細胞毒性ペイロードの開発、デュアルターゲティング戦略の導
入、およびより効率的な薬物送達システムの実現が、臨床的に有意な活性を示すADC候
補薬のパイプライン増加を牽引しています。

技術・臨床詳細

胆管がんは、その解剖学的位置と生物学的な不均一性から、診断が遅れやすく、有効な
治療法が限られています。ADCは、特定の腫瘍細胞表面抗原に結合する抗体を用いて、
強力な抗がん剤（ペイロード）を直接がん細胞に送達するように設計されています。こ
の標的指向性により、全身毒性を最小限に抑えつつ、治療効果を最大化することが可能
です。記事では、以下のADC技術の進歩がBTC治療における成功の鍵であると指摘して
います。

新規細胞毒性ペイロード: 既存の化学療法薬に耐性を示す可能性のあるBTC細胞に対
しても有効な、より強力で多様なペイロードが開発されています。例えば、DNA損
傷剤や微小管阻害剤以外の作用機序を持つペイロードも含まれます。

デュアルターゲティング戦略: 一つのADCが複数の腫瘍関連抗原を標的とする、また
は複数の異なるADCを併用することで、腫瘍の不均一性に対応し、より広範ながん細
胞を攻撃するアプローチです。これにより、奏効率の向上と薬剤耐性の克服が期待さ
れます。

効率的な送達システム: ADCのリンカー技術やコンジュゲーション技術の改良によ
り、生体内での安定性が向上し、腫瘍部位へのペイロードの放出がより制御され、効
率的になっています。

これらの技術的進歩は、BTCにおけるADCの臨床試験で良好な結果をもたらしており、
腫瘍縮小や無増悪生存期間の延長といった形で、患者の予後改善に貢献しています。



背景・業界文脈

胆管がんは希少がんでありながら、悪性度が高く、多くの場合、進行した段階で発見さ
れるため、治療成績が非常に不良です。外科手術が唯一の根治的治療法ですが、手術可
能な患者は限られており、多くは化学療法や放射線療法に頼らざるを得ません。しか
し、これらの治療法の効果も限定的でした。近年、HER2やFGFR2、IDH1といった特定
の分子標的がBTCで同定され、それらを標的とする治療薬が登場しつつありますが、
ADCはこれらの分子標的治療薬とは異なるメカニズムで作用し、さらに広範な患者集団
に利益をもたらす可能性を秘めています。ADCのBTC治療への導入は、この難治性がん
に対する医療上のアンメットニーズに応える大きな一歩です。

今後の展望

胆管がんにおけるADCの進展は、患者の治療選択肢を大幅に広げ、予後を改善する上で
極めて重要です。現在開発中の多くのADC候補薬が臨床試験で有望なデータを示してお
り、今後数年以内に承認される可能性が高いと見られています。将来的には、ADCは
BTCの標準治療レジメンの一部となり、単剤療法だけでなく、免疫療法や他の分子標的
薬との併用療法も探求されるでしょう。これにより、治療成績がさらに向上し、患者の
生存期間と生活の質の改善に貢献することが期待されます。投資家や製薬企業にとっ
て、BTCにおけるADC市場は、高い成長潜在力を持つ魅力的な分野となっています。

元記事: https://www.ccanewsonline.com/issues/2026/june-july-2026-vol-7-no-2/antibody-drug-

conjugates-in-biliary-tract-cancers

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.ccanewsonline.com/issues/2026/june-july-2026-vol-7-no-2/antibody-drug-conjugates-in-biliary-tract-cancers
https://www.ccanewsonline.com/issues/2026/june-july-2026-vol-7-no-2/antibody-drug-conjugates-in-biliary-tract-cancers


#16 Pfizer、Seagen由来の固形腫瘍向けADC候補薬SGN-
MesoC2の開発を中止：ADC開発の課題を再認識

概要

Pfizerは、Seagenが開発した固形腫瘍向け抗体薬物複合体（ADC）候補薬SGN-MesoC2

の開発プログラムを中止した。これは、Seagen買収後、別のADCが肺がんの第3相試
験で失敗した数週間後の決定となる。この開発中止は、専門企業由来の標的療法であ

っても、ADC開発における継続的な課題を浮き彫りにしている。

公開日 2026年07月15日  BioSpace  アメリカ



詳細

主要成果

Pfizerは、Seagenが開発した固形腫瘍向けの抗体薬物複合体（ADC）候補薬SGN-

MesoC2の開発プログラムを中止することを決定しました。この決定は、別のSeagen由
来のADCが肺がんの第3相臨床試験で失敗したわずか数週間後に行われました。この相
次ぐ開発中止は、たとえADCの専門企業によって開発された標的治療薬であっても、
ADC開発には依然として内在的な課題が多いことを浮き彫りにしています。

技術・臨床詳細

SGN-MesoC2は、メソテリン（mesothelin）を標的とするADCであり、特にメソテリン
を発現する固形腫瘍の治療を目指していました。メソテリンは、悪性中皮腫や膵臓がん
など、いくつかの難治性がん種で高発現していることで知られる抗原です。開発中止の
具体的な理由は詳細に開示されていませんが、一般的にADC開発における失敗は、安全
性上の問題（全身毒性）、期待される有効性の欠如、または薬物動態学的な課題（腫瘍
への適切な送達不足）に起因します。PfizerによるSGN-MesoC2の中止は、前臨床また
は初期臨床段階で有望な結果を示した薬剤であっても、後期臨床試験で最終的な有効性
や安全性プロファイルが確立されないことの難しさを示しています。

背景・業界文脈

Pfizerは近年、癌治療薬分野を強化するため、ADC開発のリーダーであったSeagenを多
額の費用で買収しました。Seagenは、強力なペイロード、安定したリンカー、および効
率的なコンジュゲーション技術により、複数の承認済みADCを市場に送り出してきた実
績があります。そのため、Seagen由来のパイプラインは、Pfizerの癌治療ポートフォリ
オの重要な柱となることが期待されていました。しかし、今回のSGN-MesoC2の中止
や、別のADCの第3相試験失敗は、ADCというモダリティが持つ固有の複雑さとリスク
を再認識させるものです。標的の選択、ペイロードの選定、リンカーの最適化、そして
適切な患者集団の特定など、多くの要素がADCの成功に影響を与えます。



今後の展望

PfizerによるSGN-MesoC2の開発中止は、同社のADCパイプライン全体の見直しにつな
がる可能性がありますが、ADCが癌治療における重要なモダリティであるという基本的
な見方は変わらないでしょう。むしろ、今回の経験は、より厳格な初期段階のスクリー
ニング、より精密なバイオマーカーによる患者選択、そして革新的なリンカー・ペイロ
ード技術の追求を加速させることになります。ADC開発は、高い潜在的な治療効果を持
つ一方で、高い開発リスクも伴う「ハイリスク・ハイリターン」の分野です。業界全体
としては、今回の事例から学び、より洗練されたADC設計と開発戦略へと進んでいくこ
とが予想されます。投資家は、個別のパイプラインの成否だけでなく、企業がリスクを
管理し、イノベーションを継続できるかどうかに注目するでしょう。

元記事: https://www.biospace.com/drug-development/pfizer-scraps-seagen-developed-adc-for-solid-

tumors

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.biospace.com/drug-development/pfizer-scraps-seagen-developed-adc-for-solid-tumors
https://www.biospace.com/drug-development/pfizer-scraps-seagen-developed-adc-for-solid-tumors


#17 NIH傘下のNCATS、遺伝子治療INDのFDA承認を取
得：超希少疾患「多発性サルファターゼ欠損症」を標的

概要

米国立衛生研究所（NIH）傘下の国立トランスレーショナルサイエンス推進センター

（NCATS）は、超希少疾患である多発性サルファターゼ欠損症を標的とした遺伝子治
療の治験薬申請（IND）がFDAから承認されたことを発表した。これは、NCATSが希少

疾患および新技術を含む創薬・開発を加速させる取り組みの一環である。今回のIND

承認は、これまで治療法が限られていた患者に新たな希望をもたらす重要なマイルス
トーンとなる。

公開日 2026年07月09日  National Center for Advancing Translational Sciences - NIH  アメリ
カ



詳細

主要成果

米国国立衛生研究所（NIH）傘下の国立トランスレーショナルサイエンス推進センター
（NCATS）は、超希少疾患である多発性サルファターゼ欠損症（MSD）を標的とした遺
伝子治療の治験薬申請（IND）が、米国食品医薬品局（FDA）から承認されたことを発
表しました。このINDクリアランスは、希少疾患に対する治療法開発を加速させるとい
うNCATSの使命における画期的な成果です。

技術・臨床詳細

多発性サルファターゼ欠損症（MSD）は、複数のサルファターゼ酵素の機能が損なわれ
ることで、神経系、骨格系、皮膚など全身に重篤な症状を引き起こす進行性で致死的な
ライソゾーム病です。この疾患は遺伝性であり、現在、根本的な治療法は存在しませ
ん。NCATSが開発した遺伝子治療は、アデノ随伴ウイルス（AAV）ベクターを用いて、
機能不全に陥ったサルファターゼ遺伝子を患者の細胞に導入し、正常な酵素活性を回復
させることを目指しています。IND承認は、この遺伝子治療候補が、臨床試験を実施す
るための厳格な安全性および品質基準を満たしていることをFDAが認めたことを意味し
ます。これにより、研究チームはMSD患者を対象とした初のヒト臨床試験を開始し、治
療の安全性、忍容性、および予備的な有効性を評価することが可能になります。特に超
希少疾患の場合、臨床試験のデザインや患者募集には特別な配慮が必要です。

背景・業界文脈

希少疾患、特に超希少疾患は、患者数が極めて少ないため、製薬企業が開発に投資する
インセンティブが限られ、いわゆる「アンメットメディカルニーズ」が高い分野です。
NCATSは、このような希少疾患の創薬・開発を促進することを主要なミッションの一つ
として掲げており、アカデミア、政府、産業界の橋渡し役を担っています。遺伝子治療
は、一回の治療で疾患の根本原因に対処できる可能性を持つため、希少遺伝性疾患に対
して特に有望視されています。今回のIND承認は、NCATSが基礎研究から臨床応用への
トランスレーショナルサイエンスをいかに効果的に推進しているかを示す具体的な成功
事例であり、政府機関が革新的な治療法開発において果たす重要な役割を強調するもの
です。



今後の展望

この遺伝子治療のIND承認は、多発性サルファターゼ欠損症患者とその家族にとって大
きな希望となります。初のヒト臨床試験の開始は、これまで治療選択肢が皆無に近かっ
たこの疾患に対して、根本的な治療法が開発される可能性を拓くものです。NCATSは、
この治療法の臨床開発を支援し、可能な限り早く患者に届けられるよう取り組むでしょ
う。この成功は、他の希少遺伝子疾患に対する遺伝子治療開発にも弾みをつけるととも
に、公的機関が主導する創薬プログラムの価値を再認識させるものです。投資家やバイ
オテクノロジー企業は、このような政府機関との協力を通じて、高リスク・高リターン
の希少疾患分野における革新的な治療法開発の可能性を探ることになるでしょう。

元記事: https://ncats.nih.gov/news-events/news

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://ncats.nih.gov/news-events/news


#18 RNAiが代謝疾患治療の新たな地平を開く：肝臓特異
的DDSと自己送達siRNAが臨床開発を加速

概要

本記事は、RNA干渉（RNAi）が代謝疾患の治療戦略として、ほぼ全ての遺伝子を標的
とできる利点を強調している。送達の課題にもかかわらず、代謝疾患において肝臓を
標的とするsiRNA用の脂質ベースキャリアが臨床試験で評価されており、高コレステロ

ール血症向けに自己送達siRNAも有望視されている。このレビューは、RNAi技術が代
謝性疾患の創薬において重要な役割を果たす可能性と、DDS技術の進化による臨床応
用の加速を示している。

公開日 2026年07月11日  ResearchGate (Trends in Pharmacological Sciences)  不明



詳細

主要成果

本記事は、RNA干渉（RNAi）が代謝疾患に対する強力な治療戦略として浮上しているこ
とを強調しています。RNAiは理論上、ほぼ全ての遺伝子を標的とできるという大きな利
点を持っています。過去には送達の課題がありましたが、現在では代謝疾患、特に高コ
レステロール血症などの治療において、肝臓を特異的に標的とするsiRNA用の脂質ベー
スキャリアが臨床試験で盛んに評価されており、さらに自己送達型siRNAも promising

な進展を見せています。

技術・臨床詳細

RNAiは、特定のメッセンジャーRNA（mRNA）分子を分解することで、対応するタンパ
ク質の産生を抑制する細胞内の自然なプロセスを利用します。これにより、代謝疾患の
原因となる遺伝子や、疾患進行に関わるタンパク質の発現を効果的にオフにすることが
可能です。長年の課題であったのは、naked RNA分子が体内で急速に分解されること、
および特定の細胞や組織に効率的に送達されることでした。しかし、ドラッグデリバリ
ーシステム（DDS）の進化がこれらの課題を克服しました。

脂質ベースキャリア: 特に、肝臓を標的とする脂質ナノ粒子（LNP）やGalNAc（N-ア
セチルガラクトサミン）コンジュゲートは、肝細胞表面のアシアロ糖タンパク質受容
体（ASGPR）を介してsiRNAを効率的に取り込ませることに成功しました。これによ
り、遺伝性高コレステロール血症などの代謝性疾患に対する複数のsiRNA治療薬が臨
床開発段階に入り、中には既に承認されているものもあります。例えば、PCSK9の
mRNAを標的とするsiRNAは、LDLコレステロール値を大幅に低下させることが臨床
試験で示されています。

自己送達型siRNA: これらは、siRNA分子自体に化学修飾を施すことで、キャリアな
しで細胞に効率的に取り込まれるように設計されています。これにより、製造プロセ
スが簡素化され、潜在的な免疫原性リスクが低減される可能性があります。まだ初期
段階ですが、これも代謝疾患治療における有望なDDSとして期待されています。

これらの技術は、特定の遺伝子をノックダウンすることで、疾患の根本原因に対処する
新たな治療パラダイムを提供します。



背景・業界文脈

代謝疾患、例えば2型糖尿病、非アルコール性脂肪性肝疾患（NAFLD/NASH）、アテロ
ーム性動脈硬化症などは、世界的に増加傾向にあり、大きな医療上のアンメットニーズ
を抱えています。既存の治療法は多くの場合、症状の管理に重点を置いていますが、
RNAi治療は疾患の分子レベルの根本原因に介入する可能性を提供します。DDS技術の進
化は、RNAi治療薬の臨床応用を可能にする上で極めて重要であり、特に肝臓のような特
定の臓器を効率的に標的とできるようになったことは、代謝疾患治療薬開発に革命をも
たらしています。製薬業界は、RNAiプラットフォームが提供する新しい治療標的とモダ
リティに、大きな投資を行っています。

今後の展望

RNAiベースの治療戦略は、代謝疾患の分野で今後ますます重要な役割を果たすでしょ
う。現在進行中の臨床試験や、自己送達型siRNAのような新しいDDS技術のさらなる発
展により、より多くの代謝疾患がRNAi治療の標的となる可能性があります。将来的に
は、これらの治療薬が標準治療の一部となり、患者の生活の質と予後を大幅に改善する
ことが期待されます。また、他の疾患領域、特に神経変性疾患やがんにおいても、DDS

技術の進歩はRNAi治療薬の適用範囲を拡大するでしょう。投資家は、DDSの革新と臨床
開発の進展が、RNAi治療薬市場の成長を牽引する主要因として注目しています。

元記事: https://www.researchgate.net/publication/51060701_RNAi-

based_therapeutic_strategies_for_metabolic_disease

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.researchgate.net/publication/51060701_RNAi-based_therapeutic_strategies_for_metabolic_disease
https://www.researchgate.net/publication/51060701_RNAi-based_therapeutic_strategies_for_metabolic_disease


#19 スペイン研究者、AIシステムCoCoGraphを開発：数
百万の新規分子を生成し創薬・材料科学を加速

概要

スペインの研究者たちは、基本的な化学法則に準拠した数百万もの新規分子を生成で
きるAIシステム「CoCoGraph」を開発した。Nature Machine Intelligenceに発表された
この画期的な成果は、広大な未踏の化学領域を探索することで、創薬および材料科学

を劇的に加速させる可能性を秘めている。従来の試行錯誤による方法を超え、AIが効
率的かつ高速な分子設計を実現する。

公開日 2026年07月10日  The Daily Guardian  スペイン



詳細

主要成果

スペインの研究者チームが、「CoCoGraph」と呼ばれる画期的なAIシステムを開発しま
した。このシステムは、基本的な化学法則に完全に準拠しながら、数百万もの新規分子
を生成する能力を持っています。「Nature Machine Intelligence」に発表されたこのブ
レークスルーは、これまで未踏であった広大な化学空間を探索することを可能にし、創
薬および材料科学の分野を劇的に加速させる潜在力を秘めています。

技術・臨床詳細

CoCoGraphは、グラフニューラルネットワーク（GNN）に基づいた生成AIモデルであ
り、原子間の結合パターンと化学的安定性の原理を深く学習しています。これにより、
モデルは単に既存の分子を模倣するだけでなく、現実世界で合成可能な新規分子構造を
自律的に設計できます。従来の計算化学やハイスループットスクリーニングは、既知の
化学空間内の探索に限定されるか、膨大な試行錯誤を必要としました。CoCoGraphは、
このプロセスを根本から変革し、数百万もの「in silico」（コンピュータ内）で生成さ
れた分子をわずかな時間で創出し、それらをフィルタリングして目的の特性（例えば、
特定の標的への高い親和性、低い毒性、良好な薬物動態特性など）を持つ候補を特定し
ます。このシステムは、探索的生成と目標指向型生成の両方が可能であり、特定の要件
を満たす分子を効率的に見つけることができます。これにより、創薬の初期段階である
リード化合物探索において、探索空間を劇的に拡大し、候補分子の多様性と質の向上に
貢献します。

背景・業界文脈

創薬および材料科学の分野では、新しい分子構造を発見し、合成することが常に最大の
課題の一つでした。従来の化学合成は時間とコストがかかり、発見のプロセスは多くの
場合、直感と試行錯誤に依存していました。近年、AI技術、特に生成モデルの進化は、
この状況を大きく変えつつあります。AIは、人間の化学者では想像しにくいような新し
い化学構造を提案し、その物性を予測することで、創薬プロセスを劇的に加速させると
期待されています。CoCoGraphのようなシステムは、このAI創薬革命の最前線に位置
し、これまでアクセスできなかった化学空間への扉を開くことで、医薬品開発のボトル
ネックを解消する可能性を秘めています。



今後の展望

CoCoGraphのようなAIシステムは、創薬パイプラインの初期段階に革命をもたらす可能
性を秘めています。この技術がさらに成熟すれば、数日または数週間で、有望な薬剤候
補を大量に生成し、開発期間を大幅に短縮できるようになるでしょう。これは、最終的
に患者に新しい治療法をより早く届けることにつながります。また、材料科学の分野に
おいても、特定の機能を持つ新規材料（例：高性能ポリマー、触媒など）の発見を加速
させ、産業界全体に広範な影響を与えることが期待されます。投資家は、AIが創薬プロ
セスを根本的に変革する能力に大きな関心を持っており、CoCoGraphのような革新的な
プラットフォームは、今後のバイオテクノロジーおよび化学産業において重要な成長ド
ライバーとなるでしょう。この技術は、AIと科学的発見の融合がもたらす無限の可能性
を示しています。

元記事: https://www.futura-sciences.com/en/scientists-unveil-ai-that-creates-never-before-seen-

molecules-to-speed-up-drug-discovery_35384/

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.futura-sciences.com/en/scientists-unveil-ai-that-creates-never-before-seen-molecules-to-speed-up-drug-discovery_35384/
https://www.futura-sciences.com/en/scientists-unveil-ai-that-creates-never-before-seen-molecules-to-speed-up-drug-discovery_35384/


#20 Lonza、ADCの臨床・商業製造サービスを提供：ペイ
ロード・コンジュゲーション・無菌充填まで統合対応

概要

Lonzaは、抗体薬物複合体（ADC）の開発から製造までを統合的にサポートするサービ
スを提供している。これには、抗体、ペイロード、バイオコンジュゲーション、無菌
充填および最終製品化が含まれる。同社はスイスのフィスプにGMP生産施設を運営し

ており、グラムスケールのペイロード生産からマルチキログラムスケールの容量まで
対応可能である。このサービスは、ADC開発プログラムのタイムラインを短縮し、複
雑さを軽減することを目的としている。

公開日 日付不明  Lonza  スイス



詳細

主要成果

Lonzaは、抗体薬物複合体（ADC）の臨床開発から商業生産までを網羅する、統合され
た開発および製造サービスを提供しています。この包括的なサービスポートフォリオ
は、抗体の生産、細胞傷害性ペイロードの合成、バイオコンジュゲーション（抗体とペ
イロードの結合）、そして最終的な無菌充填・仕上げまでをカバーしており、ADC開発
プログラムの複雑性を低減し、市場投入までの期間を短縮することを目的としていま
す。

技術・臨床詳細

ADCは、抗体の特異的な標的認識能力と、強力な細胞傷害性ペイロードの殺細胞能力を
組み合わせた、複雑な生物製剤です。その開発と製造には、多岐にわたる専門知識と高
度な施設が必要です。Lonzaのサービスは、以下の主要な要素を統合しています。

抗体製造: 顧客の抗体候補について、細胞株開発から大規模GMP製造までをサポート
します。

ペイロード生産: グラムスケールからマルチキログラムスケールまでの強力な細胞傷
害性ペイロードの合成を、スイスのフィスプにある専門GMP生産施設で行います。
これらのペイロードは、厳格な品質管理の下で製造されます。

バイオコンジュゲーション: 開発されたペイロードを抗体に安定して、かつ効率的に
結合させる技術を提供します。リンカーの種類や結合部位の選択など、ADCの治療指
数を最大化するための最適化を行います。

最終製剤化および無菌充填: コンジュゲーションされたADC製剤の安定性を確保し、
無菌環境下での最終的な充填および仕上げプロセスを提供します。

Lonzaのフィスプサイトは、これらの活動を安全かつ効率的に実施するための最先端の
設備と技術を備えており、高度な封じ込め戦略（containment strategy）を用いて、毒
性の高いペイロードやコンジュゲートの取り扱いを可能にしています。



背景・業界文脈

抗体薬物複合体（ADC）市場は、複数のがん種においてその有効性が確立され、近年、
最もダイナミックに成長している医薬品分野の一つです。しかし、ADCの開発・製造
は、従来のバイオ医薬品や小分子医薬品と比較して、その複雑性から非常に高いハード
ルがあります。特に、抗体、リンカー、ペイロードという3つの異なる要素の専門知識
が求められ、それぞれの製造プロセスを統合する必要があるため、多くの製薬企業にと
って内製化は困難です。Lonzaのような大手CDMOが提供する包括的な「エンドツーエ
ンド」サービスは、製薬企業が自社のリソースを研究開発に集中させつつ、高品質な
ADCを効率的に開発・製造することを可能にします。これにより、開発リスクが低減さ
れ、市場投入までの時間が短縮されます。

今後の展望

Lonzaの統合ADC製造サービスは、今後も拡大するADC市場において重要な役割を果た
すでしょう。ADCは、標的の多様化、ペイロードの進化、デュアルペイロード技術の導
入などにより、さらにその適用範囲を広げると予測されています。Lonzaのような
CDMOは、これらの技術革新に対応し、顧客が最先端のADCを開発・製造できるようサ
ポートすることで、医薬品開発のフロンティアを拡大します。このサービスは、最終的
に、より多くの患者に革新的な、命を救うがん治療薬を迅速に届けることに貢献しま
す。投資家は、ADC市場の成長と、それを支える主要CDMOの能力に注目しています。

元記事: https://www.lonza.com/advanced-synthesis/bioconjugates/adc-clinical-and-commercial-

manufacturing

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.lonza.com/advanced-synthesis/bioconjugates/adc-clinical-and-commercial-manufacturing
https://www.lonza.com/advanced-synthesis/bioconjugates/adc-clinical-and-commercial-manufacturing


#21 AI大手企業が製薬分野へ参入加速も、臨床開発期間が
資本市場の課題に

概要

Anthropic（Claude Science）、OpenAI（GeneBench-Pro）、GoogleのIsomorphic Labs

など主要なAI企業が、ライフサイエンス分野への参入を加速させている。AIは創薬の
初期段階を効率化する一方で、臨床試験や規制当局の承認には依然として長い期間を

要することが、資本市場にとっての課題となっている。記事は、独自のデータセット
と臨床インフラを持つ大手製薬企業が、最終的な勝者となる可能性を示唆している。

公開日 2026年07月14日  36氪 (36Kr)  中国



詳細

主要成果

Anthropic（Claude Science）、OpenAI（GeneBench-Pro）、GoogleのIsomorphic Labs

といった主要なAI企業が、ライフサイエンス分野への参入を加速させています。AIは創
薬の初期段階を大幅に効率化する一方で、臨床試験や規制当局の承認プロセスには依然
として長大な期間と多額の費用がかかるため、これが資本市場における主要な課題とな
っています。本記事は、最終的には独自のデータセットと確立された臨床インフラを持
つ大手製薬企業が、AI創薬競争における最大の勝者となる可能性を指摘しています。

技術・臨床詳細

AIは、分子設計、タンパク質構造予測、バーチャルスクリーニング、および化合物の最
適化といった創薬の初期段階を劇的に加速させる能力をすでに示しています。例えば、
AnthropicのClaude ScienceやOpenAIのGeneBench-Proは、それぞれ大規模言語モデルと
生物学的データセットを統合し、新しい分子の生成や標的-薬剤相互作用の予測に活用
されています。Isomorphic Labsは、AlphaFold 3の技術を基盤とし、AI主導で設計され
た薬剤を既に臨床試験に投入しています。これらの技術は、数日から数週間で薬剤候補
を生み出す能力を持っています。しかし、薬剤候補が臨床試験に進んでから市場に到達
するまでには、平均して10年以上の期間と、莫大な資金が必要です。これは、初期段階
の投資回収を期待する資本市場の迅速なサイクルとは根本的に矛盾します。フェーズ1

からフェーズ3までの臨床試験、そしてFDAなどの規制当局による承認プロセスは、AI

が介入できない、またはその影響が限定的な生物学的およびロジスティクス的なハード
ルとなります。



背景・業界文脈

製薬業界は、開発コストの増大、成功率の低下、および新薬創出の停滞という長年の課
題に直面しています。AIはこれらの課題に対する有望な解決策として期待され、過去数
年間でAI創薬スタートアップへの投資が急増しました。しかし、多くのAI企業は創薬の
「発見」フェーズに特化しており、開発から市場投入までの「開発」フェーズにはほと
んど関与していません。この「開発の谷」は、資本市場の期待と医薬品開発の現実との
間にギャップを生み出しています。大手製薬企業は、AI技術を自社の既存の強み（大規
模な臨床試験インフラ、規制当局との関係、広範な患者データ）と統合することで、こ
のギャップを埋めることができます。これにより、AIが提供する効率性と、製薬企業が
持つ臨床開発・商業化の専門知識が組み合わさり、より迅速かつ確実に新薬を市場に届
けられるようになります。

今後の展望

AIと製薬業界の融合は、今後も加速するでしょう。しかし、資本市場の短期的な期待に
応えつつ、医薬品開発の長期的な性質と折り合いをつけることが、AI創薬企業にとって
重要な課題となります。大手製薬企業とAIスタートアップの戦略的提携や買収が増加す
ると予想されます。また、AI技術は、臨床試験の設計最適化や患者層別化など、開発プ
ロセスの後半段階でもその役割を拡大していくでしょう。最終的には、単なるAI技術の
提供者ではなく、独自の臨床データと開発能力を持つ企業が、AIの真の価値を最大限に
引き出し、この変革期をリードしていくことになると予測されます。投資家は、単に最
先端のAI技術を持つ企業だけでなく、その技術を臨床的・商業的成功に結びつける戦略
を持つ企業に注目するようになるでしょう。

元記事: https://eu.36kr.com/en/p/3894982504266624

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://eu.36kr.com/en/p/3894982504266624


#22 AIが創薬プロセスを「数年から数日」に短縮：分子設
計から生成化学まで変革

概要

この動画では、AIがいかに分子設計、タンパク質構造予測、生成化学を加速させるこ
とで創薬を変革しているかが解説されている。AIは分子を数日で設計できる一方で、
臨床試験フェーズには依然として10年程度の期間が必要であることが強調されてい

る。結合強度、溶解性、安定性、安全性のバランスを取る多目的最適化の必要性が指
摘されており、AIの高速化と臨床の長期化とのギャップが課題として示唆される。

公開日 2026年07月16日  Uplatz (YouTube)  不明



詳細

主要成果

UplatzのYouTube動画は、人工知能（AI）がいかに創薬プロセスを劇的に加速させ、
「数年単位」から「数日単位」へと短縮しているかを解説しています。特に、分子設
計、タンパク質構造予測、そして生成化学といった領域においてAIが革新をもたらして
いる点が強調されています。しかし、AIが分子を迅速に設計できる一方で、臨床試験フ
ェーズには依然として約10年という長い期間が必要であることが指摘されており、この
時間的ギャップが現在の課題として提示されています。

技術・臨床詳細

AIは、創薬の初期段階において複数の技術革新を実現しています。まず、分子設計で
は、AIは既存のデータベースから学習し、特定の疾患標的と相互作用する可能性のある
新しい化合物の構造を高速で生成します。これは、従来の試行錯誤プロセスを大きく凌
駕します。次に、タンパク質構造予測では、AlphaFoldのようなAIモデルが、アミノ酸
配列からタンパク質の三次元構造を高い精度で予測できるようになり、薬剤がどのよう
に標的と結合するかを理解する上で不可欠な情報を提供します。生成化学は、AIが独自
の化学法則に基づいて、全く新しい分子を設計する能力を指し、化学空間の未踏領域を
探索することを可能にします。これにより、AIは理論的にはわずか数日で数百万もの薬
剤候補を設計することができます。

しかし、これらのAIによる高速な設計能力と対照的に、薬剤がヒトの体内でどのように
作用するか（有効性）、どのような副作用があるか（安全性）を評価する臨床試験は、
平均して10年近くかかるのが現状です。このプロセスは、厳格な規制要件と生物学的複
雑性によって支配されており、AIが直接的に短縮できる部分は限られています。動画で
は、結合強度、溶解性、安定性、および安全性の間の最適なバランスを見つけるための
「多目的最適化」の重要性が強調されています。AIは、これらのパラメータを考慮した
分子設計を支援できますが、最終的な検証は実際の生物学的システム、つまり臨床試験
を通じて行われる必要があります。



背景・業界文脈

従来の創薬プロセスは、非常にコストがかかり、期間が長く、成功率が低いことで知ら
れています。新しい薬剤を開発するには、平均して数十億ドルと10年から15年の期間が
必要とされてきました。AIの導入は、この非効率性を根本的に変革する可能性を秘めて
います。特に、初期の創薬段階におけるボトルネック（リード化合物の発見、最適化）
を解消することで、開発パイプラインに多くの有望な候補をより迅速に供給できるよう
になりました。しかし、AIがどれだけ初期段階を加速させても、臨床試験のフェーズ
は、倫理的、生物学的、規制的な理由から、依然として時間を要します。このギャップ
は、AI創薬企業が直面する大きな課題であり、資本市場の短期的な投資回収期待と、医
薬品開発の長期的な性質との間の緊張を生み出しています。

今後の展望

AIが創薬プロセスにおける初期段階の高速化を実現したことで、今後は臨床試験の効率
化にもAIが応用されることが期待されます。例えば、AIを用いた臨床試験デザインの最
適化、患者選択の層別化、およびバイオマーカーの特定などが考えられます。これによ
り、臨床試験の成功率を高め、期間を短縮する可能性があります。最終的には、AIが創
薬のライフサイクル全体にわたって統合され、新しい治療法を患者に届けるまでの時間
を大幅に短縮することが目標です。投資家は、AIが創薬業界に与える潜在的なインパク
トを高く評価しており、特に初期段階の高速化に加えて、臨床開発の課題を克服するAI

ソリューションに注目が集まるでしょう。

元記事: https://www.youtube.com/watch?v=DO-JwODpkeY

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.youtube.com/watch?v=DO-JwODpkeY


#23 創薬におけるヒト関連モデルの重要性：AIとオルガノ
イド活用で薬物開発を加速

概要

本記事は、創薬における新規アプローチ手法（NAMs）の進歩とそのラボを超えた潜
在能力について議論している。AIやオルガノイドといった技術が薬物開発にもたらす
影響を最大限に引き出すためには、新しいトレーニングアプローチと、学術界、産業

界、規制当局間の強力な連携が必要であることを強調している。ヒト関連モデルの導
入は、薬効予測の精度向上と動物実験の代替につながり、創薬の効率化と成功率向上
に貢献する。

公開日 2026年07月13日  Technology Networks  イギリス



詳細

主要成果

本記事は、創薬における新規アプローチ手法（NAMs）の進歩が、従来のラボ環境を超
えて薬物開発に大きな影響を与える可能性を秘めていることを強調しています。特に、
人工知能（AI）とオルガノイドといった技術がもたらす変革的な影響を最大限に引き出
すためには、新しいトレーニングアプローチと、学術界、産業界、規制当局間の強力か
つ継続的な協力が不可欠であると指摘しています。

技術・臨床詳細

新規アプローチ手法（NAMs）には、オルガノイド（ミニ臓器）、ヒューマンオンチッ
プシステム、in silicoモデル（AI/機械学習）、そして高度な細胞培養モデルなどが含ま
れます。これまでの創薬では、動物モデルが有効性や安全性の評価に広く用いられてき
ましたが、動物とヒトの間の種差が、臨床試験での予測不能な失敗の一因となっていま
した。ヒト関連モデルであるオルガノイドは、患者由来の幹細胞から作製され、特定の
臓器の複雑な三次元構造と機能的特徴をin vitroで再現できます。これにより、薬剤の有
効性、毒性、薬物動態を、よりヒトに近い生理学的条件下で評価することが可能になり
ます。AIは、これらのヒト関連モデルから得られる膨大なデータを解析し、薬剤の作用
機序やバイオマーカーを特定し、治療応答を予測することで、創薬プロセスを効率化し
ます。例えば、AIはオルガノイドの画像データを分析し、薬剤応答の微細な変化を検出
し、それに基づいて候補薬を絞り込むことができます。これにより、動物実験の必要性
を減らし、臨床試験の成功率を高めることが期待されます。

背景・業界文脈

医薬品開発は、高い失敗率と膨大なコスト、長期間の開発期間という課題に常に直面し
ています。特に、前臨床段階での動物試験の結果がヒト臨床で再現されない「トランス
レーショナルギャップ」は、新薬開発の大きなボトルネックとなっていました。このよ
うな背景から、米国FDAを含む規制当局は、動物実験の代替となるNAMsの採用を積極
的に推奨しており、その科学的妥当性の評価と導入に関するガイドラインの策定を進め
ています。AIとオルガノイドの組み合わせは、このトランスレーショナルギャップを埋
める最も有望な技術の一つとして浮上しており、より精度の高い予測モデルを提供する
ことで、創薬プロセス全体を革新する可能性を秘めています。



今後の展望

ヒト関連モデルとAIの統合は、創薬の未来を形作る重要な要素となるでしょう。この技
術を最大限に活用するためには、以下の取り組みが不可欠です。

新しいトレーニングアプローチ: 研究者や規制当局がこれらの新しいモデルとデータ
を適切に解釈・活用するための専門知識を習得する必要があります。

強力な協力関係: 学術界、産業界（製薬企業）、および規制当局（FDA、EMAなど）
が密接に連携し、NAMsの開発、検証、および規制上の受容性を確立する必要があり
ます。

標準化と検証: オルガノイドモデルなどの標準化されたプロトコルと、その堅牢な検
証が、広範な採用のために不可欠です。

これにより、より安全で効果的な薬剤をより迅速に開発し、患者に届けることが可能に
なります。投資家は、これらの技術がもたらす効率性向上と開発リスク低減の可能性に
注目しており、創薬分野におけるNAMsとAIへの投資は今後も加速すると予測されま
す。

元記事: https://www.technologynetworks.com/drug-discovery/articles/why-drug-discovery-needs-

human-relevant-models-414470

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.technologynetworks.com/drug-discovery/articles/why-drug-discovery-needs-human-relevant-models-414470
https://www.technologynetworks.com/drug-discovery/articles/why-drug-discovery-needs-human-relevant-models-414470


#24 Clarivate「2026年の注目すべき医薬品」リストを発
表：AI創薬とDDS技術が有望株

概要

Clarivateは、2026年半ばにおける「注目すべき医薬品（Drugs to Watch）」リストを
発表し、AI創薬と革新的な薬物送達システム（DDS）技術が今後の市場を牽引する主
要なトレンドであることを強調しました。このリストには、後期臨床試験段階にあ

る、AIによって設計された新規がん治療薬や、RNAi治療薬の効率的な送達を実現する
脂質ナノ粒子（LNP）ベースのDDSを搭載した遺伝子治療薬などが含まれています。
Clarivateは、これらの技術が2026年以降の製薬業界に大きな影響を与え、年間売上高

で10億ドルを超えるブロックバスターとなる可能性を秘めていると予測しています。

公開日 2026年07月16日  Clarivate  イギリス



詳細

主要成果

Clarivateは、2026年半ばにおける「注目すべき医薬品（Drugs to Watch）」の最新リス
トを発表しました。このレポートは、AI創薬と革新的な薬物送達システム（DDS）技術
が、今後の製薬市場を牽引する主要なトレンドであることを明確に示しています。リス
トに選ばれた医薬品は、複数の疾患領域においてアンメットメディカルニーズに応える
可能性を秘めており、将来的に年間売上高で10億ドルを超えるブロックバスターとなる
潜在力を持つと評価されています。

技術・臨床詳細

「2026年の注目すべき医薬品」リストには、主に後期臨床試験段階にある以下の種類の
薬剤が含まれています: 1) **AI設計薬**: 特に、がん、神経変性疾患、希少疾患を対象と
した、AIによって新規に設計された低分子薬やバイオ医薬品候補が複数選出されていま
す。これらの薬剤は、従来の創薬プロセスでは困難であった標的に対する高い選択性と
有効性を示すことが期待されています。 2) **革新的なDDS搭載薬**: RNAi治療薬や遺伝
子治療薬の効率的な送達を実現する脂質ナノ粒子（LNP）や標的指向性キャリアを搭載
したDDS技術が注目されています。例えば、特定の肝疾患を対象としたLNP-siRNA製剤
は、Phase 3試験で疾患関連タンパク質発現を平均で70%以上抑制し、良好な安全性プ
ロファイルを示しています。 3) **標的タンパク質分解誘導薬（TPD）**: がん治療にお
ける新たなモダリティとして、従来の阻害剤では困難だった「創薬困難な」標的タンパ
ク質を分解する薬剤が選ばれています。これらの薬剤は、持続的な薬効と薬剤耐性克服
の可能性を秘めています。Clarivateは、これらの薬剤が臨床試験で示す良好なデータ
と、市場における強力なポジションを総合的に評価しています。

背景・業界文脈

製薬業界は、技術革新の加速と、患者中心の医療へのシフトにより、大きな変革期を迎
えています。AIは、創薬プロセス全体を効率化し、これまで見過ごされてきた治療機会
を特定する可能性を秘めています。一方、DDS技術は、薬剤の安定性、標的特異性、細
胞内送達効率を向上させることで、既存薬の治療効果を最大化し、新規モダリティ（例:

遺伝子治療、RNA治療）の実用化を可能にしています。Clarivateの「Drugs to Watch」
レポートは、製薬企業の戦略立案者、投資家、そして医療従事者にとって、未来の市場
トレンドと成長ドライバーを理解するための重要な情報源となっています。



今後の展望

Clarivateのレポートは、AI創薬とDDS技術が、今後数年間で製薬業界の風景を根本的に
変革する可能性が高いことを示唆しています。これらの技術が成熟し、より多くの革新
的な薬剤が市場に投入されることで、難治性疾患に対する治療選択肢が拡大し、患者の
予後と生活の質が向上することが期待されます。また、AIとDDSの融合は、個別化医療
のさらなる発展を促し、患者一人ひとりに最適化された治療法の提供へとつながるでし
ょう。製薬企業は、これらの先進技術への投資と戦略的パートナーシップの構築を加速
させることで、将来の競争優位性を確立することが求められます。

元記事: https://clarivate.com/life-sciences-healthcare/blog/tracking-the-mid-year-momentum-of-the-

2026-drugs-to-watch/

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://clarivate.com/life-sciences-healthcare/blog/tracking-the-mid-year-momentum-of-the-2026-drugs-to-watch/
https://clarivate.com/life-sciences-healthcare/blog/tracking-the-mid-year-momentum-of-the-2026-drugs-to-watch/


#25 標的タンパク質分解（TPD）薬物発見の指数関数的進
展：新規モダリティが創薬を加速

概要

MarinBioは、標的タンパク質分解（TPD）薬物発見が指数関数的な進展を遂げ、創薬
を加速する新たな主要モダリティとして確立されつつあることを強調する記事を公開
しました。TPD技術は、従来の低分子阻害剤では対処できなかった「創薬困難な」標

的タンパク質を分解することで、これまで不可能だった治療アプローチを実現しま
す。特に、PROTACs（Proteolysis-targeting chimeras）の設計最適化と、多様なE3ユビ
キチンリガーゼの活用が、パイプラインの拡大と臨床応用の可能性を大きく広げてい

ます。この進展は、がん、神経変性疾患、炎症性疾患など、幅広い疾患領域に革新的
な治療選択肢をもたらすでしょう。

公開日 2026年07月17日  MarinBio  アメリカ



詳細

主要成果

MarinBioは、標的タンパク質分解（TPD）薬物発見の分野が指数関数的な進展を遂げて
おり、次世代の創薬において最も有望かつ革新的なモダリティの一つとして確立されつ
つあることを報じる記事を公開しました。TPD技術は、従来の小分子阻害剤が対処でき
なかった「創薬困難な」標的に対する治療法を提供する上で、画期的な可能性を秘めて
います。

技術・臨床詳細

記事では、TPDの中心技術であるPROTACs（Proteolysis-targeting chimeras）の設計原理
とその進歩が詳しく解説されています。PROTACsは、疾患関連タンパク質とE3ユビキチ
ンリガーゼを同時に結合する二官能性分子であり、これにより疾患関連タンパク質のユ
ビキチン化とプロテアソームによる分解を誘導します。TPDの利点は、触媒作用的な作
用メカニズムにあり、少量のPROTAC分子で多数の標的タンパク質を分解できるため、
従来の阻害剤よりも低い投与量で強力な効果が期待されます。最近の進展として、以下
の点が挙げられています: 1) **多様なE3リガーゼの利用**: 従来のVHLやCereblonに加え
て、新たなE3リガーゼ（例: MDM2, DCAF15）をリクルートするPROTACsの開発が進
み、より広範な標的タンパク質への応用が可能になりました。 2) **口内投与可能な
PROTACsの設計**: 経口バイオアベイラビリティを改善するための分子設計最適化によ
り、投与経路の利便性が向上しました。 3) **薬物動態学と薬力学の改善**: リンカーの
特性やペイロードの構造を調整することで、PROTACsの細胞内透過性、安定性、半減期
が大幅に改善されました。これらの技術革新により、臨床開発段階にあるTPD候補薬の
数は過去5年間で約2倍に増加しています。

背景・業界文脈

過去数十年間、創薬研究は主に酵素や受容体の活性を阻害する小分子薬や抗体薬に焦点
を当ててきました。しかし、ヒトゲノムの大部分を占める「創薬困難な」タンパク質、
特に酵素活性部位を持たない足場タンパク質や転写因子は、従来の薬剤では標的とする
ことが困難でした。TPDは、これらのタンパク質を「分解」することで、機能を完全に
除去できるため、創薬の範囲を大きく広げる画期的なパラダイムシフトとして注目され
ています。大手製薬企業や新興バイオテック企業がTPD分野に巨額の投資を行い、多く
のパートナーシップが形成されています。



今後の展望

TPD薬物発見の指数関数的な進展は、がん、神経変性疾患（例: アルツハイマー病、パ
ーキンソン病）、炎症性疾患、ウイルス感染症など、幅広い疾患領域に革命的な治療選
択肢をもたらす可能性を秘めています。今後、より多くのTPD候補薬が臨床試験に進
み、その成功がこのモダリティの確固たる地位を確立するでしょう。研究開発は、新た
なE3リガーゼの発見、標的特異性のさらなる向上、オフターゲット効果の最小化、およ
び口内投与可能なTPDの最適化に焦点が当てられるでしょう。また、TPDと他の治療法
（例: 免疫療法）との併用療法も探求され、治療効果の最大化が図られることが期待さ
れます。TPDは、製薬業界のイノベーションを牽引し、患者にとって新たな希望となる
でしょう。

元記事: https://www.marinbio.com/exponential-progression-of-targeted-protein-degradation-drug-

discovery/

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.marinbio.com/exponential-progression-of-targeted-protein-degradation-drug-discovery/
https://www.marinbio.com/exponential-progression-of-targeted-protein-degradation-drug-discovery/


#26 PharmTechが2026年半ばのAI、サプライチェーン、
および新薬承認の主要トレンドを分析

概要

PharmTechは、「2026年半ばチェックイン」レポートを公開し、医薬品業界における
主要トレンドとして、AIの創薬・製造への統合、サプライチェーンの回復力強化、お
よび新規薬剤承認の動向を分析しました。レポートは、AIが創薬の各段階で効率を最

大25%向上させ、特に製造プロセスにおける予知保全と品質管理に大きな影響を与え
ていることを強調しています。また、COVID-19後のサプライチェーンの混乱から学ん
だ教訓として、デジタル化と地域分散化が進み、医薬品の安定供給に貢献しているこ

とも指摘されました。規制当局は、革新的なモダリティの承認を加速させる傾向にあ
ります。

公開日 2026年07月16日  PharmTech  アメリカ



詳細

主要成果

PharmTechは、2026年半ばにおける医薬品業界の主要トレンドをまとめたレポート
「Midyear 2026 Check-in」を発表しました。このレポートは、人工知能（AI）の創薬お
よび製造プロセスへの統合、グローバルサプライチェーンの回復力強化、および新規薬
剤承認の動向が、業界の変革を牽引していることを強調しています。

技術・臨床詳細

レポートは、AIが医薬品開発のあらゆる段階でその影響力を増していることを詳細に分
析しています。**創薬と開発**においては、AIがリード化合物の発見、標的同定、およ
び前臨床試験の予測において、効率を平均で15-25%向上させていると報告されていま
す。特に生成AIは、新規分子設計の速度と多様性を劇的に高めています。**製造とサプ
ライチェーン**の分野では、AIを活用した予知保全システムが製造装置のダウンタイム
を最大30%削減し、生産効率を向上させています。また、サプライチェーンの最適化に
は、ブロックチェーン技術による透明性の確保と、AIによるリスク予測が不可欠である
ことが示されています。パンデミック後の教訓として、供給網の地域分散化が進み、特
に重要な原薬（API）の国内生産能力が強化されている事例が多数紹介されています。
**新規薬剤承認**に関しては、FDAやEMAなどの主要規制当局が、迅速審査指定や画期
的な治療法指定などを通じて、アンメットメディカルニーズが高い領域の革新的な薬剤
の承認を加速していることが指摘されました。2026年上半期には、特にがん、希少疾
患、代謝性疾患の分野で複数の新規モダリティ（例: 遺伝子治療、RNAi治療、ADC）が
承認されました。

背景・業界文脈

製薬業界は、デジタルトランスフォーメーション、グローバルな健康危機、規制環境の
変化といった複数の要因により、かつてないほどの変革期を迎えています。AIは、これ
らの課題に対処し、研究開発の効率を高め、製造プロセスを最適化するための主要な推
進力となっています。また、近年の地政学的緊張とパンデミックは、医薬品サプライチ
ェーンの脆弱性を浮き彫りにし、回復力とレジリエンスの構築を喫緊の課題としまし
た。PharmTechのこのレビューは、これらの複合的なトレンドがどのように業界の未来
を形作っているかを理解するための重要なスナップショットを提供します。



今後の展望

PharmTechのレポートは、2026年以降もAIの医薬品業界への統合がさらに深化し、サプ
ライチェーンのデジタル化と自動化が加速することを予測しています。特に、AIとロボ
ット工学の融合による「スマートファクトリー」の普及は、製造コストの削減と品質の
一貫性向上に貢献するでしょう。また、規制当局は、新たなモダリティの迅速な承認を
継続しつつ、AIによって生成されたデータの評価フレームワークを確立することが求め
られます。これらのトレンドは、最終的に患者にとって、より早く、より安全で、より
効果的な治療法が利用可能になる未来を形成するでしょう。製薬企業は、これらの変化
に適応し、技術革新を戦略的に取り入れることで、競争優位性を維持する必要がありま
す。

元記事: https://www.pharmtech.com/view/midyear-2026-check-in-ai-supply-chains-ndc-12

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.pharmtech.com/view/midyear-2026-check-in-ai-supply-chains-ndc-12


#27 生成AIが産業変革を加速：創薬における革新的ユース
ケースが2026年に拡大

概要

Masai Schoolのブログ記事は、生成AIが2026年に多様な産業で革新的なユースケース
を拡大しており、特に創薬分野での影響を強調しています。記事では、生成AIが新薬
候補の設計、既存化合物の最適化、および臨床試験デザインの予測において、人間の

能力を大きく超える創造性と効率性を示していると報告されています。これにより、
従来の創薬プロセスと比較して、新規薬剤の発見サイクルを最大60%短縮し、開発コ
ストを削減できる可能性が示唆されています。この技術は、創薬のボトルネックを解

消し、難病に対する治療法を迅速に提供する上で不可欠なツールとなるでしょう。

公開日 2026年07月16日  Masai School Blog  インド



詳細

主要成果

Masai Schoolの最新ブログ記事は、2026年において生成AIが様々な産業で革新的なユー
スケースを拡大しており、特に創薬分野でのその変革的な影響を強調しています。生成
AIは、新薬候補の設計から既存化合物の最適化に至るまで、創薬プロセスの主要な段階
を加速し、前例のない効率と創造性をもたらしています。

技術・臨床詳細

記事では、創薬における生成AIの具体的なユースケースが紹介されています。これには
以下のものが含まれます: 1) **新規分子設計**: 生成AIモデル（例えば、Transformerベー
スのモデルやGANs）は、特定の標的タンパク質に対する結合親和性が高く、かつ良好
な薬物動態学的特性を持つ「これまでにない」分子構造を自律的に生成できます。これ
により、化学空間の広大な領域を効率的に探索し、有望なリード化合物を迅速に特定す
ることが可能です。 2) **化合物ライブラリの最適化**: 既存の化合物ライブラリを分析
し、特定の特性（例: 効力、選択性、安全性）を向上させるための分子構造の修正を提
案します。これにより、リード最適化の反復サイクルを大幅に短縮できます。 3) **臨床
試験デザインの最適化**: 過去の臨床データや患者特性を学習し、より成功確率の高い
臨床試験デザインを提案したり、患者層別化戦略を支援したりすることで、試験の効率
とコスト効率を向上させます。生成AIを活用することで、創薬研究者は、従来の試行錯
誤型のアプローチに比べて、新規薬剤の発見サイクルを最大60%短縮し、開発コストを
大幅に削減できると推定されています。

背景・業界文脈

医薬品開発は、その高いリスクと時間的・金銭的コストが長年の課題でした。特に、有
望な分子を設計し、開発パイプラインに乗せるまでの初期段階で多くの課題が存在しま
す。生成AIの進歩は、このボトルネックを解消するための画期的なツールとして期待さ
れています。AIは、人間の研究者が数年かけて行う作業を数ヶ月で行い、かつ人間には
予測し得ないような独創的な分子構造を提案することができます。これは、AIが人間の
能力を拡張し、創薬研究の可能性を広げる典型的な例です。製薬業界は、AIへの投資を
加速させ、競争優位性を確立しようとしています。



今後の展望

生成AIは、創薬プロセス全体を根本的に変革する可能性を秘めています。今後、AIは、
初期の分子設計だけでなく、合成経路の予測、品質管理、さらには製造プロセス全体に
至るまで、より深く医薬品開発に統合されるでしょう。これにより、難病に対する治療
法の発見と市場投入が加速され、患者はより早く、より多くの革新的な治療選択肢にア
クセスできるようになります。Masai Schoolのブログは、AIがもたらすこの変革の全体
像を理解し、今後の技術トレンドに備えるための重要な視点を提供します。この分野の
進展は、今後数年間で製薬業界の風景を劇的に変えることになるでしょう。

元記事: https://www.masaischool.com/blog/15-generative-ai-use-cases-transforming-every-industry-in-

2026-with-real-examples/

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.masaischool.com/blog/15-generative-ai-use-cases-transforming-every-industry-in-2026-with-real-examples/
https://www.masaischool.com/blog/15-generative-ai-use-cases-transforming-every-industry-in-2026-with-real-examples/


#28 Boehringer Ingelheim、肥満症治療薬BI 3034701の
Phase 2試験で有望な中間結果を発表：初のトリプル受容
体作動薬

概要

Boehringer Ingelheimは、肥満症治療薬候補であるBI 3034701のPhase 2臨床試験にお

いて、有望な中間結果を発表しました。BI 3034701は、グルカゴン様ペプチド-1

（GLP-1）、グルカゴン（GCG）、および胃抑制ポリペプチド（GIP）のトリプル受容
体作動薬という、新規クラスに属する薬剤です。この試験では、患者の体重減少にお

いて従来のGLP-1単独療法を上回る効果が示され、良好な安全性プロファイルも確認さ
れました。具体的な患者の平均体重減少率は、ベースラインから約15%に達し、これ
は肥満症治療における大きな進展となります。この結果は、肥満症および関連する代

謝性疾患に対する新たな画期的な治療選択肢を提供する可能性を秘めています。

公開日 2026年07月16日  Boehringer Ingelheim  ドイツ



詳細

主要成果

Boehringer Ingelheimは、肥満症治療薬候補である新規トリプル受容体作動薬BI

3034701のPhase 2臨床試験において、有望な中間結果を発表しました。このデータは、
BI 3034701が体重減少において既存のGLP-1単独療法を上回る優れた効果を示し、忍容
性も良好であることを示唆しており、肥満症治療の風景を大きく変える可能性を秘めて
います。

技術・臨床詳細

BI 3034701は、グルカゴン様ペプチド-1（GLP-1）、グルカゴン（GCG）、および胃抑
制ポリペプチド（GIP）の三つの受容体すべてに作用する新規の低分子作動薬です。こ
れらのホルモンは、食欲抑制、エネルギー消費の増加、インスリン分泌の調節において
重要な役割を果たします。Phase 2試験は、過体重または肥満の成人患者200名を対象
に、プラセボ対照二重盲検で実施されました。16週間の治療期間後、BI 3034701を最高
用量で投与された患者群では、平均体重減少率がベースラインから約15%に達しまし
た。これは、GLP-1単独作動薬の標準的な効果（約8-10%）を上回るものです。特に、
患者の約60%がベースラインから10%以上の体重減少を達成しました。安全性プロファ
イルは良好で、最も一般的な有害事象は、軽度から中等度の消化器症状（吐き気、嘔
吐、下痢）でしたが、ほとんどが投与初期に発生し、時間とともに軽減しました。重篤
な有害事象はプラセボ群と同程度でした。

背景・業界文脈

肥満症は、2型糖尿病、心血管疾患、特定の癌など、多くの深刻な健康問題の主要なリ
スク因子であり、世界中で患者数が急増しています。既存の治療法には、生活習慣の改
善、減量手術、およびGLP-1受容体作動薬などの薬物療法がありますが、多くの患者で
さらなる体重減少効果と長期的な維持が求められています。BI 3034701のようなトリプ
ル受容体作動薬は、複数の生理学的経路に作用することで、単一またはデュアル作動薬
よりも強力な代謝改善効果を発揮する可能性があり、肥満症治療における次世代のブレ
ークスルーとして期待されています。この分野は、大手製薬企業が積極的に投資してい
る競争の激しい領域です。



今後の展望

Boehringer Ingelheimは、BI 3034701のPhase 2試験の全データ解析を完了した後、速や
かに大規模なPhase 3臨床試験へと移行する計画です。この薬剤が最終的に承認されれ
ば、肥満症だけでなく、2型糖尿病や非アルコール性脂肪性肝炎（NASH）といった関連
する代謝性疾患の治療にも応用される可能性があります。BI 3034701は、その優れた体
重減少効果と良好な安全性プロファイルにより、グローバルな肥満症治療市場において
主要なプレイヤーとなることが期待されます。この進展は、肥満症患者の予後と生活の
質を劇的に改善するだけでなく、医療システム全体の負担軽減にも貢献する可能性を秘
めています。業界全体としても、多重受容体作動薬の開発競争がさらに激化するきっか
けとなるでしょう。

元記事: https://www.boehringer-ingelheim.com/human-health/crm-health/metabolic-health/obesity-

potential-first-class-triple-receptor-agonist-phase-2

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.boehringer-ingelheim.com/human-health/crm-health/metabolic-health/obesity-potential-first-class-triple-receptor-agonist-phase-2
https://www.boehringer-ingelheim.com/human-health/crm-health/metabolic-health/obesity-potential-first-class-triple-receptor-agonist-phase-2


#29 BBB透過型ナノ粒子：神経変性疾患治療のブレークス
ルーに向けた新戦略

概要

『International Journal of Nanomedicine』に掲載された研究は、血液脳関門（BBB）を
効果的に透過するナノ粒子の最新設計が、神経変性疾患治療薬の脳内送達において画
期的な進展をもたらしたと報告しています。この新しいナノ粒子システムは、従来の

BBB透過困難な薬剤を脳組織へ効率的に運び、アルツハイマー病やパーキンソン病の
動物モデルにおいて、疾患関連タンパク質の蓄積を有意に減少させることに成功しま
した。本技術は、脳疾患治療における薬剤送達のボトルネックを解消し、患者に新た

な希望をもたらすものです。

公開日 2026年07月17日  DovePress - International Journal of Nanomedicine  イギリス



詳細

主要成果

『 International Journal of Nanomedicine』に発表された最新の研究は、血液脳関門
（BBB）を効率的に透過し、神経変性疾患治療薬を脳内に送達するための革新的なナノ
粒子システムを開発したことを報告しました。この技術は、これまで脳疾患治療におけ
る主要な課題であったBBBによる薬剤送達の障壁を克服し、アルツハイマー病やパーキ
ンソン病といった難病に対する新たな治療法開発に道を拓くものです。

技術・臨床詳細

開発されたナノ粒子は、生体適合性の高いポリマーをベースとし、表面には特定のBBB

受容体（例: トランスフェリン受容体やインスリン受容体）に特異的に結合するリガン
ドが修飾されています。これにより、受容体介在性エンドサイトーシスを介してナノ粒
子がBBBを能動的に透過します。ナノ粒子内部には、アルツハイマー病に関連するアミ
ロイドベータペプチドの凝集を阻害する薬剤や、パーキンソン病におけるα-シヌクレイ
ンの蓄積を抑制する遺伝子治療薬（siRNAなど）が封入されました。アルツハイマー病
マウスモデルを用いた実験では、このナノ粒子システムを用いて薬剤を脳内に送達した
結果、脳内のアミロイドプラークがプラセボ群と比較して約40%減少し、認知機能の有
意な改善が観察されました。また、パーキンソン病モデルでは、脳内のα-シヌクレイン
レベルが約30%低下し、運動機能障害が軽減されました。ナノ粒子は脳実質全体に均一
に分布し、オフターゲット毒性や炎症反応は最小限に抑えられました。

背景・業界文脈

血液脳関門（BBB）は、脳を保護するための重要な生体バリアですが、同時に多くの薬
剤が脳内に到達することを妨げる主要な障壁でもあります。このため、神経変性疾患や
脳腫瘍など、脳に影響を与える疾患の治療薬開発は、薬剤送達の課題により大きく制限
されてきました。ナノテクノロジーの進歩は、BBBを迂回または透過する新たな戦略を
提供し、この課題を克服する有望なアプローチとして注目されています。標的指向性リ
ガンドで修飾されたナノ粒子は、高い特異性と効率で脳内に薬剤を運ぶことができるた
め、神経科学分野の創薬に革命をもたらす可能性を秘めています。



今後の展望

このBBB透過型ナノ粒子システムは、神経変性疾患治療における薬剤送達のブレークス
ルーとなる可能性を秘めています。研究チームは、前臨床試験の成功を受けて、ヒトを
対象とした初期臨床試験の開始に向けて準備を進めています。将来的には、アルツハイ
マー病やパーキンソン病だけでなく、多発性硬化症、脳腫瘍、脳卒中など、他の様々な
脳疾患への応用も期待されます。この技術が臨床応用されれば、これまで治療が困難で
あった多くの脳疾患患者の予後と生活の質を劇的に改善し、医療経済にも大きな影響を
与えることになるでしょう。ナノ粒子DDSは、個別化医療の進展にも寄与すると考えら
れています。

元記事: https://www.dovepress.com/nanoparticles-navigating-the-bloodbrain-barrier-for-

neurodegenerative--peer-reviewed-fulltext-article-IJN

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.dovepress.com/nanoparticles-navigating-the-bloodbrain-barrier-for-neurodegenerative--peer-reviewed-fulltext-article-IJN
https://www.dovepress.com/nanoparticles-navigating-the-bloodbrain-barrier-for-neurodegenerative--peer-reviewed-fulltext-article-IJN


#30 Nava Therapeutics、脂質ナノ粒子（LNP）プラット
フォームで8900万ドルを調達：RNA治療薬の送達を革新

概要

Nava Therapeuticsは、RNAベース治療薬の効率的な送達に特化した脂質ナノ粒子
（LNP）プラットフォームを推進するため、8900万ドルのシリーズA資金調達を完了し
たと発表しました。この大型資金調達は、LNP技術の重要性と、次世代RNA治療薬開

発における同社の革新性を裏付けるものです。Nava Therapeuticsは、この資金を活用
して、がん免疫療法、遺伝性疾患、および感染症に対する新規LNP製剤の開発を加速
させ、アンメットメディカルニーズに応えることを目指します。同社のLNP技術は、

これまでの製剤と比較して標的細胞への送達効率と安全性プロファイルを大幅に改善
する可能性を秘めています。

公開日 2026年07月16日  Endpoints News  アメリカ



詳細

主要成果

Nava Therapeuticsは、RNAベースの治療薬送達に特化した革新的な脂質ナノ粒子
（LNP）プラットフォームをさらに発展させるため、シリーズA資金調達ラウンドで総
額8900万ドル（約130億円）を調達したことを発表しました。この大型資金調達は、
LNP技術が遺伝子治療、mRNAワクチン、RNAi治療薬において極めて重要であることを
再確認させるものです。Nava Therapeuticsは、この資金を活用して、新規LNP製剤の開
発を加速させ、様々な疾患領域における治療効果と安全性の向上を目指します。

技術・臨床詳細

Nava TherapeuticsのLNPプラットフォームは、LNPの脂質組成と構造設計を最適化する
ことで、RNAペイロードの封入効率、血中安定性、および標的細胞への特異的な送達を
大幅に向上させることを特徴としています。特に、同社の技術は、従来のLNPと比較し
て、特定の臓器（例: 肝臓、脾臓、肺、一部のがん細胞）への送達効率を平均で20-30%

向上させつつ、全身毒性や免疫原性を最小限に抑えることに成功しています。この最適
化されたLNPは、mRNA、siRNA、CRISPR遺伝子編集ツールなど、多様なRNAペイロー
ドに対応可能です。資金調達により、Nava Therapeuticsは以下の主要な研究開発活動を
推進します: 1) LNPライブラリのさらなる拡張とAI駆動型設計ツールの導入。 2) がん免
疫療法（腫瘍内投与型LNP）、遺伝性疾患（全身投与型LNP）、感染症ワクチン（筋肉
内投与型LNP）におけるパイプライン候補薬の前臨床開発加速。 3) 製造プロセスのスケ
ールアップと品質管理の強化。同社は、今後2年間で少なくとも3つのLNPベースの候補
薬をIND（治験薬申請）段階に導くことを目標としています。

背景・業界文脈

脂質ナノ粒子（LNP）は、mRNAワクチンでその有効性が実証され、COVID-19パンデミ
ック以降、遺伝子治療やRNAi治療薬のデリバリーシステムとして最も注目される技術の
一つとなりました。LNPは、不安定なRNA分子を分解から保護し、効率的に細胞内へ送
り込むための鍵となります。しかし、現在のLNP技術には、標的特異性の欠如、オフタ
ーゲット効果、一部の臓器への送達限界などの課題も存在します。Nava Therapeuticsの
ような企業は、これらの課題を克服し、より高性能で安全なLNPを開発することで、次
世代RNA治療薬の潜在能力を最大限に引き出そうとしています。今回の大型資金調達
は、LNP技術のさらなる革新と、RNA治療薬市場の継続的な成長に対する強い期待を反
映しています。



今後の展望

Nava TherapeuticsのLNPプラットフォームは、RNAベースの治療薬が幅広い疾患領域に
適用される未来を形作る上で重要な役割を果たすでしょう。同社は、自社のパイプライ
ン開発に加え、大手製薬企業やバイオテック企業との戦略的提携を通じて、その技術を
広範に展開することを目指しています。LNP技術の進歩は、遺伝性疾患の治療法を一変
させ、がん免疫療法の有効性を高め、より安全で効果的なワクチン開発を可能にするで
しょう。Nava Therapeuticsの成功は、LNP技術が次世代医薬品の中心的な要素となり、
患者に革新的な治療選択肢を届ける重要な鍵となることを確固たるものにするでしょ
う。今後数年で、同社のLNPベースの候補薬が臨床試験に進むことが期待されます。

元記事: https://endpoints.news/nava-therapeutics-emerges-with-89m-for-lipid-nanoparticles/

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://endpoints.news/nava-therapeutics-emerges-with-89m-for-lipid-nanoparticles/


#31 イーライリリーのFoundayo（orforglipron）がFDA
承認、初の非ペプチド経口GLP-1 RAとして肥満治療の新
時代を拓く

概要

2026年4月1日、イーライリリーのFoundayo（orforglipron）が、肥満症治療薬として

FDAの承認を取得しました。本薬剤は、食事や水分摂取のタイミング制限がない初の
非ペプチド経口GLP-1受容体作動薬であり、肥満症治療における経口GLP-1薬の新時代
の幕開けを告げるものです。注射への抵抗感を持つ患者にとって大きな障壁を解消

し、高い患者アドヒアランスと市場潜在力を持つブロックバスター薬となることが期
待されています。

公開日 2026年07月15日  2 Minute Medicine  アメリカ



詳細

主要成果

2026年4月1日、米国食品医薬品局（FDA）は、イーライリリーが開発したFoundayo

（一般名：orforglipron）を肥満症治療薬として承認しました。この承認は、Foundayo
が食事や水分摂取のタイミング制限がない初の非ペプチド経口GLP-1受容体作動薬であ
る点で画期的であり、肥満症治療における経口GLP-1薬の新時代の幕開けを象徴してい
ます。

技術・臨床詳細

orforglipronは、従来のGLP-1受容体作動薬がペプチドベースの注射剤であったのに対
し、経口投与が可能な非ペプチド構造を持つ低分子薬剤です。これにより、患者は注射
の負担なく、毎日服用するだけで効果的な体重管理が可能となります。臨床試験では、
プラセボ群と比較して有意な体重減少効果が確認され、主要な安全性プロファイルも良
好でした。その利便性から、患者のアドヒアランスが大幅に向上し、より広範な患者層
が治療を受けやすくなると見込まれています。

背景・業界文脈

肥満症は世界的に増加する公衆衛生上の課題であり、心血管疾患、2型糖尿病、特定の
癌など、多くの慢性疾患のリスク因子となります。GLP-1受容体作動薬は、体重減少と
血糖コントロールにおいて高い有効性を示してきましたが、注射という投与経路が一部
の患者にとって治療開始や継続の障壁となっていました。Foundayoの承認は、この長
年の課題を解決するもので、肥満症治療薬市場に大きな影響を与え、数多くの患者にと
ってゲームチェンジャーとなる可能性を秘めています。

今後の展望

Foundayoは、その経口投与という特性と有効性により、ブロックバスターとなる潜在
力を持つと評価されています。本承認は、他の製薬企業による経口GLP-1受容体作動薬
の開発を加速させるだけでなく、体重管理市場における競争を激化させ、多様な治療選
択肢が生まれるきっかけとなるでしょう。この成功は、低分子薬やペプチド以外のモダ
リティにおける経口薬開発の新たな道を拓くものとしても注目されます。

元記事: https://www.2minutemedicine.com/foundayo-orforglipron-approval-marks-the-beginning-of-

https://www.2minutemedicine.com/foundayo-orforglipron-approval-marks-the-beginning-of-the-oral-glp-1-era-for-obesity-treatment/?amp_markup=1


the-oral-glp-1-era-for-obesity-treatment/?amp_markup=1

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.2minutemedicine.com/foundayo-orforglipron-approval-marks-the-beginning-of-the-oral-glp-1-era-for-obesity-treatment/?amp_markup=1


#32 FDAがCelcuityのRevtorpyk（gedatolisib）を承認、
HR陽性HER2陰性転移性乳がんに新たな併用療法

概要

2026年7月14日、FDAはCelcuity社のRevtorpyk（gedatolisib）を、HR陽性/HER2陰性、
PIK3CA変異のない局所進行性または転移性乳がんの成人患者に対する治療薬として承
認しました。本剤はフルベストラントとの併用、またはフルベストラントとパルボシ

クリブの両方との併用で用いられます。主要なVIKTORIA-1試験において、gedatolisib

を含む併用療法が無増悪生存期間を有意に改善することが示され、新たな標準治療と
しての選択肢を提供します。

公開日 2026年07月14日  FDA  アメリカ



詳細

主要成果

2026年7月14日、米国食品医薬品局（FDA）は、Celcuity Inc.のRevtorpyk（gedatolisib）
を、ホルモン受容体（HR）陽性、HER2陰性、PIK3CA変異のない局所進行性または転移
性乳がんの成人患者に対する治療薬として承認しました。本承認により、gedatolisibは
フルベストラントとの併用、またはフルベストラントおよびパルボシクリブとの併用で
利用可能となり、進行乳がん患者に新たな治療選択肢が加わりました。

技術・臨床詳細

Gedatolisibは、PI3K/mTOR経路を阻害する低分子薬であり、乳がん細胞の増殖と生存に
重要な役割を果たすこの経路を標的とします。承認の根拠となった第III相VIKTORIA-1試
験では、gedatolisibとフルベストラントの併用療法、あるいはそれにパルボシクリブを
加えた3剤併用療法が、プラセボ群と比較して統計学的に有意な無増悪生存期間（PFS）
の改善を示しました。本試験では、患者の奏効率も向上し、安全性プロファイルも管理
可能であることが確認されました。具体的なPFSの中央値改善や奏効率の数値は公表さ
れていませんが、有効性が高く評価されています。

背景・業界文脈

HR陽性/HER2陰性乳がんは乳がんの中で最も一般的なサブタイプであり、特に進行性ま
たは転移性の患者では、既存の治療法に対する抵抗性や病勢進行が大きな課題となって
います。PIK3CA変異のない患者に対する新たな有効な治療選択肢の必要性が高く、
gedatolisibの承認は、このアンメットメディカルニーズに応えるものです。本剤は、既
存のホルモン療法やCDK4/6阻害薬との組み合わせで相乗効果を発揮し、治療効果の最
大化を目指します。



今後の展望

Revtorpyk（gedatolisib）の承認は、HR陽性/HER2陰性転移性乳がんの治療戦略に新た
な道を開くものです。特にPIK3CA変異を持たない患者層において、標準治療に加わるこ
とで、より長期的な病勢コントロールと生活の質の向上が期待されます。今後、さらな
るリアルワールドデータや長期的なフォローアップにより、その臨床的価値が確立され
ていくことでしょう。また、同様のメカニズムを持つ他の薬剤開発にも影響を与える可
能性があります。

元記事: https://www.fda.gov/drugs/resources-information-approved-drugs/fda-approves-gedatolisib-

fulvestrant-or-without-palbociclib-hr-positive-her2-negative-locally

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.fda.gov/drugs/resources-information-approved-drugs/fda-approves-gedatolisib-fulvestrant-or-without-palbociclib-hr-positive-her2-negative-locally
https://www.fda.gov/drugs/resources-information-approved-drugs/fda-approves-gedatolisib-fulvestrant-or-without-palbociclib-hr-positive-her2-negative-locally


#33 PfizerとArvinasのVeppanu（vepdegestrant）がFDA
承認、初のPROTACとしてESR1変異進行乳がんに革命

概要

2026年、PfizerとArvinasが開発したVeppanu（vepdegestrant）がESR1変異を有する進
行乳がん治療薬としてFDAの承認を取得しました。本剤は、タンパク質分解誘導剤
（PROTAC）として初のFDA承認薬であり、従来の治療法に抵抗性を示す患者に対して

画期的な治療選択肢を提供します。Veppanuの登場は、標的タンパク質分解（TPD）技
術の臨床応用における大きなマイルストーンであり、乳がん治療のパラダイムを根本
的に変える可能性を秘めています。

公開日 2026年07月09日  DCAT Value Chain Insights  アメリカ



詳細

主要成果

2026年、PfizerとArvinasの共同開発によるVeppanu（一般名：vepdegestrant）が、ESR1

変異を有する進行性乳がんの治療薬として米国食品医薬品局（FDA）の承認を獲得しま
した。この承認は、Veppanuが米国における最初の標的タンパク質分解誘導剤
（PROTAC）として承認された薬剤であるという点で極めて重要であり、難治性乳がん
に対する新たな作用機序を持つ治療法を導入します。

技術・臨床詳細

Vepdegestrantは、エストロゲン受容体（ER）の分解を誘導するPROTAC分子です。
ESR1遺伝子変異は、既存のホルモン療法に対する抵抗性を引き起こす主要なメカニズム
の一つですが、vepdegestrantは変異型ERも効果的に分解することで、これらの抵抗性
を克服します。PROTACは、細胞内のユビキチン-プロテアソーム系を利用して、標的タ
ンパク質を特異的に分解する新しいクラスの薬剤であり、従来の阻害剤とは異なり、タ
ンパク質を完全に除去することで強力かつ持続的な薬効を発揮します。臨床試験では、
ESR1変異を有する進行乳がん患者において、既存治療に抵抗性を示す場合でも、客観的
奏効率と無増悪生存期間の改善が観察され、安全性プロファイルも良好でした。

背景・業界文脈

進行性乳がん、特にESR1変異を有する患者は、ホルモン療法への抵抗性が高く、治療選
択肢が限られていました。このような状況において、vepdegestrantの承認は、PROTAC
技術が臨床的に有効な薬剤を生み出せることを明確に証明したものであり、創薬科学に
おける大きな進歩を意味します。これは、PROTAC技術の商業的実現可能性を示し、他
の多くの難病に対するTPDアプローチの研究開発に拍車をかけるでしょう。



今後の展望

Veppanuの登場は、進行乳がん治療、特にESR1変異患者にとって、治療の質を大きく向
上させることが期待されます。第一のPROTAC承認薬として、今後のPROTACや分子接着
剤デグラダーを含む標的タンパク質分解薬のパイプライン全体にポジティブな影響を与
え、新たな治療分野を切り拓く可能性があります。将来的には、他の癌種や神経変性疾
患など、幅広い疾患領域への応用が期待され、創薬のフロンティアを拡大していくこと
でしょう。

元記事: https://www.dcatvci.org/features/mid-year-review-whats-trending-in-new-drug-approvals/

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.dcatvci.org/features/mid-year-review-whats-trending-in-new-drug-approvals/


#34 FDAがRET融合陽性固形腫瘍治療薬Retevmo（セルパ
ーカチニブ）に通常承認を付与、対象患者が拡大

概要

2026年7月14日、FDAはEli Lilly and CompanyのRetevmo（セルパーカチニブ）に、RET

融合陽性の局所進行性または転移性固形腫瘍患者に対する通常承認を付与しました。
本承認は、先行全身治療後に病勢進行したか、満足な代替治療がない2歳以上の成人お

よび小児患者が対象です。これは、2022年の成人患者および2024年の2歳以上の小児
患者に対する迅速承認を拡大したもので、RET融合癌治療における本剤の確立された有
効性と安全性を示しています。

公開日 2026年07月14日  FDA  アメリカ



詳細

主要成果

2026年7月14日、米国食品医薬品局（FDA）は、Eli Lilly and Companyが製造するRET選
択的阻害剤Retevmo（セルパーカチニブ）に対し、RET融合陽性の局所進行性または転
移性固形腫瘍を有する患者向けの通常承認を付与しました。この承認拡大は、先行する
全身治療後に病勢が進行したか、あるいは他に満足な代替治療選択肢がない2歳以上の
成人および小児患者を対象としています。

技術・臨床詳細

セルパーカチニブは、RET（rearranged during transfection）融合遺伝子変異に特異的に
作用する低分子チロシンキナーゼ阻害剤（TKI）です。RET融合は、甲状腺がん、肺が
ん、その他多くの固形腫瘍のドライバー変異として知られています。今回の通常承認
は、多施設共同の国際的な臨床試験（LIBRETTO-001試験など）の結果に基づいていま
す。これらの試験では、RET融合陽性固形腫瘍患者において、客観的奏効率（ORR）が
報告され、奏効期間（DOR）も長期にわたることが示されました。安全性プロファイル
も適切に管理可能であり、従来の迅速承認時と同様、全体的に忍容性が高いことが確認
されています。

背景・業界文脈

RET融合陽性固形腫瘍は、特定の分子標的を持つ稀な癌であり、以前は標準的な治療選
択肢が限られていました。セルパーカチニブは、2022年に成人患者に対して、2024年
には2歳以上の小児患者に対して迅速承認を受けており、その有効性が認められていま
した。今回の通常承認への切り替えは、より広範な患者集団における本剤の持続的な臨
床的利益と安全性が、追加のデータによって確立されたことを意味します。これによ
り、RET融合陽性癌の治療において、本剤が標準治療としての地位を固めたと言えま
す。



今後の展望

Retevmoの通常承認は、RET融合陽性固形腫瘍を持つ成人および小児患者にとって、重
要な治療の進歩です。これにより、より多くの患者が、疾患の進行を効果的に抑制し、
生活の質を向上させる可能性のある標的療法にアクセスできるようになります。また、
この成功は、希少なドライバー変異を持つ他の癌に対する精密医療の開発をさらに推進
するものです。将来的には、他のRET変異や非融合型RET異常を有する固形腫瘍への適
応拡大の可能性も探られるかもしれません。

元記事: https://www.fda.gov/drugs/resources-information-approved-drugs/fda-grants-traditional-

approval-selpercatinib-locally-advanced-or-metastatic-ret-fusion-positive

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.fda.gov/drugs/resources-information-approved-drugs/fda-grants-traditional-approval-selpercatinib-locally-advanced-or-metastatic-ret-fusion-positive
https://www.fda.gov/drugs/resources-information-approved-drugs/fda-grants-traditional-approval-selpercatinib-locally-advanced-or-metastatic-ret-fusion-positive


#35 GEヘルスケアとメイヨークリニック、進行性前立腺
がんの個別化放射性リガンド療法を共同研究：MI-BET試
験開始

概要

GEヘルスケアとメイヨークリニックは、進行性前立腺がん患者向けの個別化放射性リ

ガンド療法（RLT）を推進するための共同研究「MI-BET試験」を開始しました。この
研究は、画像診断と血液ベースのバイオマーカーの統合により、個々の患者の疾患反
応に基づいた治療の適応調整、特に治療の一時停止の可能性を評価します。標準化さ

れた治療サイクルからの脱却を目指し、患者の負担軽減と治療効果の最適化を図りま
す。

公開日 2026年07月13日  GE HealthCare  アメリカ



詳細

主要成果

GEヘルスケアとメイヨークリニックは、進行性前立腺がん患者に特化した個別化放射性
リガンド療法（RLT）の推進を目的とした画期的な研究提携を結び、「MI-BET試験」を
開始しました。本研究は、画像診断データと血液ベースのバイオマーカーから得られる
洞察を活用し、患者個々の疾患反応に応じて治療計画を柔軟に調整する、適応的アプロ
ーチの有効性を検証します。特に、治療効果が確認された患者におけるRLTの一時停止
の可能性を評価することで、治療の効率性と患者の生活の質の向上を目指します。

技術・臨床詳細

MI-BET試験は、ルテチウム177（177Lu）DOTA-PSMAなどのPSMA標的RLTを対象として
おり、連続的な画像診断（PET/CTなど）と、血液中の循環腫瘍DNA（ctDNA）やその他
のバイオマーカーを組み合わせて解析します。これにより、リアルタイムで治療反応を
モニタリングし、標準的な治療サイクルに縛られることなく、治療の継続、一時停止、
再開といった決定を個別最適化することが可能になります。これにより、不必要な治療
による副作用を軽減しつつ、最大限の治療効果を引き出すことが期待されます。この適
応的アプローチは、患者の副作用リスクを低減し、治療費用を最適化する可能性も秘め
ています。

背景・業界文脈

進行性前立腺がんは、治療選択肢が限られており、特に転移性の場合は予後が不良なこ
とが多い疾患です。放射性リガンド療法は、癌細胞に放射線をピンポイントで送達する
ことで、有望な治療成績を示していますが、現在の治療プロトコルは多くの場合、固定
されたサイクルで行われます。しかし、患者ごとの疾患の進行度や治療反応は大きく異
なるため、よりパーソナルな治療アプローチが求められていました。GEヘルスケアの先
進的な画像診断技術とメイヨークリニックの臨床的専門知識の融合は、このアンメット
メディカルニーズに応えるものです。



今後の展望

MI-BET試験は、進行性前立腺がんにおけるRLTの最適化に革命をもたらす可能性があり
ます。この研究が成功すれば、RLTがより精密な医療として確立され、患者一人ひとり
に合わせたテーラーメイド治療の普及が加速するでしょう。また、この適応的治療アプ
ローチの概念は、他の癌種や治療モダリティにも応用可能であり、個別化医療のさらな
る発展に貢献することが期待されます。将来的には、AIを活用したデータ解析が、これ
らの個別化治療の意思決定をさらに支援するようになるでしょう。

元記事: https://investor.gehealthcare.com/news-releases/news-release-details/ge-healthcare-and-mayo-

clinic-aim-advance-personalized-cancer

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://investor.gehealthcare.com/news-releases/news-release-details/ge-healthcare-and-mayo-clinic-aim-advance-personalized-cancer
https://investor.gehealthcare.com/news-releases/news-release-details/ge-healthcare-and-mayo-clinic-aim-advance-personalized-cancer


#36 Denali Therapeutics、血液脳関門通過生物製剤の進
展を発表：AVLAYAH™がハンター症候群でFDA迅速承認

概要

Denali TherapeuticsのCEOであるRyan Watts博士は、AAIC 2026で血液脳関門（BBB）
を通過する生物学的治療法の画期的な進歩について基調講演を行います。同社は2026

年3月に、BBBを通過するよう設計されたハンター症候群治療薬AVLAYAH™

（tividenofusp alfa-eknm）でFDA迅速承認を取得しており、これは神経疾患治療にお
ける大きな一歩です。さらに、アミロイドベータを標的とするDNL921の第1/1b相試験
も計画されており、中枢神経系疾患への革新的なアプローチが期待されます。

公開日 2026年07月10日  Denali Therapeutics  アメリカ



詳細

主要成果

Denali TherapeuticsのCEO、Ryan Watts博士は、2026年のアルツハイマー病協会国際会
議（AAIC）でオープニング基調講演を行い、血液脳関門（BBB）を通過して生物学的治
療薬を送達する同社の画期的な進歩に焦点を当てます。この発表に先立ち、Denaliは
2026年3月に、ハンター症候群（ムコ多糖症II型）の治療薬として、BBBを通過するよう
設計された生物製剤AVLAYAH™（tividenofusp alfa-eknm）でFDA迅速承認を取得してお
り、中枢神経系（CNS）疾患治療における同社のリーダーシップを強化しています。

技術・臨床詳細

AVLAYAH™は、Denaliの革新的なATV（Antibody Transport Vehicle）プラットフォーム技
術を用いて開発された、脳内に治療酵素を効果的に送達する生物製剤です。ハンター症
候群は、特定の酵素欠損により、グリコサミノグリカンが脳を含む体内の細胞に蓄積
し、重篤な神経学的症状を引き起こす遺伝性疾患です。従来の酵素補充療法はBBBを通
過できないため、脳内の症状には限定的な効果しかありませんでした。AVLAYAH™は、
BBBを効率的に通過することで、脳内の病態に直接作用し、神経症状の改善を期待でき
る初の治療薬となります。臨床試験では、安全性プロファイルが良好であり、疾患関連
バイオマーカーの改善も示されています。また、同社はアルツハイマー病の原因とされ
るアミロイドベータを標的とするDNL921の第1/1b相臨床試験も計画しており、BBB通
過技術の応用範囲を広げています。

背景・業界文脈

血液脳関門は、脳を保護するための重要な防御機構ですが、同時に多くの神経疾患治療
薬が脳内に到達することを妨げる主要な障壁でもあります。このため、CNS疾患の創薬
は極めて困難であり、多くの治療法が開発途上で失敗してきました。DenaliのBBB通過
技術は、この長年の課題を克服するものであり、ハンター症候群のような稀な遺伝性疾
患だけでなく、アルツハイマー病やパーキンソン病といったより一般的な神経変性疾患
に対しても、生物学的製剤による治療の可能性を大きく広げます。



今後の展望

AVLAYAH™のFDA迅速承認は、DenaliのBBB通過技術の有効性を臨床的に証明するもので
あり、同社のパイプラインに大きな弾みを与えます。DNL921の臨床開発進展と合わせ
て、DenaliはCNS疾患領域における精密医療のフロンティアを切り拓く企業として、そ
の地位を確固たるものにするでしょう。この技術は、これまで治療が不可能とされてき
た神経疾患に対する、より効果的でアクセスしやすい治療法を提供する可能性があり、
患者の予後と生活の質を劇的に改善する未来へと繋がることが期待されます。BBB通過
技術のさらなる応用研究により、中枢神経系を標的とする医薬品開発全体が加速される
でしょう。

元記事: https://investors.denalitherapeutics.com/news-releases/news-release-details/denali-

therapeutics-give-opening-plenary-address-alzheimers

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://investors.denalitherapeutics.com/news-releases/news-release-details/denali-therapeutics-give-opening-plenary-address-alzheimers
https://investors.denalitherapeutics.com/news-releases/news-release-details/denali-therapeutics-give-opening-plenary-address-alzheimers


#37 Monte Rosa Therapeutics、NEK7分子接着剤デグラ
ダーMRT-8102/8120の第1相中間データで心血管リスク
患者のCRPを85%減少

概要

Monte Rosa Therapeuticsは、NEK7を標的とする分子接着剤デグラダーMRT-8102/8120

の第1相中間試験で肯定的な結果を発表しました。心血管リスクを持つ参加者におい
て、4週間でC反応性タンパク質（CRP）の中央値が85%減少しました。これは経口低
分子薬によるNLRP3/IL-1/IL-6経路の調節において大きな可能性を示唆し、良好な安全

性プロファイルと深く持続的なNEK7分解が確認されました。本成果は、炎症性疾患治
療における新たなモダリティの可能性を広げるものです。

公開日 2026年07月16日  AllMind AI News  アメリカ



詳細

主要成果

Monte Rosa Therapeuticsは、NEK7（NIMA-related kinase 7）を標的とする分子接着剤
デグラダーであるMRT-8102/8120の第1相中間臨床試験において、非常に有望なデータ
が示されたと報告しました。心血管リスクを持つ参加者において、4週間でC反応性タン
パク質（CRP）の中央値が85%という顕著な減少を達成しました。これは、経口低分子
薬によってNLRP3/IL-1/IL-6経路を効果的に調節できる大きな可能性を示唆するもので
す。

技術・臨床詳細

MRT-8102/8120は、NEK7を特異的にユビキチン化し、プロテアソームを介して分解す
るよう設計された分子接着剤デグラダーです。NEK7は、炎症反応を引き起こす主要な
経路の一つであるNLRP3インフラマソームの活性化に不可欠なキナーゼです。試験の結
果、強力なNEK7分解が達成され、それに伴い炎症バイオマーカーであるCRPが大幅に減
少しました。このデータは、NEK7の分解がNLRP3インフラマソームの活性化を抑制
し、下流のIL-1βやIL-6といった炎症性サイトカインの産生を減少させることを裏付けて
います。安全性プロファイルも良好であり、忍容性が高いことが示唆されており、経口
投与可能であることから、患者の利便性も高いと期待されます。

背景・業界文脈

炎症性疾患は、心血管疾患、自己免疫疾患、神経変性疾患など、幅広い疾患の病態に深
く関与しています。特にNLRP3インフラマソームの活性化は、多くの慢性炎症性疾患の
ドライバーとして注目されていますが、これまでの治療法では十分な効果が得られない
ケースも少なくありませんでした。分子接着剤デグラダーは、標的タンパク質を分解す
るという、従来の阻害剤とは異なるアプローチにより、難治性炎症性疾患に対する新た
な治療モダリティとして期待されています。Monte Rosa Therapeuticsの成功は、この技
術が NLRP3関連疾患に対して臨床的に実現可能であることを示す重要な証拠です。



今後の展望

MRT-8102/8120の第1相中間試験で示された強力なCRP減少は、炎症性疾患治療の分野
において大きなブレークスルーとなる可能性があります。このデータは、NEK7を標的
とした経口分子接着剤デグラダーが、心血管疾患だけでなく、他の慢性炎症性疾患に対
する効果的な治療薬となり得ることを示唆しています。今後、さらなる臨床開発が進
み、大規模な第2相、第3相試験でその有効性と安全性が確認されれば、多くの患者に新
たな希望をもたらすでしょう。また、この成功は、分子接着剤デグラダー技術全体の開
発を加速させ、創薬のフロンティアを拡大していくことにも貢献すると考えられます。

元記事:

https://allmind.ai/news/f8e243b7cf8f2a8ba30dc490938eda89e87d0023a303c85378cff402609ce454

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://allmind.ai/news/f8e243b7cf8f2a8ba30dc490938eda89e87d0023a303c85378cff402609ce454


#38 Cytovance Biologics、バイオ医薬品製造プロセス開
発に灌流培養機能を導入し生産性を向上

概要

CDMOであるCytovance Biologicsは、上流プロセス開発サービスを強化し、新たに灌
流培養機能を追加しました。この技術導入により、モノクローナル抗体、組換えタン
パク質、その他のバイオ製剤の製造において、従来の供給バッチ製造に代わる高生産

性、長期間の細胞培養、およびプロセスの一貫性向上を実現します。バイオ医薬品企
業に対し、より柔軟で効率的な製造ソリューションを提供することで、プログラムの
成功を加速させることを目指します。

公開日 2026年07月15日  Cytovance Biologics  アメリカ



詳細

主要成果

バイオロジクス受託開発製造機関（CDMO）であるCytovance Biologicsは、上流プロセ
ス開発サービスを拡充し、新たに灌流培養（perfusion capabilities）機能を追加しまし
た。この戦略的な強化により、同社はモノクローナル抗体、組換えタンパク質、その他
のバイオ製剤の製造において、高生産性、長期間の細胞培養、およびプロセスの一貫性
向上を実現する先進的なソリューションを顧客に提供できるようになります。

技術・臨床詳細

灌流培養は、細胞培養液の連続的な交換と同時に、細胞をバイオリアクター内に保持す
る技術です。これにより、従来の供給バッチ（fed-batch）培養と比較して、細胞密度
をはるかに高く維持し、生産性を劇的に向上させることが可能です。このプロセスは、
より少ないリアクター容量で同等またはそれ以上の量の製品を生産できるため、製造コ
ストの削減と効率化に貢献します。また、長期間の細胞培養が可能なため、プロセスの
一貫性が向上し、製造スケジュールにおける柔軟性も高まります。Cytovanceの導入し
た灌流システムは、幅広いバイオ医薬品プログラムに対応できるよう設計されており、
初期のプロセス開発から商業規模生産へのスケールアップまでをサポートします。

背景・業界文脈

バイオ医薬品市場の急速な成長に伴い、医薬品開発企業は、より効率的でコスト効果の
高い製造プロセスの開発をCDMOに求めています。特に、新しいモダリティの複雑化
や、市場投入までの期間短縮の要求が高まる中で、従来の供給バッチプロセスだけでは
対応が困難なケースが増えています。灌流培養は、高力価で複雑な生物学的製剤の生産
において特に有効であり、製造のフットプリント削減、設備投資の最適化、そして市場
への迅速な供給に貢献するため、業界内で注目度が高まっています。



今後の展望

Cytovance Biologicsによる灌流培養機能の導入は、同社の競争力を高め、バイオ医薬品
製造における主要なCDMOとしての地位を強化するものです。この新技術により、顧客
は製品開発の各段階でより多くの柔軟性と効率性を享受できるようになり、特に初期段
階の少量生産から商業生産への移行がスムーズになります。これは、抗体、組換えタン
パク質、さらには次世代の細胞・遺伝子治療製品といった、多様なバイオ医薬品の市場
投入を加速させる重要な要素となるでしょう。Cytovanceは、引き続き最先端の製造技
術を取り入れ、バイオ医薬品業界の成長を支えていく方針です。

元記事: https://cytovance.com/news-articles/expanded-process-development-services-with-perfusion/

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://cytovance.com/news-articles/expanded-process-development-services-with-perfusion/


#39 Bora Biologics、メリーランド州ロックビルサイト追
加で米国バイオ医薬品製造能力を20,000リットルに拡張

概要

Bora Biologicsは、メリーランド州ロックビルに新たなサイトを追加することで、米国
におけるバイオ医薬品原薬製造プラットフォームを拡張しました。これにより、シン
グルユースバイオリアクターの容量が20,000リットル（将来的には30,000リットルま

で拡張可能）に増加し、BioSecure商業プラットフォームを強化します。この戦略的投
資は、後期開発段階および商業段階のバイオロジクスプログラムに対する国内CDMO

製造能力を大幅に向上させ、サプライチェーンの安定化に貢献します。

公開日 2026年07月14日  PharmaSource  アメリカ



詳細

主要成果

Bora Biologicsは、米国メリーランド州ロックビルに新たな製造拠点を開設することで、
国内のバイオ医薬品原薬製造プラットフォームを大幅に拡張しました。この拡張によ
り、同社のシングルユースバイオリアクターの容量は20,000リットルに達し、将来的に
30,000リットルまでスケールアップが可能です。この動きは、同社のBioSecure商業プ
ラットフォームを強化し、米国における後期開発および商業化段階のバイオロジクスプ
ログラムに対する受託開発製造（CDMO）能力を飛躍的に向上させるものです。

技術・臨床詳細

ロックビルサイトは、最先端のシングルユースバイオリアクター技術を採用しており、
医薬品開発企業に対して高い柔軟性と効率的な製造ソリューションを提供します。シン
グルユース技術は、清掃・滅菌作業が不要なため、プロセス間での切り替え時間を短縮
し、交叉汚染のリスクを低減します。20,000リットルの容量は、特に商業規模でのモノ
クローナル抗体や組換えタンパク質などのバイオ医薬品の需要増加に対応できるよう設
計されています。この拡張は、供給の安定性を高め、米国内での医薬品製造を強化する
狙いがあります。また、この施設は、厳格な規制要件に準拠しており、高品質なバイオ
医薬品の製造を保証します。

背景・業界文脈

グローバルな医薬品サプライチェーンの脆弱性が認識される中、各国政府および製薬企
業は、国内製造能力の強化を強く推進しています。バイオ医薬品の需要は今後も増加が
予測されており、特に細胞・遺伝子治療などの新しいモダリティの登場により、CDMO

への依存度が高まっています。Bora Biologicsの米国での製造拠点拡張は、このような市
場の動向と戦略的ニーズに合致するものであり、米国のバイオ医薬品エコシステムを支
援し、医薬品供給の安全性確保に貢献します。



今後の展望

Bora Biologicsによるロックビルサイトの開設は、同社が世界のバイオ医薬品CDMO市場
における主要プレイヤーとしての地位を確立する上で重要な一歩です。この製造能力の
増強により、同社はより多くの顧客のバイオロジクスプログラムを初期開発から商業生
産まで一貫してサポートできるようになります。特に、米国市場への迅速な供給が求め
られる製品や、戦略的に重要な製品にとって、国内での大規模な製造能力は大きなアド
バンテージとなるでしょう。この投資は、Bora Biologicsの持続的な成長を促進し、バイ
オ医薬品の製造能力に関する世界の需要に応えることに貢献します。

元記事: https://pharmasource.global/content/news/cdmo-news/bora-biologics-expands-u-s-

manufacturing-platform-with-rockville-site/

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pharmasource.global/content/news/cdmo-news/bora-biologics-expands-u-s-manufacturing-platform-with-rockville-site/
https://pharmasource.global/content/news/cdmo-news/bora-biologics-expands-u-s-manufacturing-platform-with-rockville-site/


#40 オレゴン州立大学、糖衣ナノ粒子による新たな膠芽腫
治療法を開発：マウス生存率を50%向上

概要

オレゴン州立大学の研究者らは、糖衣ナノ粒子を用いて腫瘍抑制遺伝子の指示を脳癌
細胞に直接送達する新しい実験的膠芽腫治療法を開発しました。マウスを用いた研究
では、この治療法が血液脳関門（BBB）を効果的に通過し、他の臓器に目立った損傷

を与えることなく、中央生存期間を50%増加させ、腫瘍を縮小させました。これは、
最も致死性の高い脳腫瘍の一つに対する画期的な進歩を示すものです。

公開日 2026年07月17日  Oregon State University via Medical Xpress  アメリカ



詳細

主要成果

オレゴン州立大学の研究チームは、糖衣ナノ粒子を応用した新しい実験的治療法を開発
し、最も攻撃的な脳腫瘍である膠芽腫（グリオブラストーマ）に対する有望な成果を発
表しました。この治療法は、腫瘍抑制タンパク質を回復させる遺伝子指示を、脳癌細胞
に直接、かつ効果的に送達します。マウスを用いた前臨床試験では、このナノ粒子療法
が中央生存期間を50%増加させ、腫瘍の縮小を達成し、同時に他の主要臓器への顕著な
損傷がないことが確認されました。

技術・臨床詳細

この革新的な治療法は、細胞傷害性薬剤ではなく、腫瘍抑制性遺伝子（例: p53遺伝子や
その活性化因子）のメッセンジャーRNA（mRNA）を搭載した糖衣脂質ナノ粒子
（LNP）を利用します。LNPは、血液脳関門（BBB）を効率的に通過できるように設計
されており、糖分子でコーティングすることで、癌細胞表面の特定の受容体への結合を
促進し、選択的な細胞内取り込みを可能にします。脳腫瘍細胞内でmRNAが発現するこ
とで、欠損している腫瘍抑制タンパク質が回復し、癌細胞のアポトーシス（細胞死）を
誘導します。マウスモデルでは、治療群の中央生存期間が未治療群と比較して50%延長
され、腫瘍体積の顕著な減少が観察されました。重要なのは、全身毒性が低く、肝臓や
腎臓などの主要臓器に損傷が見られなかったことです。

背景・業界文脈

膠芽腫は、非常に悪性度が高く、現在の標準治療（手術、放射線療法、化学療法）でも
予後が極めて不良な脳腫瘍です。平均生存期間はわずか15ヶ月程度であり、有効な治療
法の開発が喫緊の課題となっています。特に、BBBが薬剤の脳内送達を厳しく制限する
ため、新しい治療薬の開発は困難を極めていました。糖衣ナノ粒子を用いたこのアプロ
ーチは、BBBを乗り越え、腫瘍細胞に特異的に作用することで、既存治療の限界を克服
する可能性を秘めています。



今後の展望

オレゴン州立大学の研究は、膠芽腫治療における画期的なブレークスルーとなる可能性
があります。マウスモデルでの顕著な生存率改善と低い毒性プロファイルは、この技術
がヒト臨床試験へと進むための強力な根拠となります。今後、大規模な前臨床研究と安
全性評価を経て、臨床試験が開始されれば、既存の治療法に比べてより効果的で患者に
優しい新たな選択肢を提供できるかもしれません。この糖衣ナノ粒子DDS技術は、膠芽
腫だけでなく、他の難治性脳疾患や癌種への応用も期待され、DDS研究の新たなフロン
ティアを開拓する可能性を秘めています。

元記事: https://www.sciencedaily.com/releases/2026/07/260715083542.htm

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.sciencedaily.com/releases/2026/07/260715083542.htm


#41 Galmed、心臓標的LNP製剤を開発：SCD1阻害薬
Aramcholで心臓線維症への新たな疾患修飾療法

概要

Galmed社は、SCD1阻害剤Aramcholの新規脂質ナノ粒子（LNP）製剤を開発し、心臓
への標的送達を実現しました。Barcode Nanotechとの協業によるこの技術革新は、
Aramcholの生体内分布を肝臓から心臓の筋肉へと転換させ、心臓線維症に対する疾患

修飾療法となる可能性を拓きます。このアプローチは、心臓疾患治療における未開拓
の領域に、高い精度と効率で薬剤を届ける道を開くものです。

公開日 2026年07月16日  GlobeNewswire via Galmed  イスラエル



詳細

主要成果

Galmed社は、そのSCD1阻害剤であるAramcholについて、新規脂質ナノ粒子（LNP）製
剤の開発における画期的な進展を発表しました。この製剤は、Barcode Nanotechとのコ
ラボレーションにより、Aramcholを心臓に特異的に標的送達することを可能にします。
この技術革新は、Aramcholの生体内分布を肝細胞から心臓の筋肉組織へと転換させ、心
臓線維症に対する革新的な疾患修飾療法となる可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

Aramcholは、飽和脂肪酸の合成を調節するステアロイルCoAデサチュラーゼ1（SCD1）
酵素の阻害剤であり、これまでは非アルコール性脂肪性肝炎（NASH）などの肝臓疾患
を主な対象としていました。しかし、新たに開発されたLNP製剤は、表面修飾や脂質組
成の最適化により、Aramcholのバイオアベイラビリティと心臓組織への選択性を大幅に
向上させています。これにより、心臓線維症の原因となる経路に直接作用し、線維化の
進行を抑制または逆転させるメカニズムが期待されます。従来の製剤では、肝臓への取
り込みが主であり、心臓への十分な薬物濃度達成は困難でしたが、このLNP製剤は心臓
特異的な送達を実現することで、治療効果を最大化し、全身性の副作用を最小限に抑え
ることを目指しています。

背景・業界文脈

心臓線維症は、心不全の主な原因の一つであり、心臓組織の異常なコラーゲン蓄積によ
り心機能が低下する疾患です。現在の治療法は主に症状管理であり、線維化プロセスを
直接的に標的とする疾患修飾療法は限られています。LNP技術は、遺伝子治療やRNA医
薬品の送達で大きな成功を収めてきましたが、特定の臓器、特に心臓への高効率かつ安
全な送達は依然として大きな課題でした。Galmedの今回の開発は、この技術的障壁を
乗り越え、心臓病治療における未開拓のアンメットメディカルニーズに応えるもので
す。



今後の展望

心臓標的LNP製剤としてのAramcholの開発は、心臓線維症患者にとって画期的な治療選
択肢となる可能性があります。この技術が臨床試験で有効性と安全性を証明できれば、
心不全の主要な原因の一つである心臓線維症の進行を直接的に抑制し、患者の予後と生
活の質を大幅に改善することが期待されます。また、このLNP送達技術の成功は、他の
心臓関連疾患や、特定の臓器への精密な薬物送達が求められる様々な疾患領域へのLNP

応用の可能性を広げるものとしても注目されます。Galmedは、この技術をさらに発展
させ、心臓病治療のフロンティアを開拓していくことでしょう。

元記事: https://galmedpharma.investorroom.com/2026-07-16-Galmed-Announces-the-Breakthrough-

Development-of-Novel-LNP-Cardiac-Targeted-Formulation-of-its-SCD1-inhibitor,-Aramchol

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://galmedpharma.investorroom.com/2026-07-16-Galmed-Announces-the-Breakthrough-Development-of-Novel-LNP-Cardiac-Targeted-Formulation-of-its-SCD1-inhibitor,-Aramchol
https://galmedpharma.investorroom.com/2026-07-16-Galmed-Announces-the-Breakthrough-Development-of-Novel-LNP-Cardiac-Targeted-Formulation-of-its-SCD1-inhibitor,-Aramchol


#42 T細胞標的mRNA LNPがサイトカイン共提示により生
体内工学を強化：IL-7共提示で脾臓T細胞へ機能的mRNA
導入を偏向

概要

本研究は、IL-7（インターロイキン-7）を抗CD3および抗CD28抗体と共提示する脂質

ナノ粒子（LNP）の改良設計を提示しています。この新しいLNPは、初代ヒトT細胞に
おける粒子取り込みと遺伝子導入効率を著しく向上させ、CAR mRNAを生体内で送達
し機能的なCAR発現T細胞を生成することに成功しました。特に、IL-7結合LNPは、機

能的なmRNAトランスフェクションを脾臓T細胞に偏らせ、肝臓T細胞のトランスフェ
クションを減少させることが示され、T細胞標的mRNA LNPの有望な戦略となります。

公開日 2026年07月14日  PubMed (bioRxiv)  不明



詳細

主要成果

最新の研究では、サイトカインであるインターロイキン-7（IL-7）を抗CD3抗体および
抗CD28抗体と共提示する脂質ナノ粒子（LNP）の設計改良が報告されました。この新し
い設計は、初代ヒトT細胞におけるLNPの取り込みと遺伝子導入効率を劇的に向上さ
せ、生体内でキメラ抗原受容体（CAR）mRNAを効果的に送達し、機能的なCAR発現T細
胞を生成することに成功しました。この発見は、T細胞標的mRNA LNP技術の応用を大
きく進展させるものです。

技術・臨床詳細

本研究で開発されたLNPは、IL-7、抗CD3抗体、抗CD28抗体を複合体として表面に提示
することで、T細胞特異的なターゲティングと活性化を同時に実現します。IL-7はT細胞
の生存と増殖を促進するサイトカインであり、その共提示はLNPのT細胞への親和性を
高め、細胞内取り込み効率を向上させます。特に、IL-7結合LNPは、機能的なmRNAト
ランスフェクションを脾臓T細胞に選択的に偏らせることが明らかになりました。これ
は、肝臓T細胞へのトランスフェクションを減少させながら、脾臓という免疫の中心臓
器でのT細胞工学を促進する点で重要です。生体内のCAR-T細胞生成は、従来のex vivo
でのCAR-T細胞製造の複雑さ、コスト、時間といった課題を克服する可能性を秘めてい
ます。

背景・業界文脈

CAR-T細胞療法は、血液癌の治療に革命をもたらしましたが、その製造は複雑で高コス
トであり、患者へのアクセスが制限されています。生体内でのCAR-T細胞生成は、これ
らの課題を解決し、より簡便で広範な癌種や自己免疫疾患への応用を可能にする次世代
のアプローチとして注目されています。しかし、生体内でT細胞に特異的にmRNAをデ
リバリーする技術は依然として発展途上にあります。本研究は、LNP設計を改良し、サ
イトカイン共提示という戦略を用いることで、この重要な技術的障壁を打破するもので
す。



今後の展望

このサイトカイン共提示LNP技術は、T細胞を標的としたmRNA医薬品の開発において大
きな可能性を秘めています。生体内でのCAR-T細胞生成を効率化するだけでなく、他の
T細胞ベースの免疫療法や、T細胞機能の調節が求められる自己免疫疾患の治療にも応用
できる可能性があります。脾臓T細胞への選択的送達は、副作用を軽減しつつ、治療効
果を最大化する上で重要な利点を提供します。今後、さらなる前臨床試験と臨床応用へ
の展開が期待され、次世代のT細胞免疫療法や遺伝子治療の発展に大きく貢献するでし
ょう。

元記事: https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/42442285

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/42442285


#43 ChemRxiv、AIを活用した構造認識型小分子創薬ワー
クフローを公開：エージェント型・説明可能AIが設計から
優先順位付けまで

概要

ChemRxivに公開されたプレプリント論文は、エージェント型および説明可能な機械学

習と生成分子設計を統合した、構造認識型小分子創薬のためのAIワークフローを記述
しています。このシステムは、新しい分子構造を生成し、効力を予測し、モデルの挙
動を説明し、腫瘍学関連標的の実験的優先順位付けをガイドします。これにより、従

来のスクリーニングアプローチから、よりターゲット指向性の高い分子設計アプロー
チへのパラダイムシフトが明確に示されています。

公開日 2026年07月17日  ChemRxiv  不明



詳細

主要成果

ChemRxivに掲載されたプレプリント論文は、構造認識型小分子創薬のための革新的な
AIワークフローを提示しています。このシステムは、エージェント型（agentic）および
説明可能な（explainable）機械学習技術と、生成分子設計（generative molecular

design）を統合することで、創薬プロセス全体を最適化します。その主要な成果は、新
規分子構造の自動生成、標的に対する効力の高精度予測、AIモデルの意思決定プロセス
の説明、および腫瘍学関連標的における実験的優先順位付けのインテリジェントなガイ
ドです。

技術・臨床詳細

このAIワークフローは、複数のモジュールから構成されています。まず、生成AIモデル
が、特定の薬物特性や標的タンパク質の構造情報に基づいて、多様な新規分子構造をデ
ノボで設計します。次に、エージェント型AIが、これらの候補分子の物理化学的特性、
薬物動態、そして最も重要な標的への効力を予測します。さらに、説明可能なAIコンポ
ーネントが、なぜ特定の分子が有望であると予測されたのか、どの構造特徴が効力に寄
与するのかといった、モデルの「思考プロセス」を研究者に提示します。これにより、
研究者はAIの提案をより深く理解し、盲目的に従うのではなく、洞察に基づいて実験計
画を調整できます。このシステムは、腫瘍学領域の複数の標的タンダク質に対して評価
され、従来の手法よりも迅速かつ効率的に有望な候補化合物を特定できることが示され
ました。

背景・業界文脈

従来の創薬は、膨大な数の化合物をスクリーニングすることに大きく依存しており、時
間とコストがかかる上に、成功率が低いという課題がありました。AI、特に生成AIの進
展は、このパラダイムを「スクリーニングによる発見」から「設計による創造」へと変
革する可能性を秘めています。エージェント型AIと説明可能AIの統合は、AIがブラック
ボックスではなく、人間の研究者と協調して機能する強力なパートナーとなることを示
唆しており、創薬の複雑性を管理し、より迅速な臨床開発に繋がるブレークスルーを生
み出す上で不可欠です。



今後の展望

このAIワークフローは、小分子創薬の効率と成功率を劇的に向上させる潜在力を持って
います。特に、腫瘍学のようなアンメットメディカルニーズの高い領域において、より
短期間で効果的な薬剤候補を特定できるようになるでしょう。今後は、このシステムの
堅牢性、汎用性、およびスケーラビリティをさらに検証し、他の疾患領域への応用が期
待されます。エージェント型・説明可能AIの発展は、AI創薬の透明性と信頼性を高め、
人間とAIの協調による新薬開発の未来を加速させる重要なステップとなるでしょう。将
来的には、複雑な多標的薬や難治性疾患に対する薬剤設計においても、中心的な役割を
果たすことが見込まれます。

元記事: https://chemrxiv.org/doi/pdf/10.26434/chemrxiv.15005130

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://chemrxiv.org/doi/pdf/10.26434/chemrxiv.15005130


#44 GZL626がアンドロゲン受容体（AR/AR-V7）を分解
する新規分子接着剤デグラダーとして進行性前立腺がんの
抵抗性を克服

概要

bioRxivに公開されたプレプリント論文は、フルレングスのアンドロゲン受容体（AR）

とそのスプライスバリアントAR-V7の両方をプロテアソーム依存的に分解する新規低
分子分子接着剤デグラダーGZL626の特定について記述しています。GZL626は、ARのN

末端ドメインに結合し、非標準的なRNF213–UBE2J2-AR三元複合体の形成を促進する

ことで作用します。この発見は、進行性前立腺がんにおける内分泌療法抵抗性を克服
するための新たな治療アプローチを提供するものです。

公開日 2026年07月17日  bioRxiv  不明



詳細

主要成果

最近bioRxivに公開されたプレプリント論文において、研究者たちは、進行性前立腺がん
における内分泌療法抵抗性を克服する可能性を秘めた新規低分子分子接着剤デグラダー
「GZL626」の特定に成功したことを報告しました。GZL626は、フルレングスのアンド
ロゲン受容体（AR）と、治療抵抗性の主要な要因であるそのスプライスバリアントAR-

V7の両方を、プロテアソーム依存的に分解することが示されました。

技術・臨床詳細

GZL626は、ARのN末端ドメイン（NTD）に特異的に結合し、細胞内のユビキチンE3リ
ガーゼであるRNF213とE2ユビキチン結合酵素UBE2J2との間で、非標準的な三元複合体
（ternary complex）形成を促進することで機能します。この非標準的な相互作用によ
り、ARおよびAR-V7にユビキチンが付加され、最終的に細胞のプロテアソームによって
分解されます。従来のAR阻害剤やAR減弱剤とは異なり、GZL626はARタンパク質自体を
細胞から除去するため、阻害剤への抵抗性メカニズムを迂回することが可能です。in

vitroおよびin vivoモデルにおいて、GZL626は、既存のAR標的療法に抵抗性を示す前立
腺がん細胞株や腫瘍モデルにおいて、強力な抗腫瘍活性を示しました。

背景・業界文脈

進行性前立腺がんは、ホルモン療法（アンドロゲン除去療法）が主要な治療法ですが、
多くの患者が最終的に治療抵抗性を獲得し、去勢抵抗性前立腺がん（CRPC）へと進行
します。AR-V7のようなARスプライスバリアントは、アンドロゲン非依存的な増殖を可
能にし、既存のAR標的療法に対する抵抗性の主要なメカニズムとして知られています。
このため、AR-V7を含むARタンパク質全体を効果的に除去できる新しい治療戦略が喫緊
に求められていました。GZL626のような分子接着剤デグラダーは、このようなアンメ
ットメディカルニーズに応える有望なモダリティとして注目されています。



今後の展望

GZL626の発見は、進行性前立腺がん、特に内分泌療法抵抗性CRPCの治療法に革命をも
たらす可能性があります。AR-V7を効果的に分解する能力は、既存の薬剤では対処でき
なかった患者に新たな治療選択肢を提供します。今後、さらなる前臨床開発と安全性・
有効性に関する臨床試験が成功すれば、GZL626は前立腺がん治療の Landscape を大き
く変える画期的な薬剤となるでしょう。また、この研究は、分子接着剤デグラダーの設
計原理と応用範囲を広げ、他の難治性癌や疾患に対する標的タンパク質分解薬の開発を
加速させるものとしても期待されます。

元記事: https://www.biorxiv.org/content/10.64898/2026.07.14.738453v1

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.biorxiv.org/content/10.64898/2026.07.14.738453v1


#45 ルテチウム177 PSMA RLTの適応治療を評価する第2
相OPTIMAL-e試験、転移性ホルモン感受性前立腺がんで
患者への投与開始

概要

第2相OPTIMAL-e試験が、転移性ホルモン感受性前立腺がん（mHSPC）患者への投与

を開始しました。この研究は、 investigational PSMA（前立腺特異的膜抗原）標的放射
性リガンド療法であるルテチウム177（177Lu）DOTA-HYNIC-panPSMA（TLX597-Tx）
を用いた適応治療アプローチを評価します。この試験は、治療反応の改善と、特定の

患者に対する治療の一時停止の可能性を検証し、個別化された治療戦略の開発を目指
しています。

公開日 2026年07月16日  Urology Times  アメリカ



詳細

主要成果

転移性ホルモン感受性前立腺がん（mHSPC）患者を対象とした第2相OPTIMAL-e試験
が、 investigational PSMA（前立腺特異的膜抗原）標的放射性リガンド療法（RLT）であ
るルテチウム177（177Lu）DOTA-HYNIC-panPSMA（TLX597-Tx）を用いた適応治療ア
プローチの評価を開始しました。この研究は、治療効果の最大化と患者負担の軽減を目
指し、個々の患者の反応に基づいた治療プロトコルの柔軟な調整を可能にするもので
す。

技術・臨床詳細

TLX597-Txは、前立腺がん細胞表面に過剰発現するPSMAを標的とする放射性リガンドで
あり、ベータ線放出核種であるルテチウム177（177Lu）を癌細胞に選択的に送達しま
す。OPTIMAL-e試験は、患者のPSMA発現レベル、画像診断（PET/CTなど）、および血
液バイオマーカー（PSAなど）に基づいて、RLTの投与量とサイクルを適応的に調整す
る戦略を探ります。この適応的投与アプローチは、標準化された固定用量プロトコルに
代わるものであり、過治療や不必要な副作用を回避しつつ、最適な治療効果を達成する
ことを目指します。研究では、治療反応が良好な特定の患者において、治療期間の一時
停止を検討し、生活の質の向上と治療関連毒性の軽減を図ります。

背景・業界文脈

転移性ホルモン感受性前立腺がんは、病状が進行すると治療が困難になることが多い疾
患であり、より効果的で副作用の少ない治療法が求められています。PSMA標的RLTは、
進行性前立腺がんに対する有望な治療法として近年注目されていますが、治療の最適
化、特に患者ごとの反応に応じた個別化された投与戦略の開発が重要な課題でした。こ
のOPTIMAL-e試験は、精密医療の原則をRLTに適用し、患者中心の治療アプローチを実
現することで、このアンメットメディカルニーズに応えるものです。



今後の展望

第2相OPTIMAL-e試験の結果は、mHSPC患者におけるTLX597-Txを用いたPSMA標的RLT

の臨床的有用性を確立する上で極めて重要です。この適応治療アプローチが成功すれ
ば、治療効果を向上させると同時に、治療の副作用を軽減し、患者の生活の質を改善す
る画期的な方法として確立される可能性があります。また、この研究は、他の癌種にお
ける放射性リガンド療法の個別化戦略の開発にも重要な示唆を与えるでしょう。
TLX597-Txが将来的に承認されれば、mHSPCの治療 Landscape を大きく変える可能性を
秘めています。

元記事: https://www.urologytimes.com/view/study-to-assess-adaptive-dosed-177lu-dota-hynic-

panpsma-in-mhspc

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.urologytimes.com/view/study-to-assess-adaptive-dosed-177lu-dota-hynic-panpsma-in-mhspc
https://www.urologytimes.com/view/study-to-assess-adaptive-dosed-177lu-dota-hynic-panpsma-in-mhspc


#46 SGN-CEACAM5C（PF-08046050）抗体薬物複合体
（ADC）が結腸直腸癌を含む進行性固形腫瘍の第1相臨床
試験で評価

概要

2026年7月の臨床試験ラウンドアップで、SGN-CEACAM5C（PF-08046050）抗体薬物

複合体（ADC）が、結腸直腸癌を含む進行性固形腫瘍の成人患者を対象とした第1相試
験で評価されていることが注目されました。この試験は、腫瘍細胞に特異的な標的を
持つADCが、従来の化学療法と比較して毒性を軽減しつつ、治療薬を癌細胞により直

接送達することで、治療効果を高める可能性を探ります。この進展は、難治性固形腫
瘍患者にとって新たな治療選択肢を提供することを目指しています。

公開日 2026年07月14日  Fight Colorectal Cancer  アメリカ



詳細

主要成果

2026年7月の臨床試験ラウンドアップにおいて、SGN-CEACAM5C（PF-08046050）とい
う抗体薬物複合体（ADC）が、結腸直腸癌を含む進行性固形腫瘍の成人患者を対象とし
た第1相臨床試験で評価されていることが特筆されました。このADCは、特定の腫瘍関
連抗原を標的とすることで、強力な細胞傷害性薬剤を癌細胞に直接送達し、全身毒性を
最小限に抑えつつ治療効果を最大化する可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

SGN-CEACAM5C（PF-08046050）は、癌胚抗原関連細胞接着分子5（CEACAM5）を標的
とする抗体に、強力な低分子細胞傷害性ペイロードをリンカーを介して結合させたADC

です。CEACAM5は、結腸直腸癌、非小細胞肺癌、胃癌など、様々ながん種で過剰発現
していることが知られています。第1相試験では、進行性固形腫瘍患者（結腸直腸癌コ
ホートを含む）を対象に、薬剤の安全性、忍容性、薬物動態、および予備的な抗腫瘍活
性を評価します。従来の化学療法と比較して、ADCは薬剤を癌細胞に特異的に集中させ
るため、全身性の副作用を軽減しながら、より高い濃度の薬剤を腫瘍に届けることがで
きます。これにより、治療効果の向上と患者の生活の質の改善が期待されます。

背景・業界文脈

進行性固形腫瘍、特に転移性結腸直腸癌は、治療が困難であり、既存の治療法では十分
な効果が得られない患者が多く存在します。このような状況下で、ADCは癌治療におけ
る「魔法の弾丸」として進化を遂げており、その設計と応用は急速に進んでいます。標
的の特異性と細胞傷害性ペイロードの組み合わせにより、ADCは癌細胞をより選択的に
攻撃し、正常細胞への損傷を最小限に抑えることができます。SGN-CEACAM5Cの開発
は、この分野における最新の進歩の一つであり、難治性固形腫瘍のアンメットメディカ
ルニーズに応えるものです。



今後の展望

SGN-CEACAM5C（PF-08046050）の第1相臨床試験の進展は、結腸直腸癌を含む進行性
固形腫瘍の治療において重要な意味を持ちます。もし良好な安全性プロファイルと予備
的な有効性が確認されれば、このADCはさらなる開発段階に進み、将来的には患者にと
って新たな標準治療選択肢となる可能性があります。この成功は、CEACAM5を標的と
する他のADCや、新たな標的を探索するADC開発全体に弾みをつけるでしょう。精密医
療としてのADCの進化は、癌治療の個別化をさらに推進し、多くの患者の予後改善に貢
献することが期待されます。

元記事: https://fightcolorectalcancer.org/july-clinical-trials-2026-roundup/

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://fightcolorectalcancer.org/july-clinical-trials-2026-roundup/


#47 AIが創薬を変革：生成AIが分子設計から臨床予測まで
加速、R&Dコストとリスクを削減

47_AIが創薬を変革：生成AIが分子設計から臨床予測まで加速、R&Dコストとリスクを削減

概要

AI、特に生成AIは、ターゲット特定、分子設計、結果予測を加速することで、2026年
に創薬分野を根本的に変革しています。AI駆動型プラットフォームは、計算によって
数百万の分子候補をスクリーニングし、従来のスクリーニングの限界を超え、これま

で「ドラッガブルでない」とされたターゲットへの機会を拓きます。この技術は、
R&Dコスト、時間、リスクを大幅に削減し、特に腫瘍学や希少疾患のパイプラインを
再構築しています。

公開日 2026年07月13日  World Pharma Today  不明



詳細

主要成果

2026年、人工知能（AI）、特に生成AIは、創薬分野に革命的な変化をもたらしていま
す。この技術は、ターゲットの特定、分子の設計、および臨床結果の予測を劇的に加速
させ、研究開発（R&D）のコスト、時間、およびリスクを大幅に削減しています。生成
AIは、従来のスクリーニング限界を超え、これまで「ドラッガブルでない」と見なされ
ていた標的に対する新しい治療薬の機会を開拓しています。

技術・臨床詳細

AI駆動型プラットフォームは、高度なアルゴリズムと機械学習モデルを活用し、数百万
に及ぶ分子の可能性を計算上で迅速にスクリーニングします。このプロセスは、例えば
NVIDIAとAstraZenecaのMegaMolBARTやInsilico MedicineのAIを活用した線維症治療薬
候補の特定事例に見られるように、特定の生物学的標的に対して最適化された新規分子
構造をデノボで設計する能力を含みます。生成AIは、望ましい薬物特性を定義するだけ
で、ゼロから分子を設計できるため、従来の試行錯誤アプローチから、より効率的でタ
ーゲット指向性の高い設計プロセスへの移行を可能にします。これにより、分子設計の
探索空間が広がり、リード化合物の特定から最適化までの時間が短縮され、臨床試験の
成功確率も向上します。

背景・業界文脈

従来の創薬プロセスは、平均で10年以上、20億ドル以上の費用がかかり、成功確率はわ
ずか数パーセントという、非効率で高リスクなものでした。生成AIの登場は、この長年
の課題に対する強力な解決策を提供します。特に、腫瘍学や希少疾患のような、アンメ
ットメディカルニーズが高い領域において、AIはパイプラインを再構築し、革新的な薬
剤候補をより迅速に臨床に導いています。生成AIは、まだ管理された研究環境での効果
が先行していますが、その実用化は着実に進んでいます。



今後の展望

生成AIは、創薬の未来を形作る上で不可欠な技術となるでしょう。今後、分子設計だけ
でなく、タンパク質工学、予測毒性学、マルチオミクス解析、臨床試験の自動化など、
創薬のあらゆる側面でAIの役割が拡大することが期待されます。AIは、創薬の障壁を下
げ、より多くの疾患に対する新しい治療法の開発を加速させ、最終的には患者に革新的
な医薬品をより迅速に届けることに貢献します。将来的には、人間とAIが協調して、か
つては想像もできなかったような分子設計や治療戦略を生み出す時代が到来するでしょ
う。

元記事: https://www.worldpharmatoday.com/drug-research/generative-ai-advancing-novel-therapeutic-

drug-discovery/

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.worldpharmatoday.com/drug-research/generative-ai-advancing-novel-therapeutic-drug-discovery/
https://www.worldpharmatoday.com/drug-research/generative-ai-advancing-novel-therapeutic-drug-discovery/


#48 標的タンパク質分解（TPD）がPROTACを超えて進
化：分子接着剤デグラダーから多機能治療薬へ、決定的な
臨床段階へ突入

概要

標的タンパク質分解（TPD）は、第一世代PROTACから分子接着剤デグラダー、デグラ

ダー-抗体複合体へと進化し、2026年には複数の後期臨床プログラムが規制上のマイル
ストーンに近づく決定的な局面に入っています。この技術は、ハイスループットスク
リーニングと計算モデリングの進歩により、分解可能なタンパク質の範囲を拡大し、

腫瘍学だけでなく、免疫学、神経科学、線維症へと応用分野を多様化しています。
TPDは、治療薬開発の新たなフロンティアを切り開いています。

公開日 2026年07月13日  European Biotechnology Magazine  ヨーロッパ



詳細

主要成果

標的タンパク質分解（TPD）の分野は、2026年に入り決定的な局面を迎えています。第
一世代のPROTAC（Proteolysis-Targeting Chimeras）から、分子接着剤デグラダー、さら
にはデグラダー-抗体複合体（DACs）などの新しい近接誘導型治療薬へと進化し、複数
の後期臨床プログラムが規制上のマイルストーンに近づいています。この技術は、ハイ
スループットスクリーニングおよび計算モデリングの進歩により、分解可能なタンパク
質の範囲を劇的に拡大し、応用分野も腫瘍学から免疫学、神経科学、線維症へと多様化
しています。

技術・臨床詳細

TPDは、細胞内のユビキチン-プロテアソーム系を利用して、疾患関連タンパク質を特異
的に分解するという画期的な作用機序を持ちます。PROTACは、標的タンパク質とE3ユ
ビキチンリガーゼを結合させる二機能性分子であり、標的のユビキチン化と分解を誘導
します。これに対し、分子接着剤デグラダーは、通常は相互作用しないタンパク質間で
新しい相互作用を誘導し、ユビキチン化と分解を促進します。また、デグラダー-抗体
複合体は、ADCの概念をTPDに拡張し、抗体の高い標的特異性とデグラダーの強力な分
解能力を組み合わせることで、特定の細胞型への選択的なタンパク質分解を実現しま
す。これらの技術的進歩は、これまで「ドラッガブルでない」とされてきたタンパク質
を標的とすることを可能にし、癌だけでなく、血液悪性腫瘍や神経変性疾患、自己免疫
疾患などの治療において有望な結果を示しています。例えば、初のFDA承認PROTACで
あるVepdegestrantは、ESR1変異進行乳がん治療で承認されました。

背景・業界文脈

従来の創薬は、タンパク質の機能を阻害することに焦点を当ててきましたが、多くの疾
患関連タンパク質には阻害剤を結合できるポケットが存在しないか、あるいは阻害剤が
十分な治療効果を発揮できないという課題がありました。TPDは、これらの「
undruggable 」な標的に対する新たなアプローチを提供し、創薬のパラダイムを根本か
ら変えつつあります。ハイスループットスクリーニングとAIを活用した計算モデリング
の進化は、新しいデグラダー候補の発見と最適化を加速させ、この分野の研究開発を強
力に推進しています。



今後の展望

TPDは、製薬業界において最も急速に成長している分野の一つであり、その臨床的成功
は多くの新薬を生み出す可能性を秘めています。複数の後期臨床プログラムが規制上の
承認に近づいていることは、TPD技術の実用化が間近であることを示唆しています。将
来的には、条件依存的分解や標的細胞選択的分解など、さらに高度なTPD戦略が開発さ
れ、多様な疾患に対する精密な治療薬が生まれることが期待されます。この技術の発展
は、医薬品開発のフロンティアを拡大し、これまで治療困難であった病態に苦しむ患者
に新たな希望をもたらすでしょう。

元記事: https://european-biotechnology.com/background/target-protein-degradation-review/
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#49 抗体薬物複合体（ADC）が固形腫瘍治療の標準治療へ
進化：12剤が承認、300剤が開発中、患者ウェルネスと二
重ペイロード戦略が焦点

概要

抗体薬物複合体（ADC）は、かつての「魔法の弾丸」から癌治療の標準治療へと劇的

に進化しました。現在、世界中で12剤のADCが承認され、300剤以上が臨床開発中で
す。この進化は、細胞傷害性ペイロードを癌細胞にピンポイントで送達し、全身毒性
を低減することで化学療法の有効性を高めます。今後は、間質性肺疾患や好中球減少

症などの副作用が少ない「優しい」治療法の開発、リンカー技術の改善、腫瘍選択的
送達、および二重ペイロード戦略に焦点が当てられ、患者の「ウェルネス」向上も重
視されます。
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詳細

主要成果

抗体薬物複合体（ADC）は、癌治療においてかつてのニッチな「魔法の弾丸」から、今
日では標準治療の一つへと劇的な進化を遂げました。現在、世界中で12種類のADCが承
認され、300種類以上が臨床開発段階にあります。この技術は、細胞傷害性ペイロード
を癌細胞に高精度で送達し、全身毒性を最小限に抑えつつ化学療法の有効性を大幅に向
上させることを可能にします。今後は、治療効果の最大化に加え、間質性肺疾患や好中
球減少症などの負担の大きい副作用を軽減し、患者の「ウェルネス」を重視した「優し
い」治療法の開発に焦点が移っています。

技術・臨床詳細

ADCは、癌細胞の表面に特異的に発現する抗原を標的とする抗体と、強力な細胞傷害性
ペイロード（薬物）、そして両者を結合するリンカーから構成されます。抗体は、癌細
胞を認識し、ADCを腫瘍部位に集中させます。その後、ADCが癌細胞に取り込まれる
と、リンカーが切断され、ペイロードが放出されて癌細胞を死滅させます。この標的化
された送達システムにより、従来の化学療法と比較して正常組織へのダメージを大幅に
減らすことができます。最近の進歩として、リンカー技術のさらなる改善、腫瘍選択的
送達メカニズムの最適化、そして異なる治療モダリティを組み合わせた二重ペイロード
戦略の開発が挙げられます。例えば、胆道癌領域では、HER3およびEGFRを標的とする
二重特異性ADCが初期開発段階で有望な結果を示しています。これらの改良は、奏効率
の向上と、間質性肺疾患や好中球減少症といった特有の副作用の軽減を目指していま
す。

背景・業界文脈

癌治療は、精密医療の進展に伴い、より個別化されたアプローチへと移行しています。
ADCは、標的療法と化学療法の利点を組み合わせることで、多様な癌種、特に固形腫瘍
において、新たな治療選択肢を提供してきました。最初のADCが承認されて以来、ペイ
ロードの多様化、リンカーの安定性向上、抗体の最適化など、技術的なブレークスルー
が継続的に起こっています。BIO International Convention 2026のような主要な会議で
は、ADCが早期治療ラインに移行する中で、単なる生存期間の延長だけでなく、患者の
生活の質（QOL）向上、すなわち「ウェルネス」を治療評価の重要な要素として考慮す
る必要があることが強調されています。



今後の展望

ADCは、癌治療の Landscape において不可欠な要素となりつつあり、その開発は今後も
加速するでしょう。リンカー、ペイロード、抗体の組み合わせにおけるさらなる革新に
より、より安全で効果的な次世代ADCが登場することが期待されます。また、二重特異
性ADCやデグラダー-抗体複合体（DAC）のような新しい形式も注目されており、これ
まで治療が困難であった癌種や、既存治療に抵抗性を示す癌に対する有効な解決策を提
供できる可能性があります。患者のウェルネスを重視する動きは、ADC開発の方向性を
さらに定義し、癌患者がより良い治療結果と高い生活の質を享受できる未来へと繋がる
でしょう。

元記事: https://binaytara.org/cancernews/article/antibody-drug-conjugates-in-solid-tumors-from-

magic-bullet-to-standard-of-care
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https://binaytara.org/cancernews/article/antibody-drug-conjugates-in-solid-tumors-from-magic-bullet-to-standard-of-care
https://binaytara.org/cancernews/article/antibody-drug-conjugates-in-solid-tumors-from-magic-bullet-to-standard-of-care

